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序文

本報告，lドは、 2013年度の調イ砂文』との一部である。

本報告iりが対象とする且週詞i地区1309地，点の近代1̂．坑盛群から得らiLる知兄は、熊本監獄 ，刑務所

硲地の迎川実態を示す質巫な ’ji例 である。 とりわけ熊本益獄における合拌の実態を物話るものとして

典味深し％ 近代史研究においても 、文献ft料をふまえたうえでの考古哨祁JIi)［究手法のイ噂）＇性が翡いこ

とを如実に示すものといえよう ，地非とも読者請腎のII今味をお1領いしたい

熊本監獄については、熊本）く学の前身である第li.I',9：尺が中学校の赤・）凍｝しの製造に17-.1人がかかわってい

たことが、 2015:年度の発掘袖'，l1tによ って考占学的に1リlらかになっている。また、2016年度は熊本地震

によ って落 I‘―した赤煉瓦の調1tを実施しており、その成呆は本年）虻1:IJ行の年報に記している，こちら

にも関心をも っていただければ、ドいである

2017年1文は、 「熊本地震」の復飩＿じl―iによ って発掘調杏が過密となったため、運営陥盤笠埋祁施設

企画 ・施設伶TI！をはじめとする関係部局の）j々 に例年にはない特段のご配曲をいただいた、関係部局

の方々のご頂Ilirj:lとご配硲：に、記 して深く謝意を表したしヽ，9

平成30年3月

国立大学法人熊本人咋填11蔵文化財調在七ンター

七ンターL足 伊藤正彦



例 舌

1. 本報告,I¥:は、熊本大学再開発，t|両によって熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

い、熊本大学埋蔵文化財他噴センター（平成23年10/J1「Iに「熊本大学狸蔵文化財調査室」より

改糾）が2013年度に実施した発枷i「Jil布の一部に1及jするものである。

2.本叫：に収録した報告は、 2(）13年度にJ里蔵文化財調究センターが実施した発掘調究報告とそれに1対

連する立会調介などの成呆のうち、 1件の発掘調査に1具jする成呆である。

3. 上記調介地点について、下記のとおり報告する。

rr咲 ：！！且斐南地区 1309翡l．杏地点

4.以上の調査を実施した20L3年1虻のJ且蔵文化財調'rtセンターの組織と調究体制は以ドのとおりであ

る。

宰． 長 ：木下尚子（文学部教投）

調 1t 員 ： 松 II―l光太郎 （センター准教授） ・ 大坪志 J'• （センター助教）• 山野ケン陽次郎 （セン

ター助教）・柴ITI光 （技術補（K．貝）• り 1i.i土栄治 （技術補佐具）

事務補佐具：人崎喜美子

5.本文は 、2呼tl 節の一部を柴 l .11が執箪した。 人竹に 1月する所見、 文淑については、松下真実 • 松

ド孝幸両氏が執節した。それ以外は全て山野が執喩した。

6 . 本•,杯に使）廿した辿構実測図は 、 柴 l」 1 と山野が作成したし また、過去の調1t地、1,'.i. については各報告

礼Fの辿構図を再トレースし使川した。

7. 木；I\:に使Ill した逍物実測図 • f(i本は 、 井上裕災、小山 il河＇・ 、 後藤恵、 1点I IJ I 9i引子、吉留広が作成し

た。

8.本内に使Illした図版の製図は Adobe社の「IllusLraLor」と「Photoshop」を使IIlして、Il l 削J•• 、 柴

田、鬼塚美枝、培井弘 fがおこなったu

9.辿構実測及び製図には手f1'1『きによる記録とともに、株式会社 CUBICの辿跡実測支援システム

「追構くん」および製閃システム「トレース 3Dくん」を使川した

10. 本得に使IIl した現場写具は1309il,\j1t地点を柴Illが、 1'118調森地点を l 庫］••力斗蔽影した。 辿物写兵は

山野、 r1: I I路、末吉美紀、小111が撮影した，

11. 本内で使/Tlした辿物観察表は、山野、首藤1憂子が作成 した。

12.本札Fに掲載した出土辿物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財センターで保管している

出」：：人骨は2017年 3月時、1ばでは士J1:ヶ浜遺跡 ・人煩学ミュージアムで1呆狩している。

13.本苫で使Illした調森地点i1c1iり図および追構1公1の座椋は1lt界測地系による。

14.辿物番号として迎し番号を lから付けており、：が真図版Iドの番号はこれに一致する c

15. tU I:.した辿物への注記は辿跡略号＋調在地、1且番砂＋出十．辿構（位ii梵）の/II屈でおこなった。

16. 1.lり1 . 辿物の色調観寮は「小111正正 • 竹／i認建闊面行 『祈版椋準十．色 ljli'i』 1 1 本色研’ji·業株式会社」

にJ1しづく 。

17.本苫の編集は111野 ・柴田がおこなったっ
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I 構内遺跡と調壺の概要





l i柑内辿跡と，謁森の111'炭

1.熊本大学敷地と朴lj.：内辿跡の概要

熊本大学が1呆イiする敷地は、熊本 IIi 内の．＇．I!尻（北・ 束 • I十．i)地区 ・宇留毛地12{・オ心ij:（北 ・中 ・

南）地区 ・大江地I/・iJilJ'［地l人： ・京III［地区 ・城東地IIおよび新南部地区の 8地区、市外の益城地区 ・

合津地区の 2 地区の，iI• 1 (）地区に分散しており、それぞれ雌蔵文化財の包蔵地となっている（表 l)

本漱ではこのうち 、 4も'Fで ‘t1i p;•する．［I閲紐i地区の1309晶l布地点を含む「黒髪町追跡群」について詳細

を述べる

熊4こ人等の法学祁 ・ 文学部 ・ 教育学部 ・ 工学部 ・ 理学部などが設骰されてしヽる ．I‘•1砂愛地区は 、 黒髪町

辿跡群（熊本市埋蔵文化財地図地8-88) に含まれている＾本辿跡は、熊本市市街地の北東にそびえ

る立rn山（枯塙151.6m) の南西部の緩斜而に位；；りしており 、西を坪井川の造る中（四段丘、南を 1’llII

右；枠の低位段丘によって間まれる。辿跡の範訓は東l'り約900m、南北約1000mであり 、縄文時代から

近代に至る追描 ．j且物を包蔵している。

辿跡の発兄は昭和10年 (1935:以後和府の後の括弧内に西｝怜を付す）、大学に隣接する熊本県 1.i.1|1

学済々燦（現済々礎'，':j等学校）の校）廷から弥生IIが代の党棺2基などが兄つかり 、 ド林繁）こ ・小林久雄

に より調杏された こ とに始まる（川沿以必 1986し 戦後、昭和40年 ( 1965) には隣接する 九）•I•I 女学院

（現ルーテル学院中学 .I'，嶺が学校）敷地内で、1J{ji生時代中期の売柁や古瑣時代の須恵器甑などが発見

され、辿跡の屯災性が再認識さ れた（笠ii/i:1971)。J11！蔵文化財調壺センター（または埋蔵文化財,i/,¥Ji't

奎） による発掘調査でも 、!!．!:J）1|．ti地区の北西に位：i花する9704砒l在地点において弥生時代中期後半の煩

玖式と！．附嬰式をnlV、た央棺硲1作が見つかった（小1.111.）＜坪編2008)0 その後、 0206調奔地点でも汲Ill

式の党柏硲 l枯が発見され（）遺 編 2014)、ll21』il究地）．＇i．でも 、！l．!，嬰式の甕棺墓が 1碁検出された（大

坪編2013)。これにより熊本大学構内も含めて弥生時代中期の磋域が広範囲にわたり 確認できること

が判明 した。このように本辿跡は1J{J注 時代叫り(/)中）砂11に主として分布する「！，1!髪式土器」の仕＇勺識辿

跡としてJt,:名である"}Jllえて、II{｛和58年 (1983) に実施さ れた済々侮高等学校内における，J,'J究によっ

表 1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一跨表

No. 地区名ー（学部名等） 所在地 逍跡名称 ＿逍跡―の一種類 過跡の時代 備 考

1 ,’.1，!，嬰北地1ズ (il；・文・教`ぷ） 熊心li'i'リと1,{．'．I翡泣j.1 i•1().I 
2.I9［！棧東地区 （教fi学部1:(iJ1{4.i';JIlと1i2熊心li1i'央I;(:!！．りJ£511 l l7-l 

栄枚）
患嬰町迅跡群集落址 ・らり地

3 黒斐南地区 （エ・理） ！爵4<i h 1 1 1 リH,<:!.t.~111~ J ・ 11：外).]

4'i・:f{I t地I.<:（学1杞切i・i令・駄J.iii-i令熊心Ii中央l4].1．1嬰7「H ‘j・：留毛神tl• I},J
冷） 辺追跡群

5 本；／1：北地l4 ( ！笈学部[(l"“j，i院・ 1公••;：：熊心Ii中火I~本：／i： 1 ]1 1 l・l 
部:午）

6 4く；／i：中地1<.t 1がIJ笈学研究I斤•..L （熊,f.:1fi中央l＜本：／1：21.1 12-l 
ス学研究Jりi`か

7 4ふii:,tiJ也1:1.:（l足OE‘'̀/:ft嶋か） fig4,:lh'II 1リと1メ：｝Li,＇,．';・1fl 121-1 
8 )＜i l:J也r{（恥‘.f:；祁`ぶ） ／梢4勺Iリドリとl<:）＜iL4；開f5・l 

9 il,l:11t地区 （諜外i[1i/J柚，没） 熊んIi中央1ぶJli1ili1I「111-1
10 ii雑／几地l-i(,.tiltti令） 熊4叫j中央1-<..ilf/J¥(Irll 16 

本Ji:．辿跡
（熊）く病院
敷地辿舛）

J,i I迅i蹄ti

散布地

iit (ii地・船浴
址．硲地

fi inrh 1•• 
仏浴jll:

縄文 ・弥生 ・
余i↓ • 1刃¢ • 
近lit・近代

弥I! ：． • 奈良 ・

f•安

縄文 ・弥'1-.．
,IJ•J打 ・ 奈且 ．
.,'•安 • 91I III.． 

近111:・近代

奈良 .・1;_、女

Ii,]辺ji跡

周辺j且対：

11 );（町地I..<.I教ff学部1;(t属小・11 咋： I~ ) 熊4叫j1| 9 1)j|Aぷt•IllI水 J"5-l2 り渭l・台辿跡／il:り:i各Jtl: 弥＇K・近Iii:

12城東地1-<: （ 教ff学部1;i•Hi.;JJf(LI{Il ) ！！財叫i中央1-<J成1阻lf祁） 熊木城址 城舟'i.hl..熊本城近Iii:
I¥I.1述追！／I)

13 t}憎i部地区 （教ff学部新Itiitii／此J｝]1）熊仙Ii東IA:t}|Iiii]Iiil'1 158 i'IntifIi辿跡 ：枚布地
14益城」也I-<（地J戎J帥lラボラトリー） 1カ益城郡益城町1111,;（公81•7 | .. I(Ii ノ •I’·j且跡散{li地

15合ii'地区 (irt／ドJ戊J月Jiif'1•学教fflilf究 1 ·. J.:;;,.,lj松島町(nl!(j(X:il ,iii l] l l坂 集沿Jrl.
七ンター）

※辿跡の種知、時代は近年の，ぶlft1杖りとを反映させた

縄文 • ~!1;11·.

縄文～中Ill:

縄X・弥IJ:. 1995年度，J；lft 
により且塚で
なし とヽ判lリ1
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l 11，ili、J辿跡と，J:J1f(J）概＇炭

て、占代の竪穴住l,｝址や「寺l"J」銘の附苫上器が出土するなどし (Ill添 ibid)．．占代飽川郡における

拠．I!．［的性格をもつ．逍跡である可能性が示されるようになった (if/i熊本I|i史編岱室編1996) また、IIil

地域は古代の13姐や駅(J..-；i|il|0)li]［究上、 「延社式』に記された1)り海迎卜．の駅である 「仮投駅」、あるいは

Ill飽Ill1揺 のifi：定地としても・ii:＿11を犯めてきた （木下1979・木臼995) '(l~il!！頴俊彦は肥後国北部の古

代1W直につし 9て分析する中で、本センターによる黒嬰南地区9603訛li't地，1!．［における発掘1成果を受け、

南北）j|；りに走る 2本の構：が駅路のll!1)溝であるとの見解を示し、周囲の掘処ti：建物との関係性も含め、

熊本）＜呼構内に仮投駅の駅家が存（［した1Il能性に言及した。近年の大紆：t1，Ij.内の調布では、，＇．附笈北地区

や南地1べから古代の竪穴住1，りや掘建柱建物 が広い範I用に確認されており、飽川It1；家や駅琢に関連する

染裕と考えられる。 さらに、済々侮翡校から本学馬愛地区周辺が飽l111!1;,il建部公の1叶所であり 、飽Ill

郡琢として比定されるなどの梢極的な忍見が展開されている ( 1約 11!1'.~ 1 997) ， このように、本辿跡群は

古代1..I!：令制ドの駅（公制をおえる上できわめて重変である。

また本辿跡では、熊本市教有委且会や当センターにおける調杏の落栢により縄文時代の文化／9；1がIL

し ヽ 範 Il11 で確認さ 1 してしヽる 9.， ！!.!，嬰北地区9802調在地、1•Ii. （小畑編2009)や！］．＇：嬰南0302祉l杏地、点（小fill・人・

坪編2(）ll)では縄文II_.. 『代早期の押刑文十．悩や条：／J℃文十．器が当時地山と考えられていた上）I`,1中から,'I＇，+

した。その後の黒嬰地区の各訓l1t地点では、古代の包含l竹中や地山と想定していた上｝i，1から縄文Il非代

後 ・晩期の」灌認が少ないながらも発見されている。このほか、 2006年に熊本巾教脊委且会により実施

された黙嬰Il「J辿跡詳第 4 次調森では 、 阿翡式士器や酎福ゴi：式土悩が— •定；，し得ら i Lており、辿梢の検出

こそなかったものの、小）糾葵なりさ落の端部に位附するものと報併されている （災涙II甜2008) この

ように縄文時代の狩料がJ((:｝JIIする中、2013・ 20l4年度には大きな(J,¥jf{I戊呆が得られたし黒嬰南地区の

鱈 lj、J，lピi-．：・i'{|i棟周辺のライフライン再生 l.：事に伴う発掘調ftが実施さil、白川 (i作の平野部から出水

式 ． illll手洗 A 式 1：悩を図本とする文化l曽と 、 配石築に且l!•作された縄文人ヽけな どが発見された （ 山阻i·甜

2016) J 1t1] 手洗A式 1こ器は西北）砂1•Iから中九州にかけて分布する縄文時代後期 1i1i栄の 1 -＿器だが、出」：

数が少なく令容か不明瞭であった。本調布成果が、後期前築の土器の詳細と集落や文化様態の解明の

-U)jとなると息われる て、 また、縄文人骨が具塚や洞穴戦跡などの人骨が残｛fしやすい立地 ・条件ドで

はなく 、平野部で発見されたことも屯災である。人骨は玲小な調森区から 3体検出されており、）lil|J廿

が塙域であったと考えられる （山野2015)。詳細については次年度以降に報告］r,定である。

近年では本地区における近代の調査9lf例でも重要な成呆を得ることができている 熊本大学の，1．lt妥

北地区は明治23年 (1890)に設立した第／i．恰冷中学校 ・高等学校の敷地をり1き紅肛 でヽおり 、その1tii!！Ij

に対l(liする ．I］．＼ 髪南地区は 1 リ j 治39年 (1906) に設立した熊本，＇，‘：j •^ 、菜lご業学校の敷地を含む。 そのため 、 ）＜

学構内には明治から大釈にかけてのJ．東瓦処造物が複数現存している。このうち黒嬰北地区に所在する

]1:．記j記念節、化学実験場、正l"Jと、人1.!，髪州地1叉に所在する工学i.i:Ii研究質料節はしヽずれも煉比造りで1壬I

の重要文化財に指定されている。また、黒髪南地区の本部棟 (IH熊本，＇，‘：j冬が 1:業学校本館）は人祈期に

建てられた初期の鉄筋コ ンク リー ト建築であり 、登録有形文化財に迂録されている 0 2015年）虻にはこ

の建物／吾JIJFIの発掘調森を実施しており、周辺から煉瓦の枯礎が広い範間で発見された (IIJ 阻J••編2016 ) ・, 

これらば明治41年 (1908)に竣1：した熊本高等て業学校III本館の建物枯礎であることが・'判明 し、）古l|JtI

からはこの建物が大正12年 (1923)に全焼した際の溶けたガラスや木），1・、 4:．活追lしな どが出 I:した。

この他、．＇］，＼髪北地区1528調森地．［団では第／［高等学校の寮である「｝界‘芹寮」の浴寮 ・炊事場の煉瓦晶礎

が確認され、レンガに 「熊本監獄製造印」が押されていることが確認できた （松111・人小［編2017)

これら・［東瓦の梢み）iや刻印、法：1しなどは近代熊本の建築や煉瓦什：．｝祖の実態につI,ヽ て様々な知見を与え

てくれる：＇
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2.調代に至る経紐

以上、熊本大学黒嬰地区について辿跡の概要と近年の調在］成呆について触れたc 黒髪地区を含む黒

嬰町辿跡群は縄文時代から近代の辿物 ・辿構を包含する複合辿跡であり、その内容は多岐にわたって

いる。本報告においては、黒髪南地悩 1地、点の発掘調査記録を収録している。

2.調査に至る経緯

熊本大学の熊本市l}、1の校地は先に示したように 8地区に分散しており、どの校地も狭檻化してきて

いるため、かねてから校地の移転などが議論されてきた。II{｛和60年 (1985)に当時の熊本県知事から

校地移転を検討する旨のl|！し出があり、その件について学内で議論され、本荘地区の医学部 ・附属］酋

院を除き他の地区は現地再開発が決定された。本荘地区も平成5年 (]993)に現地再開発することが

決定され、全学が現地でT1T-llrl発に取り組むこととなった。その後それぞれの地区での再l}｝］発構想が検

洞され、基本的な計iihiが出来卜がった地区から文教施設役を概符．要求し、それらが認められたところ

から再開発事業が始ま った。一方、 ・!l.＼炭地区などにおいては、従来から建設丁・半などにより古代や先

史II寺代の辿物が発見されていたにもかかわらず、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった。

平成5年 (1993)10月から！］拷斐南地区において総合情報統括センタ ーの建設工事が始ま った1界、熊

本市文化振飩課からエ市前にJil！蔵文化財の発掘調査が必要である旨の連絡があり、同課へ出向き確認

したところ、平成5年4J-J l 11から熊本市文化財保護審談会において黙髪地区などが埋蔵文化財の他

蔵地として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計画している建設工事の予定地に係わ

る試掘調査の届を同課に提出して、調究を依頼した＂試枷園1，11杏の結果では、ほとんどの建設工事に先

立ち発掘調査が必要であるということになった。

今後の発掘調査について同諜に相談したところ、以下のような1111答があった。

①国の機関（大学等）は名古呼：研究寮などがあって専門のスタッフを擁していることでもあり、熊

本大学においてもそのような機松1を設け、そこが実施機関として発掘調杏を担当願いたい＾

②熊本市が平成6年｝虻発掘調杏の依頼を受けたとしても、 それを実施する場合、既に他の発掘瀾1f

予定が半年分はあるので、忽いでも 9月または10月頃から調森を始めることとなる。

以 Kのことから、熊本大学の再Ili1発事業には事前の試掘および発掘調究を行うことが必須条件であ

り、そのためには大学独自の調査糾織を早忍に設けることが必要とな った。 まずは発掘調査組織の中

心となってもらうべく 、文学部考古学研究至に協力を依頓し、このことについて承諾を得た後、、急 ぎ

委貝会などの組織作りを行い、 'it任体制を確立するための作業が始め られた（． 本学の状況および他）＜

学に既に設協されている1iil種組織の内容を勘案しながら検討した結果、熊本大学埋蔵文化財調査委只

会（以下 「調査委員会」と略する）を設けることとなった。また、このi11Tilオt委員会の Fに熊本大学狸

蔵文化財調壺室 （以下 「泄崎喉」と略する）を附き 、発掘調杏の‘長務を担当することとした。

平成6年 (1994) LI月7Hをも って熊本大学埋蔵文化財委員会）JUIllが定められ、調査委員会が設附

され、委員会内に調介至がi代かれ、平成6年5JJ 16日、 委員会委員の委騒、調査室長および瀾奔貝 ．

叩祖ili佐員が就任し、正式に泄l1t産業務が始動した。調究宙発足後は、文学部考古学研究至の甲元館．

之教授をはじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成6年度建設f定地の澗究を中心に発掘調杏

が実施された。

平成23年 (201])10月1r1には、熊本大学埋蔵文化財調査室から、熊本大学埋蔵文化財湖杏セン

ターとして発足した。これを契機とし、JJII蔵文化財の発掘満杏を i：・イ本的業務としながらも、 I述報展

示』や 「地下の文化財散歩」の間1ti［なと、これまでの拙lオt]如呆を）IJいた活川:Ji業にも尽力しているu
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I l,'111)、!il'.l『かと,J,¥j企(})IItt災

経緯の詳細については 「熊本人学肌蔵文化財乱1,ij査センター年報！綺を参照されたい（以 ,-．、松山 ・人

坪編2017を引用 ・一部改変） っ

3. これまでの調査と本書収録の辿跡

平成 7iド(1994)以後、平成28年 (2016)3 /Jよ「1まで、再1}}j発，汁画に則り行わオした 'J1業の事袖調

杏として、 1<.2のような訓，l孔ミが実施されてきた。4叫｝はこの中から平成25年 (2013)度に実施 した黒

嬰南地区における （黒嬰南）国際り＇，：祈技術研究拠、 1・［i．施設祈‘料；その他7: 1iに伴う発掘，淵究 (1309調1t地

．I!．I:）について報告する c 試掘 ・立会と小規校な調行などについては年報において既柑告であるので、

本占からは除外した。ただし平成26年 (2014)度に実施した1418調ィt地．，！f.は］309調1t地、点に隣接した

調査地点であり 、一部辿構の検出を実施しているため、 一括して報作する rl
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3. これまでの，Ji，!在と 4＜ 沿 収 録 の 逍 跡

表2 既往調査地点と本害収録調査地点一院表
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叩：l1:l (J:,18 ：ヽ．1il!1地 (91』地lく） ,11:り拘； 1:設l1't /f.i,,渇h: 55n1 ;111~ •,n1りな l. ": fIl 1 2 

ui,3•21 (1,1 i(I (I'9、1臼｝りti: ft'FIkII..l・ ンクー'"クtWAdffiffJ.’Jし 、［会，1；•tr l.9とIll ,；i情．，n:りなし り：恨12

I K; : t ・ : K I (I:;杖I ざ4、補作LIi ”．会コ1i 0.91m 心！fj.Jり物なI. 年恨I~

2006年度

(fr 1・11 l~i(ll tkff'i:t,;Hii h:9199’や！t・r←←スコートtt,t; ;/.会．日1，t 5.9lnf ji(1,1．，1(物I↓・I, fi tIll;1 

(~; -I 11 （拓II公 (:・＇.Vし:.lt)tE」也1‘li i会91fc Hn1 逍1/1/．，n物I,．l りit!t 1 3 

{ H; 91 1 1 (Xi();l W.\~.Iじ）竹 I Inf1改9ら1’’JI 梵糾ぶft 32.111(,1; (t 沿IRJt11月，1：,1・ ，，； t1! ；t IX 
1n.i;t:1．1iI,'，I.I t} 

IK;・,¥・ 11- IKi) 1 I!.＂L'.lt)'?t’IHI.1改95l.＇1r (h（外排水） 発侶、iHr 23 12n1,1, it (1 1,,｝JII ？・1府1kirjIIk，ピ 1l• 4;tli:'rIX 
1・ ll IJmi:; 、 Iii!,\,•t:； 

IM;，1 1 2 I鼎Hi 1 ．りン ，r.in,;,:•J：し史）1 9 ll1/，Iur｛而tL'lf ；1；公、関止 Iり9(）SI l f 沿 ,~. . ii'¥物な 1 (r 11し1: ! 

INH•l:I I)(;<),-， y(iL K学‘れ1LHKIR.t「.JI ｛r．会』~'ltr 1 5 I l f ,n tH, 9B物な I. り・i1し1:1

IM,..J· l~.19 （敗17 ",・’尼I!rll,・料i;（也1,l令改9紐凶灼Iq亦')Iスーり ｛［会r卜1fr 5.2 9 9 9 ji¥191 ,n1りなし ｛，：根1:1

!Xi・ l·~l llii>~ I’’"し:.It)IlilI(nlkihneifMI9t l?JI :I.会，:1,・, I :!111 Ji1!＇ ;l'I物なし りttll:1

liH・l・I (Xii~I J'l'・/P.I遁fはJ↓；ブ［ス，児9L卜11IE ,t会ふfr 1 7II I lit1月 ；r1物なし ". t!i l :｝ 

I Xj • 5 • 2 (Hi l (I 9,（（f‘f郎HIt4小•'、•:I~迫 1 し新政 '・（会』｛，． li'J8ni ,n l,i．，ri物なし <1,ll!J:l 

116・；；II !Xii I I l!．,"れIi) I序茄他！29ヤ改t糾如，”f:n•f'li.l: •I ;1．会，コ、“r 32nf ,n I,．，n1りなし l:'IUJ:l 

IM;・；；22ぷI 1め11: {,’II忙Itil l‘(S1，tf也校合改1民比，92竺情'!r'Itt̀2 ;［会＂刈 (r 1お11( 濱情 ◆，n物なし 年i!！l3

(Hi 5ごと Iii!~ t (/1\~IIJ) I'/:P,:；他It合改tE格設炉{“‘!，． l；叉 •2 た！U．間Ii I.I 11! 、1, Iし 11;·:• ti,n:; りlil13

rK;.5・エトー21 （沿122 1.9.＇＼て1II1 1 ・‘f茄1也佼令改9料l:'.m!.'｛が"•1バ： 6 た！日渇；c 21m,,, ft f l 穴• I I:9ゃ； • !M1.:r~ ,Inu:i 

1あ ・ 1; • 12 IMi l I (.,!.＼へ ！q)Ii.安j•センクー化水配if;，肘E '̀L全ョ；， (t5711/ ,nt〗 • ,a1けなし り・恨I:i

ll!i・fi・ l9 "i13 [！1!＜t；，ぶ；919,J；ぶ9((！uf,r・i洲i'4iitはT’It :(会，渇―ir 711111 ;n IH.．n iり・なし り・tltl.i 

"; 6•2'2.2h (Hi15 iiI`州代中央ut9«fii'i1•:•憤l•Uがら 1而I.I L1t 屯全，貫＊~ 応:fro,1, fl !， r.b裕•項也i:, りHi13
7 • 3 

IMi・li・町，77 釦 12:99 1!．I，"拉JI J:•"Frl；他t:：ば'('配h；れをta・,}＇1［さ・I Uゞ:、コ；c 21.9bI11,9, （し 1「m ・tn氾む 年1l!1 3 

12 



l 惜内辿跡と調1泣）概災

1)fi•8• 7 I爪16 教が‘;：：函山）i糾9't:Itt;；水f詠I！修I？!r ，＇［会，JJI1，r l 7 II t illl占・消物なし 年tl!l:i
1沿 •8·11 0(il7 (}，：だ）プールfij属ぷ冷閑Jfi.虻應改trげスペスト処理｝ I V．会戯ff (l、59IIf i8構．；出物なし 年料！：I 

'Ii 

{ Hi・8・11 (Xi18 I応学部iilはi/，り院！庄fl(Jgt1沿怪J吼 ；［会，’＇,j花 8.75 n i 迅Iit,，a物なし 年i1i l.1 
116・8・21 l~il\) 教fi学部悶属た没学校屈外人 I：ぇ•4)け朽その他じ）i ，t．会，閃介 ぶれ）51IIi 91'lf柑．；代物なし 年9ri1 3 
（沿 •8 · 四・25 0(illtl) （，9，I閥糾i)1―:'沼 l~lif也佼令改店柑，＆ヤ怜’'.,r ＇j匁 3 v．会，刈1̂t 2(I. 7 I I i 年代13
1~; 8 :ll-¥1・1 (Millい11 I ！叩3訓1).I•'各郎他校令改修施設柁fl!睾It 克 ； 、9．会、•Uff 64 1 IIi ，り代 1P,. ・ I：仙器 り・.rn,:i
06 9・7 IHi2(） 教粁学tI;Ifi属小学校・/ール系統袷水泊水1,1/0多1?I: む会」11r どふ11’ 年汎1:1
U(i・9 11 0(il l95 1！し＼髪I}l) I?}部 1也校令改i糾始，よ整備竹'Jr免，111 9．会』↓1i Iり!i4rr1 逍構逍物な し 年11i1 3 
06 9 12 (~il l ,;, (,'炉判j ) ［学部他佼令改,~知好紐：1W Ii¥＇： •I(9 け会，；11t 1ヽIOui jUIri 迅物なし /i'-tnl3 
(!(j !) 111；； （l/i!J;・ (！し＼梵It/）1：学部（也佼含改9糾如吋各（心`9，')f亮・l(I 、．1．会，悶介 32.%nl 逍t;I/ in物なし 年1111:1
1沿！）烈），21 1161 I¥X (！］，は渾） 1．学郎1也Iな令改1税施，，ttt1召冷’I戊．10 ，．1．会，JHf o5.lm 年tlU.し
1)(j•I() 2 ll61 I o: (.＇,11明IIIL'＃沌1也1i令改t杉栴誼整Im窯JI文 2 ，•(会、91!，I 介 l (i.5 I t i iut而 沿物なし IHIU:l 
()lj llI•2 郎21 暉•,'1 プー 1レ t1jlii ・釘がJI)坑紀1,IJ改修(,・んペスト処理｝ L 、‘I．会、刈介

.jfその2
1'I nf 逍構迅物なし 年1lt1 3 

必10• 21(; （め22 II9沿i1 閑JIi枯沿 (I’り 仙｝H•9|f埒．が1 ―r.•J( 1隷III・りlf 8.I I7 7. 3 ni, 1 [ i ¥; 」:to:；；； ・ {fi:ut9, ilJl文1松 木恨四＼口
2 7,3(） (:i(J．仮J911
11 13 

船・I0・11)、12 IXi23 !！，|r~l,11地外i［取，且その他 l:'1t i会，μげ[ 267!）ni は1竹．Jfi物なし 年tlil,i
(Ki 111・ 1:l （K沿I KIl印．り院ぷ9堺理飩7＇キュ ーL、レ クードレン1Whiれ1切即 立釦Ji/r 2 1 iin1 追}村 'J'J物なし ;，： tii l 3 
(H; 1 (） 1 (； !Xi25 1如 ii)I訊tt.J同jg柁｛，；1（外ijI l.'It ,L会，a’'lft 公IIi•I I I ( ji'l1//i 逍物なし り：iii 1 3 
06・ 111・ 19 約26 (19：甜）拾，;9,!整倫 Iポ（う一設ifif也更新） 1？lf 立会謀1'r IIWi.7,rt 逍1情逍物な L り消i13
(H; 119 25 IIf,27 (ki「地区） 1．I•I水政佑 1.19 .`r.会，：Hr 1 1. 24 n i 逍Ill・我物なL ,tS itl 3 
1~; 11 2 必2ll 1r.仔；祁附属4,.1Fぶ籾l!I東北代1外ir撤）は上•II ’ヽf．ょ̂<1L， ... "1そC 2ふrl 年祁I¥
fMi I I・ 17.27 ll6さ （木'/E）医学部保紅ゼ；：：科佼令改！釦t2(，占情 E’Ji

12 ~ 
'［会湛梵 2:39.、lni 古代 上it席 年t1tl} 

（沿IIどO 伍'l1J 叩店111地区u;i:l111通IIII’'IIA9;LI’’i伐 ,'（会J:Itr 15m' 北情 ．jij物なし 年恨13
M・II:m (16:H i度1)\i1,11i也9/j•I<JIIA;1畝夫 l?I{ t[.:？汎ft 56.93 I I1 遺柄 ．j1J物なし 年報13
lfrl2・ I ()(i.12 下務苅JU'!樹4Sh,1｛いえ 、＇（会，刈＼令f 336trl 逍情 ・遺物なL 年恨13 
06 12 lo.18ヽ 06124' (！！，＼吃,m r.学部他校令改修サ恥吋舒郊；＇1i?;（i 兌拙，i1,＇t IG2.7nf,1; ft I的器 1ii:g．器 ・1J渇沿 年恨1:1

25.27.28 
07・1 ・・1-9 

(~i· 12・ 10 (,W:J -je,/j：北地！研jiIi駐,,邁け屯国Jえr.,rn,1.,11 、'L会沿，' 公1-1:J79ni 逍情． J1物なし 年恨1:1
t沿・12 • 25 (Ni34 (4囁 II火学部1祖む；：：tI校令改修Itl•tnifn r.'1t ，．i．会•＇,Jft 11:1:≪i111' .ii'JI竹．，d物なL 年恨13
(17-,1 2 

07 I IO I 11り 9)6:i:. mしむ必、，!;・'怜佼・IIスihiil繁．［い7令 、99会、;3」,t 1:1.<1511J ,r11r, • i'!物なし 年11i1 3 
07 1・18.'l:223 1Jll3G Pl！学閲1サ餡｝／砕路）fし成1:1I 兌ni，悶査 3II,35n1 ,1；代 屈Ii，岱・社1.，g．牒改 年骰1:i
i¥7・1訊I 11637 I ~こ41:） l応；嗜Iifは紐・・ti't佼令改t冬 l:•I[ 、1会Jiff :,112111 ;l'I構 jl'l物な し ,,,m13 
Oi・2・ l ()(i：い （＇J冷'(E) ゴミ ii,'さ島JRi:r1l 、［会nl）If[ 35nf 追情直物なし 年tlt1 3 
07 2 20 (Hj;19 1 本荘）伍学祁f,t湿•学科校令 CT Ill接J也「li q．会必ft ↓ I.35 i ll ;nt,~ ;n物なし f計1i1 3 
1)7 • 2 26 O<i40 .’!，1嬰け1地ltl111'月1 命·;:t•Jr スぶれ，＇，＂i '［会況介 1 32ni 辺1:11・逍物なし イIti l.i 
り7・3I ⑯ ti 1 本托"')阪学部l"I怜iilt取り J｛↓しエ•Jt 立会，閂 1•t 詔．、12 11 i 遺1惰．in物なし 年itl13
07 • 3 • 6 "；42 宇t?tfヽり地災，1f復IIIL'J> ，’/． 会，,;~fi 1 :~I S2m 迅梢逍物なし 年'iIll :i 
07 :l・8 (X;,13 (/.I，れ紐JIJI！学部払立取，1J力LI:'）i 、,L会，J',11t 101.711(,,, (t 1．師器 ＂汗i!13
1 17 3 • 8 ()(j14 IIti地区）日ji!］IIHI孜改修 1.1, 、＇（．会』l,Jft; :,:,,28111 iiti~i . j1'1物なL 年根I,1 
07·~ 12 1)615 4·;i!:IiiJ也 [i. .r二入コー 1• J'R必給水約届水 ['I' ,’C会，、＂，1丘 7船nf iHI対． iti物なし 年報13
u 7 • 3 2(） (~ilfi (MりIl\lJf1t,~伯 (4女．‘よ ！渇 1•t,:11fi [1f fゞ．氣斗森 ,,.77m 沿1杓・ •，1’t1りな し 年骰13 
117 ・1 2l l~il7 激）附屈幼椛I{，9FJl限改修―r.1i ,'f.会"3社 2:>.711( 我II¥ Ji物な I. りiiし13
07 • 3ふ (l(j,18 (fl、制） tri培整9灯 (Iii約記念館外部改修） I： JI 立会湖介 1 1:,,~ 迅1ri 丑物なし 年恨13
2007年度

（教） ［（i属うも亙学IZ東l"Fが改終[}"07・4 10 071ll 、'［、今'fi介 2 I n 沿！W．；且物な し 年紐1,1
()i ・,I ・ 12 け逍：） I知芦祁I1}}｝，昇投棟祈',ttl.)" 成枇，占I立： , t, 1し j丙 • It穴十硲 年恨II
り7・,1 IJ 07(）2 教）↑学部附屈幼/fr.I紺lf,・I介小K',Jr{#1.1i ＇［会，月在 1821 ni 咄1伶 ，I!物なし 年報1・l
07 ・ I IG.20 1)7(13 Iヽ (,'附を1fi)r舟：t|凜校合改條胞，，れを9がが1t1豆； ＇ヽ［会，．問企 6l ni ふ1li•i ・迅物なし ，T・悧11
07 ・ 5 7.8 (）7(｝I 叫梵lfi)祈党じlIに伴うじj木移！｛iT.‘II ＇，1．会，沿介 1<1lin1 古代 L師席 ・甘1出器 年tli1 4 
07 ・ (i ・ 7 IX1,'y） i[1,；；「Ii新党 r.｝＂ ょ；り1ぷIi‘r 年t1i14 
07 ・Ci・ 13 1)705 (t公秋） 4(4；；1-Hfr'祢1:li,.うよ殷配絞仕lい）1（iEな叫訪1) ，'J．会，月tf 7m 遺構 ．J11がなし り消ill
07 ・Ii・ 10ll27 (）7(）39’ 咽梵IUT．学副l叶と令改i多紺，i氾囁’が1i名 1:i ,̀l会JIfr 4 (W'2 I I ( 逍1.,1．迅物なL 年穀11
07 6 ・ ~() (17伍本；11り1i地1£保健·'HI珈IJl"f l~ f岱 ［`会潤t 1 7A nl 遺構 ・瑣物なし 年恨l•I
117 ・ (i ・ 20 ’¥＼梵北地／｛松合研究棟祈‘}.t_LIji よ批，：!在 u,穴． J:岱 年報1-1
07 6. 25 (）7113 31 (：・,！咬ltl) 1ア料叩也枚令改t料如は．r.ffii守 'Jr 名 •1:1 ¥:（会；iff :11,¥nl ,l'II肖． ili物な L 年代14 
07 6 ・ 26．公） 11707 I.He) I>-·‘やnI:I9I、Ih溝．K:I点釘i•i序 l. ，lt 、'f会，1ぶ{t 1,,9011/ Vi:',','物樅｝； ・一次）¥IT/ill り＇・骰 I•I 

7 10,18.IU 

07, 6 2S 071冶 I!Kいせ．Iじ1人1欠七ンクー1ii叩1.ii4(1i;’)tり修J’l ｛f．会，）!］忙 1.5 nf 迅怖 ，月物なし 年椒l4 
07・h・29 0709 I;,こii..It1 fピ閉tiliり屈； 1‘̀J|{,tt l :’Ii “会．．ヤll，t A13,3 I li ,ill/, 逍物なし り；iti l.I 
07 • 7 :l 1)7i)3~ 9, （＇犯せlffl 1:'/:;：ii/I!!佼h改條l払対ク！符寮lt','.-6.1•I y`,会濶？t 3(im ;g11，i ;l'11勿なし 年柑J,J
07. 7 4 0711) (）;,•町）教ff·,f:t1;1;ii ↓<Il• 91 9•'刈え仮，没tu:,?lfl,2 1:•J( （＇変如 ”．会，，;，11’i II I 1 9{ 泊梢 ．迅物なし りith1 4 
()7 7. 9. I (I (）7035 （黒佼Iti)l？学部1也校令改作嵐9支整iii冷＇，＂ざ ―(i 、．1．会，AIff G87.9 、111 ii'!梢 ．iり物なし 年沿IヽI
()7 ・ 7 ・ 17 11711 ll',；1,；,）IM1' J;J/11,t'；けilIn巾＇た，＄；l!IQlf(りJ火しにf1'・i遥クし 、［会必lti 83 1 111 j1JI礼，逍物なし り'm1,1

設{~) r.•1, 
1)7 7 17 (17叩 r, I (:/'戻,lil r:.'＇邸I;｛也1文令改修紺；れ糧加li叉．13 ¥［会iわft 1,576.6 nf jnIIK．迅物なし 年紺l・l
07 ・ 7 Iり (1703t'-2し＇！＼尼 Iiil |―・’躍；I叫佼令改修紐設整情翌1i・'i':•13 立会，図ft 浪11.113m 遺9惰ぶtiりなし 年柑J,J

13 



3 これまでの，•Jil布と 4i ,I;'収録の迎跡

07 . 7 . 3(） ～ !） ．3 (）707 (4こり[) 1'9、,．r•t.9!l 9l }i,&；笈hlii)祁：tl,．ji 

(）7. 8. 7 (I71 2 (IX1,.s） 1liJ村付！nit:t|．’It 

07・S・ IO 071:1 ，沈＇学部屎外給＊＇；雑 M<ftl'tl?JI 

(17. 8. 22 U71 1 (！！＼'i,＇Wi) P!’t.；訃11 2 ;；.iltiu,J:lkl「{uピL'li

(17. 8. 23 (1715 ¥!！.I屈9ti)t・'沿！凜！父含改t;t世設tHf.1,,;・11沿・19

07 ・ S ・ 27 - 0712 (1'1;;，り），li1勺|tiIi•I:i.j. JL 
IO. 25 

(17. !1. ；i IVl(i {~＂'： lii 地l9．し［ •Iし）如I I 人 I 1!.s（り ；［会，．qIr さ）•I.Rn/ il'll杓．，り物な L frtlllヽI

07 ・ !i ・ 11 0717 !I砂 ii必Vf.J只J凡笠llu ( Ill中 央，，暉l~l「( I) 坑 L に1`t -i,`トし 、［会，,lj,'r. Iり．hd ;t19h.，Y11がなし mIII91 
ICl・ :l ，よIB) 1;・.Il 

07 ・ !l ・ 25-27 0703 7 (!.I⑭さIti) lぶ玲I;｛也校令改穿柚設裕I閉f•II 芯 fi. lli 発批，じIl't 2753II1・ 古 代 111,,;1ー・ピ9トーl・帥料 ・i(（：g.ti ii til i 

10 ・ 2 

07 ・ 9 ・ 27 り71 8 1 /si 1. 1,i-．学部ぷ介lfJ；四改怜 !.'JI
Ill・ 1.2 

!17 • Ill・ 1.15 Oil!) (J;［町）yifi学部『J!Ji,Jヽll’’f:!．と佼合`令改修 IJI 
l (i.22.25 

08 ・I・ :l(J.31 
~ • I~ 

1)7. 1 1)．I !） 

07. l (）． 26 ~ 
II・ 28 

07 ・ I~ · 3ヽ
1 2.. l.6.7 

1)8．I・ 18 

ll7 ・ 12 ・ 5 rl722 1.1.I.¥"1(1 ·1巧勺滋8-\-；•館 1人1 t.1此心とその他 [')I

117 ・ ll ・ 5.11 lli2:l (.~.1.-~) I ．．,;.ポ•8り前11-l t.t改作軍',t,.:l:ih1 1: lI 

ll7・12・7.I0.12 1)72~ (,j.:、1が1I)1.g学部1邸詞1究1東 （じ柚取りJ}/し） 11II 

1)7. 12. 7 1)725 1 l:（町 1 教ff’i哨"':•Jid 小 • II浮枚佼含！r改條w．気設fiill)I

07 ·I~ · I0.17.18 0703 8 -I C!'.~lti ) Iダ：即叫え合改1糾如心杭fが翌1t．℃ •I;.18 
08 ・I・ Iii.Ii 
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lì1 1 1'’!＇，：北 R nが記 ：ィn.td.‘r t・;,.-i:,1改:t;E'4＼よ情， ’JI :,_．会甕ic
と』I!1

I.SI.-， 9,9.l．9ぺIl11 1,Itl&iぷli'J!.'JI 

し 111 'tt1(Ell}•II“；.り HI ：引 lじ l''I改:: 1:'11 

切 ．2．I:t （し`171 'l\~.lt l ltft't［以ィ訳れを ＇嘘史1

2, " ｀ 2 

In. 2. 23 -21 1ド1トI ,＇!'.9'北It1!,'(,'；；；符）1改It1·t•1!.. が＇Jぃそd)2 
2. 27 
:l • I-
3. 5 
:J・ 1:i 

tH ・ 2. 19i 

l~l • 1 • !ti 

lk*1り 'I’RIJIh！： 北凡I9)外t[J(1、心そり）他T'JI

(l~:i(I I沿ln, t・ Iihl*1 ＆改！そ伐Iヽ!.,；:：;9,l" `LIJII I 

(K¥.3 1 / 1'、、Iii)4；路必改ll1.'I• 

(）＆c，2 (＇1,"V It1 1 111人(.I!9 -I'，Ii、1.1.11 

(Kヽ5:I (！．II'I,9,t1) ｛，＂'、;．; ：)'l；や,.,.,11i1r・:.,-'，(c'.<l,:tf,,1.'11

i)HI7 ;l '！'{．It) 9kfi'•I'茄 4;fiI改作 （安 l)！そU) :! I 

Otiol 1:!'ぺIt,.ltJ也I{,1.f -I '；ば改伐 I'II

＂応I I ,'）．\~.lt1.ltJれ1<.Ii (I -.,.（改．f-tI'JI 

(I凡:,a I.'，1＼べlfIIlllIMIt，1とJ’I'L・ンク 改iく心なし．ぶii1'91 

（）郎,; (.,，＼＼ "11tr1 ~a)・！く り ')3’,p;＜ II fri t l,'11 

（応7 (！！，！呪1tfl1111,'dl拠 l')iヒンタ 1，n jif{，代 I'II

(）＆対 （！，（＇1!,'.11:1 1,（ff’t'，濶暉‘1改修，l直 1"'1k1.・11 

I ~芍！） '・'!，!°ti/I) JI、1111'’'丸：3 A恥，,改9る1代：如＇と佃 1,＇99

,’索•-: tC 3 1in1,ilti.．fげ9か： I. 'tfl!I.,

ヤ会，え丘 11.I n1 ;しtt,¥•ふ1りな l． り．11!1:,

:,．会，9日，, ．2 12n1 ,E情 ．，11りなし 'l iIt19 

・`,全，て；t 血In’ ぷ；、 1 ，占だ込 ；llt!t:, 

兌社；p1,9r 2l 2n1 ！が1！.，ihI 祢’t·UHl,~ ・,illl;』 :-tit,•13 
如I• Iむ・ (it‘:.,iIIthlヽa沢

＇［会 ；；q ,•<' l111 •!II日 ・ ，q竹f•• l ;1 9!t 1 .• I 

四士司fc l 77IIt .r, 1r， ．し1l行なし ：1t111:, 
,t会コ；r 1)！liim ?n!,．；n；りなL :l. til9 

＇［会 ,'Air ~ Im 』侑・如りなし fl:t1113 

'［会A:r RI2III i'il" • 、n物な 9 :l tu:I 

，’(会出・i 7 Im :n1R. ：n内f..L り依lo

,•I.：ゴ9K ;；llnl 1'!1~ ・ :I'!:りな/_ 11.:itl~, 

-iKI叫011 @195,rl 心z・,1,li¥ Ill文1：岱 ・{,t; ． ,9,•Jnり fl 1- I 1、I!！r, Xil 
匂甘閲」．r ．,I,. it rt船・{I t;; •人j"J·

、・［会，？Hr ・18m aI,．t1りな し

．． 9 令，：~ ir fl.8111 、)'ll~ ・,111勺‘、:I_ 

;1会逍 ；r l29)5m ,n情 • il物なし

；，会戊Ifi 4•1 53m 

;r.9％りt （J25n1,0W.  il'l1り;:L 

V.9むおi lll.7nl 

姐訊げt 23m 渭IP,・,/1物なし

次 掘削 2Ilm 近 （し ，月
梵掘Jlfr ,1i （し l·r.u~:; ・ !ii.'!!.:1:； •Ii :::; 
,•1． 会ふt

兌批，．出在 I I :1.:1111 』酎Iり・iti物なし

、99会999,ifc l.I} I I I I・ 

、［会Jた 1.ilm

，’(会，．，1た 1 •1,1 '.lm

一次n柏lj at灼,Ti
梵掘，；ら'fト

，‘(会，•＾fr 

,•I 会Afr 

り[;,11

1 (i I I¥ 

Im 

．‘(会，:!lit 130.~m 

''・会，”,'f 1;,, 1,m 

'I'̂‘,．. ＇ぷ'"'」r :l11i 
兌批,ijj●t l:I:i2m 
1,91 5滋 l.fI 

四?pr1it 8IIf 

＇，1.会J'lfr lm 

“会ふt (15m 

,•L会、！lff 2 i t(im 

,•i 会，』仔 1ini

兌柑！，認fr l(Xim ,(i 代

、t会，1：11f 21)茄 111

,'f．9tぷ1;，- 1 i) ！}） 9 1 1 

,•1. 会，ムり1c :!3. 1 1 ヽIm 
I I,•I I. 1 2m) 

,t会逍tr 117111 

,‘1年月た 3.6l" 
1(132nil 

」1: t!i 1 3 

;1 • t11 15 

り．tii1 5 

りHII 5 

fl i1i 1 5 

り柑15

f1 • I !i 1., 

4ヽ恨：’，＼]

r3
 

ll 
f
 

jUIh. il'l1りなし り・t1it5 

,1i l~ ・ ;iiJりなし (I. i11 15 

!•I.! iし’(i ,1i K I 5 

ヒ， I・ ・II /,,;Ji!・ U.11iiJ, Jrt!↓ヽ i、tt1{’, Ml 
料 ・弥'I・l→器 • :，u t 1船 ・i,:1::・ 
欽岱

,RI,，．；1(物なし

,nIh.、物なし

,ill', · ふl~ な,_

91llh.．i'l内t1、

11‘，'・．¥'11りなし

n IN . il窃 ’・・ 1 

-t 1H. it11りt

IlIK.．n内t1_ 

,i11,'．．il;7 1• L 

渭1,．；n1りなし

9,!hり・消杓t• I 

りiIll5

:1• M l 5 

:1村il5

り"11:,

り1111,,

:1 rn1., 

り・iIl15 

り1!i l. -, 

:I I II l.-, 

:I. 91し1;;

:1 :Il l9-, 

•R In.,n物・;• L 91 9!！15 

副月 ・.i'l物なし り飢13

il'I!H. lt1りなし り.;111:,

”'1りり • ;rt t9”: I fI t19 1, 9 

ja !'， ．ln；りなし fl tIt 1 5 

;;11~ ' l/jがりな 1. fI I ii l.1 

,iii/り・逍物なし り1111:,

I. tゥ：t；．ail.,L(；t; :I • H I I . .， 
と,I・・¥{'iく(IJ,,;J1i・'u.ll、:ji1h. 4; tf｝り，\~
1.IV, ¥・， . I nt ;1, ・ Hi！い、t:； ・{I tlt)j 

" 99’ 
iuli/I．，り1りなl り'i|il5 

;ii1!i. itjれりなし ：I till:> 

;i'ihり・if1"1'>)なl i IIl Ir, 

,h1伶．，fl物んI. り41il5

•It 1h ． 渭物なし ：I’t1し15

15 



3. これまでの乱叱在と本1年収録0)辿跡

m-:J 6.1:l 1)861） 1:1,u1.>1IJI Lのづくり'['t1{ill新'i:t1茂1/；，北伯l.’II if．公濶1.i: 1 15 5 1 91i ;0 1付．；り物た 1 fI • Nl 1 5 
1 17941lil 

(~) :l 9-11.17 0$1il りい！'l.'ltliein’蹄似消1改95II濯11,:,代I'JI `•1. i) 、•qfr ;t•Ki IIi JtilM ,ulりなし り't1し'"

(~) 3 9 I油i2 (！！、＇, ~11/) Jt/11棟！即しな；i糾'gi改炉1(itaf日1・’Jt ;1. ；？ J1 * 21 n! ,RI8 ,n物な I. fI t1しIii

(19 ・ :1 ・ 10-11 I郎：l I'りll¥t1IJ)~' / うーサ9他改tH悦似はi¢II.＇II 、1年月ヤ 悦ば111 mlM ・迅物な L i1 91ll5 
(I，泌III}

(~• ・ :; ・ lfi.2.1 (¥61 け［閉It)I~)釘依伯 011 木ゞ I I'JI 、.fit,.nャ 119、!H1m 9 1 1し9;hl. 1: / 1• . l．帥船 り．t1l 1 3 

([J J 17 (H65 け'·'"-!1111,ti地［｛ポイ "i-¼!I/，J辺外!~ L'Iヽ 、.1．会，；，1ャ 汲13.7HIli ir11μ,．，り物なし ，1烈l!i
/ 1 1 2 Il{） 

09 ・ 3 公 1沿祁 (！！．Ir.It)＇f:II会館It‘11iIIMSi1.’li ;1. f:、.9月；r 18111 jfi構 ．，ti物な I, Wtlll!i 

ll'.I ・ :l 27 0867 ( !•11唸北）．It地K．ボイ "1-'i://J辺外！h l̀・'lI 、［会,.Hr :li.:Jlm J8構 ill物な L り．；Ilia
{lu.111/l 

11J :i ・ :JI (）8(沿 II‘人4ii)カーゾミ／ー取は 1.‘lt “たAir 2nf 消11'1・;1'11りな I. '1';111r, 

2009年度

I!!，1. 1 5. 1 7 ()9111 i'l".'.1IJ1 1用l"I改修植1し移liII‘II ，•,·会，閲 1·r IR1t! )nth. ；l'l物な l り・t:il Iヽ

()!) . I • ~\I．．必． 1印2 9!！"糾/I西/"/改修['li ＇』！会.. llllc •122nf 内In'．jりithiiに11,'しり＼褐色の119,9; ：rtli1(i 

21.m，'lO Jllらし＼；i'I構検IIi

5 1.2527.28 それ以外illIh 消物なし

l~I ・ 1 ・ ~:,{ ll!)ltl 94;．化19 ｝ 中地l41ril勺カ ープ ミ •1 一 lf(.J I'II ,・,会'°"'' 1 1 9 r1 1 ,n!,．n物なし り・nII6

1)9 5 8 （)9(>1 ri:',~I(.）学生寄1tif;｀"‘場祈·itj_’II ，’／会A杏 16lli .nt,．戊物なし ;1i t!i 1 9 > 

O'J ・ 5 ・ 8 11.)()5 ¥!!＼忙III,h＼り団1水if改9;1.＇9i ,•I 会、Bfc ：1 8n1. 遺！i,・ 渭1りなし 11 flll6 

()()．; ・ 2i (xxx; r)<il.1 9玲嗜Eff•も7nン・ナ (T七ンツー計れその他['li ；（会関ir l) ~111 nl,．，I1物な し {； t1!16 

叩• 328 化X17 9代岱） ！訊幹笠it;（呪，古交換立｛る'Inf r.1tそのII'と史‘ ,＇1た，鳥1c 1118m 消I~·'it物なし り！1il l; 

(I!). ti. :i ”I()h し 1',、 9HI,.~v,·竺fa (1LII,交揆立情更新91-’l只その2 立会;::!Iii I fi111 ;r,tA ・逍物な し 年lt!!li

O!l r, 1 化況！ （大江 裕学部樹4、fut.I針hrm “.hと1，r lll lH t11 ,fl!~·,!11りなし fIs i1i l (i 

()9．6 • II (1JI (I J!．＼べ北， ．If・人配if修坪 立会高ic 3 Ilf intn. Jn1りな'- ;l代1li

()9．7 3 (1911 ();jj.) 好祖応介 9.7n./ r (T七ンター11，宕その他・rt(気，た ，’／会高:r n1n, in情．，がりなし り：Iii 1 9i 

一ヽ・ ”-‘ .. ) ，；-上'Jf

tYJ 7 ・ 6 (nl2 熊4、K·‘i1lI'~h1地 1 東地I<} イン・，ラ整｛日 :1.f1,胃，・f l.:!ni OU I》 り物Icl. く「hllfi 

IH. 7. 6 11913 （り1，そ北）」けな勅、JIf出祐(l出、しがり？t占木笥IM;OEJ’Il “;"月1,r () t}I I f nI' 3物なし り．i｛116 

1~1 ・ i R (191:l I!！:?．It）り粉,1};援‘hlil,！外祐水行、“水9籾f, ,Zf,.り1，r 1 1 8lli ill~ ・,1,1がなし i tIl I I i 

09 7 ・ 13 l~)l,1 叫．，.，.:北 し法学祁ギ俯紺戎プレース りぷ；よ 1刈 l3li ,‘9ぷ滉1'c 35m ,Ill~ 遺物なし fI tIt 16 

叩 ・7.お IJ¥Jl!i ¥．i叶1(;} \.n ＇宍Litit祈’it窟‘ぷ；甜il.•JI I 追加そ~)51 ,•1 会，tllc 2rIi ,ltIR.，1!!，，な I. r1 91i 1 6 

()'J．8・7 O!llti げ滋叶"仙1mm没問兌（河究i0設Ritmikl外配和1t14;t籾t t“?Iaた :｛ I I1 ,1,情 ，n1りなし :r tt111i 

(19 ・ S ・ 10 I(J17 （イ；社919)情I'4「U詑,,,恨II(、；tr.’II ,r.．会炉 fr 11,llnf ,l'!lij ,ni勺なし i:it116 

lY.I ・ !) ・ 4 (tl18 !.IW北19tff学部ド餡Lug:t砂本館IllりJ改9ft̀は:ti01. JI （̀会山fr ヨ），37IIf ,rII' ,＂1りなL り"tlh

l~I ・!I・ ; OOIり (．"梵北（文法‘因茄本的 IINI改修外l~l.II ・全火 ，’／会潤t. II; 1 8nf 遺情 ・ill物な L q IillIi 

r,g • 9 • 4 (n3) ，m,.l北）文i)；学部4:hlII JtJI改tE忙9!1外t,1.'1I ，•(た汎fr. 3祁n1 lftlh，代1りなし り恨It; 

l(J ・ ~ ・ 21 

"J. 9. 2¥l れ以I i,9!＼て北13ifft•·~,:;,:飢 tdぷレil:4北ill 期9改t炉屯＇心11~I if.会：刃fr S29inf 且'".,.n：りなし りl!llfi
’I I 

叩・ 1(l 1i (れ}:!'~ ::，I,＼梵IIII r．学征研だJこ駿tむト憤'I,9Ai0接地］．，＂ ,•L会；』，1ic 3.（i I li 遺IM・,a;<,なし II tll) 6 
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II 黒髪南地区の調壺





rl 黒咲南地区の調ft

1.（黒髪南）国際革新技術研究拠点施設新営その他工事に伴う発掘調査

(1309調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査の目的とこれまでの調査成果

本調査は熊本大学（黒嬰南）国際革新技術研究拠，＇伐施設新‘甜その他：［l iに伴う発~I叫調企である 。 調

査地点のある黒嬰地区は、熊本市街地の北東に位附する立1「I山と阿條に水源を持つ白川にはさまれ、

この白川により迎ばれた土砂が彫状地形に堆秘した砂殊Iり1を基盤としており 、河川の両；革に堆梢した

「自然提防」 ,-．に立地する。本調森地点は黒嬰南地区の南西・端で自然堤防が1'1川に最も張り 出 した部

分にあたり 、白川右岸端から北へ約50mの楊所に位似しており、 ／i'；j|川を衝IJ牒災験棟や先進マグネシウ

ム国際研究センター、インキュベーショ ンラボラ トリ ーなど、」．．学部の施設が収 り1111んでいる（図

2)。調ft以前は緑地として整備 されていた。

黒嬰地区は馬髪Ill]姐跡群（熊本市埋蔵文化財他蔵地!i!No.8-88) に含まれ、縄文時代吊！Ul～晩期の

上器・石器,'I¥1-.地、弥／1て時代l|1期の甕棺硲や奈良 ，平安時代の集落址が{({1てしているりまた、本敷地

は明治39年 (1906)に第五高筍浮：校の工学部が独立して新設された熊本，凋等7-．業学校の敷地を含んで

おり、近年では本部｝剖辺の改修工’ji・・に係る発掘調1t:(1429他調杏地点）において、明治期の赤疎瓦基

礎が確認されるなと、 近代の辿跡についても注目を浴びてきている （山里i•編2016),

従前の調．介では、本調杏地点の東側に隣接する9909調杏地点において近ill：磁群や）乳l址のほかに近代

の土坑硲群が検出された （大坪編2010)u 本調査地．，閉周辺が熊本監獄 ・lfll務所の総地にあたることが

判明したが、蒻については近代の辿構であることを埋由に発掘調ftを実施しなかった，続いて本調壺

地、1,1［北側に位ii1i:する0203調究地］，＇f．では、辿構面上部から文化 ・文政など江戸II姓代の年号をもつ蒻石が

数点検出されたため、当初は検出された土坑蒻群を近世俗と想定し、調在を1if，l始した。 しかし、40Jh

ほどの土坑船を掘削した段階で、近世磁にみられるような辿物が作わず、眼鏡やガラス瓶といった近

代と息わしき辿物が砒から発見された。再度、調奇地点の過去の状況を確翌したところ 、本調咋範囲

が1昭和47年に所管換えされた熊本刑務所墓地の敷地と巫似することが判明 した。熊本）fll務所との協議

で辿骨について大学が対処することとなり 、近代船は調壺対象から除外し、辿骨の収集については専

l"l業者に依頼し、大呼：で荼毘にふしたのち熊本市へ引き渡された（）⑰|編 2003)。

1309調査地点の調杏範囲は、緑地として造成されていた。従1iiiの発枷！，ilblftの成呆によって調壺地点

西側には近•|I I：以降の少Ill址が 、 東側には士坑慕が広がることが想定さ 1 していた。 20l3年 4 月 3 1」 、熊本

市教育委虹会文化振典課によって、墓の分布範囲と1ft定払数を求めることを主な II的とした事前の確

認調壺が実施されたc，この瀾杏で、現地表下2.5m、調イt地点束側に 1カ．坑坐1作が広がると想定された

ため、熊本市から工事前の発掘調究の指禅を受けた

b. 調査の経過

調オt進行にあたり、調杏区周辺に廃土i僅楊を確保することができなかったため、調4ミ区東側にあた

る士坑硲群の分布範l)11から先行して調杏を実施したしその後、 I姐Lを移動し 、両illijに分布するJ:IIl址の

調査を実施する述びとなった。

表土掘i'iIl後、東側のほぼ全域に土坑蒻が分布していることが確認でき 、 1ヽ1初の想定以上に追描が多

いことが明らかになった。 8月8日から発掘作業貝を投入し 、人））による」訓削をllfl始した。土坑墓の

上楊から人骨の検出までは、 lmの埋土掘削を必要とする楊合が多く 、11'i:径 1111 f1！の十坑硲が隣接す

23 
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li !!．!，佑ぎIfij也1人(J),Jilft 

ることもあって、作業スペースの狸山から）vi'to)検出と」；坑叫崩土の掘り下げには時間と手間を裳し

たc 人骨の調査を土0）1：ヶ浜辿跡 ・人il]学ミュージアムの松卜孝幸氏と NPOは人 ・人類学研究機構の

松 I‘•真実氏に依頼し、複数同に分けて人骨を収り 1 ．．げた 調森期間は梅雨時期にあたり 、調4tは1砕雨

のため幾度も 中断せざるを得なかったn 調査地、1,'．,：は 21虻にわたり完全に冠水し、その複111にも時間を

災した。また、II中の最高気温が30)虻を超える IIが続いたこともあり 、作業員の安全を配慇し、 1̂．坑

蒻の上場ラインを測•h:.：した後、 訳機で人竹検出 レベルの直 ＿1 ．．ま でtlnli'JIJ すること で作業短縮の対処をお

こなった，， これにより 一部について硲坑 I ．．場と J~I'.I : | ：部の記録が消失 していることを明記 しておく ，9

9 JJ ード旬煩より、調壺区西側のJ:IIli北の調壺にん''i 「•した 。 I ：程」こ、総坑の調在も一部継紬した。'):Ill址

は、 1．．．位の十J料にパックされており 、比較的辿構の検出が容劾であった。't111J・l|：の畝l：について植物辿

（本の調ftを目的とし土壌サンプルを採収した。

湖脊は10月4日で終了したe なお追構湘りは温lft中現場におし‘て掘削）II月の通し番号が付されたが、

杓（i|又l.tで約千の枇乱が見られたためFl整理し、報告湘中で辿し番号を新たに付した ただし、辿物

への注記は現場で付した通し番号であるため、対応関係を表5に記している

20 1 :~年 7)]2511 重機による表土掘削の立．会1}蒻恥

2013年8月8|-1 発掘作業貝による掘削IHJ始Cl I：坑俗の検出作業開始。

20)3年8)119|」 熊本県笞察による人11· に 1別する ．I•L 会。 事件性のないことを確認。

2013年8月27日 雨により調査区が冠水。復Ill作菜。

2013年9月311 雨により調壺区が冠水。似111作業五、

2013年9月4日 上坑募上場を人骨検出1(1i11¥ I・.まで爪：機によ って掘削。

2013年9月5~ 6日 松下氏による人骨取り 1-．げ作業。

2(）13年9)ll7 -18日 松下氏による人骨収り 1-．げ作菜，）

2013年9月26-27「l 松下氏による人'l'J・ll又り l・.t・「作菜。

2013年9月3017 一部上坑墓を残し、，昴jft区 1lLjillIj 表 1．．の掘削と •IIII J北の検出開始。

2013年10)]1 -2日 松下氏による人骨取り 1•クげ作架， 人骨収り 1こげ作業終了。 畑址の掘i'ilJ I}り始

2013年10月4H 調査終了。

C. 調査の組織

調 1t ii ：柴出亮・大坪志子

:-Ji• 務担当 ： 大111,(澤精庭子

発す）｝l!作業日：稲本佳了..判l方窟江 ・1芯l111 イ i欠 ．） 111 -．紀男・柴IIli（i剛 · 栗崎信行•他菩·}，1!!：美 ・重松{|l f. 

白石美糾＇子 •関根益 ·翡瀬 l［ふ-:. 野 111 昇． • 藤本i1U二 • 松永一代 ・ 三島多恵子 ・ 水本美．也．

-J¢ー・村上親敏 ・森）1|設-11「ド巧・米光Til朗

東紅11!•作業Li:）|: |→．裕美 ・江口路 ・鬼塚美枝 ・小IiiI |•：子 ・ 後藤 ．Iど．． 首藤桜チ・末吉美紀 ・ 園 I I.1紳 j’. ． J•I;1

井弘子 ・吉留広

(2) 調査区の基本層序

本調在区は、南北約20m、東西約32mの長）］）Iiを呈し 、1i1i桔は約640面であるし調査地周辺は‘1,1七

ンターによる過去の調査地点である9909調究地点のIl_Lfll[1J、0203調査地点の南側に相当する C 4吋／/,]ft|え

周辺は緑地として利用されており 、過去に人形の構造物が建設されておらず、辿梢の残りは非‘'：位に良

25 



l. （閣嬰IトJ)国際，＇i，:＼‘/i技術研究拠，＇．＇ i，施設対i況＇その他 l.•JHこ伴う発拙，J恥1f. (1309調査地点）
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図3 1309調査地点南壁土府断面図 (1/200) 
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図4 1309調査地点周辺土屈模式図 (1/50) 

好であった。2014年1文には本調究地点の南側において1418調在地点を調査した（山U『編2016)。1309

調杏地点での調査において上）円の理解が不十分であった点についてはこの調査地点の調究成果で補完

これまでの調査および各種文献、さらには大学敷地に隣接する熊本刑務所之廟の石碑を桔在す

ることで、 以 ドのとおり土）f•，i の年代を明 らかにする こ とができた。

した。

I Ir1 ：現代.l:.W.J.:.およびバラス

Illr'i :昭和28年 6月26日の白川大水古のiit禾it砂l科（稀にガラス ・陶磁器片出土）

UI I名 ：近代 （昭和28年以riii)の敷地上Irり（ガラス ・陶磁器片出土）

即 円 ：近代 (k.1じ9年以降）の洪水の堆村澤と後の照地土f,1（稀にガラス ・鉄 ・陶磁器片）

V I昴 ： 近 1 11：後期耕作—I ·. /竹（陶磁辟片 ・ 破片而子）

1309調究地，点のI’.l科断ihiの J阿が l附、2lf,1がIIlf1、3~5附がIll陪、61密がIVI苦、81悟がVI憎に

それぞれ対応する。また、近代の土坑硲群はVI蜀上I(riから掘 りこまれてお り、その埋土が7/｛月に対応

する。土）fりは大きく 5つの）や1に分けられ、 江）ii時代の9l:IIIil|：が確認できる最下陪のV陪上面は地表而か
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図5 1309調査地点追構配芭図 (1/200)
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図6 1309調査地点調査区西側追構配四図 (1/150)

ら約2.5mo)深 さであ る 。 また 、 本調壺地、1•Ii．では認識できなかっ たが、本調吼tr凶北に 位．附する0203調

壺地、1・＇．iや東側の9909訓杏地、1!．［では畑址のih:I→．に洪水砂l'，、,1がJii和 していると の記録がある'11。この際検

出 さ れた畝は出土辿物から近1[I：中期 とされているが 、 本調査地．I!i．の様相 とやや異な っており 、出—l：し

た辿物か ら も ＼／ 陪を近阻後期の耕作土として認識した。 各調在地］．’f． と比較した 1•• 1何校式図を図 4 に示

す。瀾究地は白川右岸端から50m程しか離れておらず、近JII:・近代に起きた洪水などの河川作川によ

る阿釦II来の堆栢土が1罪＜ 堆梢 している状況が分かる。昭和28年6)-128日に起きた白川）＜水害では、

やや ド流に位附する子飼柏に流木がたまり、川の流れがせき止められ、熊本大学の川沿いに面 した1上、．

い範間が冠水した。rrlI＇’9,'は県髪南地区の白川沿いに広い範間で確認されており 、今後の近代の調介に

おいて鍵！竹として注LIされる。

(3)検出追構

調1巫 が広範である」・に 、辿構検出i創が地如 (1jから2.5m杓 と深かったこと か ら、巫機に よりlVl',1,9,:
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且 ．＇•I、1愛Iti地 Ix．の調介

までを掘削し 、 近枇と近代の辿梢を V 層」 ••I面で検出した。結米 、 濶究区西半で江戸時代後期のJ:Il1:1」t を

検出し、調査区東半で円形プランを持つ土坑蒻群と蔵骨器を検出した。本・内に調杏区全1本の遺梢配i四

図（ ！忍!5) と、近批畑:I-11: を主とする調側幻眉側の辿梢配i性図（図 6) 、 —+．坑総群を主とする調壺区束

側の辿梢配四図 （図7)、本調壺区｝ij辺の辿梢配附合成図 （悩18) を掲載 している。

近世の遥構

畑址（図6)

近世畑址は、ほぼ東西に軸をもつ49条の畝が、南北）j|句3列に検出された。畝は長さ1.7~7 111程

度で、3~3.5mと7m程の長さの畝址が多く、若干の通路幅をとって並んでいる。畝は149~154、

155~ 175、176~185、L86~193、194~197の5つの畝列に区画されている。本調査区北側に隣接する

0203調壺地点南西部と、調壺区束側に隣接する9909調査地、1~1:北半でも 1nl じ方1h] に庫l|I を持つ畝址が多数

検出されており、前者は本調査地点の北端の畝と 4m程の空間をもって隣接する。土坑始群は近II上の

J..Il1とやや庫間を迫えて形成されており、 9909調査地点では畑畝を切る形で近代の士坑墓群が検出されて

いることから両者の新1日関係が明l」となっている。本Jヽ:III址からは近批の陶磁器片や士師質、須恵員の

土器片、破片面子、少菌の鉄釘などが出土しているが、陶磁器は破片登料が多く年代を決定づける賓

料は少ない。過去の調究地点では）：Ill址の年代を陶磁器や煙秤、鋼銭などの出土辿物から18世紀後半の

洪水によって埋没したnJ能性があるとし、江戸時代中期の'i:111址としている。本調壺地点では近代の辿

物が認められないことや、後述する紅．．IIll．の年代観から近枇後期頃に位協づけておきたい。

近代の遥構

土坑墓（図7)

土坑臨は全部で130基検出しており 、このうち128店からは人骨が検出された。-1'．坑臨は、ほぼ全て

が直径 1111程の円形プランを呈しており、掘方はやや下方がすほまる 1り柱状で深さは検出而から lm

~l.8111程である。調査では、土坑蒻I五l上が接するほど裕集しており 、且11.:I-．の掘削には大変な時間を

要した。調査期間が短く時間短縮の必要性から、調査区北側の一部の土坑硲について上部を重機によ

り掘削した。そのため図上では掘方下場と人骨の出土位磁により想定した平而プランを破線で示した

ものがある。

調壺区北側に隣接する0203調森地、1ばでは、円JI多プランだけでな く方形プランの十坑臨も検出されて

おり 、南北における土坑募平面プランの相辿が認められる。本調査地、点において、 上坑諮は東西方向

に8列、南北方向に17列と碁盤の目状に整然と柏んでし＼た。0203調奔地点東側と9909調査地点西端、

1418調査地点の調森成呆も含めると 、硲群は南北艮75m、東西1111,¥8 ~ 15mの範囲に広がっており 、北

側で西に 7度ほど傾く南北にi|iIIを持つ士．坑硲群として認識することができた（図 8)。この土坑臨群

の南佃l延長線上には熊本大学の放地に隣接する形で熊本粧獄 ・刑務所の11'1人の合葬墓が祀ら れた熊本

刑務所之廟が現在する。

士坑内の人骨の多くは、きつい坐葬の状態で検出 されており 、辿骸の）糊敗や」；）工によ って頭部が原

位四から落下したものが見受けられる。）v間の残りは比較的良好であったが、まれに人骨が上坑中に

ほとんど残存せず、骨片やl間のみが検出された例もあった。後述するが、これらは熊本！監獄 ・刑務所

において、追体を土葬 した後、何年か後に記＇｝を取り上げ、合作をおこな ったために」：坑内に骨が残

らなかったと考えられる。また、人骨の周間からは木や布の繊維が検出される例があるため、迫休は

早桶に入れられたか、ある いは布に包まれた状態で土坑内にJJI！納されたものとみられる。ただし、 土
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図8 9909 ・ 0203 ・ 1309 ・ 1418調査地点辿構配四合成図 (1/500)

坑墓の半数近 くで鉄釘が出士している点から、これを使）1」した本棺硲にJ見納 された可能性も考船 して

おきたい。

士坑盈内からは陶器の瓶、磁器の杯、ガラス瓶、鉄釘、鉄製容器、環状鉄製品、板；伏鉄製品、 有孔

板状青銅製品、 天保通宝、大TE)し1ドー銭、数珠、プラスチック製釧、！！製釦、ハマグリなどが検出さ

れている。 このほかにも 、 土坑蒻J]I!•上中からは近I II： ・ 近代の 1匈磁器片や ·i)出 (l i f、1L)'1ー、和釘などが出

土している。これらの多くは破片賓料であり 、上坑が掘 りこまれている VIり1が近IItの111：竹」．．であるた

め、近世の』）．:11|周囲の散乱ごみが上坑の11:l!i'iりまたは埋葬時にijも在 したものとみら れる(9
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図9 1309調査地点蔵骨器出土状況図 (1/10 ・ 1 /20) 

蔵骨器（図9)

蔵甘器は13基確認されており、身と節のセットで出土する 例がある。蔵骨器内に骨が伴ったのは 6

号臨と 7号蒻の 2例と少なく 、その他の蔵骨器内に人骨が納められたものはなかった。よって、正確

には全ての蔵骨器が骨壺としての機能を持っていたとは言い難い出.-1-．状況であったことを明記してお

く。蔵骨器は調査区東側に点在しており、 いずれも十．坑始群の上位から 出土している。このうち 2号

墓や 3号磁は、前径0.8~1.lm程の土坑内から盗が外れた状態で検出された。他にも V屈上面で蔵骨

器に伴うと思われる士坑プランが検出された例もあるが、いずれも土坑認のプランとの切り合い関係

を明確にできていない。出土状況をみると、悩と身がセッ トで出土した ものや (4号墓） 、身だけの

もの (2・ 9号墓）、 3 ・4個の壺がまとまって出土したものなと (11・ 12号募）などがあり多様で

ある。また、］． 4．5号墓などは辿構検出面を掘削 している最中に厖機と接触しているため明確に

は原位骰ではない。全ての蔵骨揺が器と身が合わさり閉じた状態では出土していない上に、複数の蔵

骨器が雑然と廃梨されたような状態で出土していることから、 一次埋葬あるいぱ焼骨行為後の改葬時

32 



II .!ll，'琵I打地l“.0)1J:,1介

の様子を示しているとはどえにくい II'， l；状況や後述する蔵骨器の年代観から椎定すると 、蔵骨悩は

坦樟内当初の位附：からは動いており 、 1 •力＇砂姜／作の形成の後ある\,＼はほとんど同じタイミングで、二次的

にJ.lli納あるいは廃廂された可能性がi',ヽ：j¥,ヽ と息われる 1

(4)出土追物

4燿粋地．I慧から出 I・.した辿物には、近ll|:、r.lllJ1I:から出 1：した陶磁樅類や破片面子、近lltAくから近代と

考えられる上師質の政i判器、 1•」iほから 1, 1i |會．した陶磁描類、ガラス瓶、鉄釘や鉄製容器などの鉄製品

や銭、釦、↓！却などがある コンテナポックス 1]箱ほどの辿物を得られたが、蔵竹器なとを除く多く

が破片質料であった 本，杯では辿lili中から1，li1一．しにtt料を主として収り卜げ、辿跡の年代を決定する

ヒで重＇災と思われるft料や全体）Iクが復）しできるりt料を報告するc 年代に詞及した狩料については、

りし）•I•II淘磁の編叫（九）9|•| 近 ll陶磁学会編2(）00 ) や i |‘KI説江戸時考古学研究辞典j (fl：戸辿跡研究会編

2001)、e"近1且・ 近現代ぢ古‘ 店`の）j法］ （鈴木公雄ゼミナー ）レ編2007)などを参考とした

蔵骨器（図10~13)

L ~29は土坑船群の 1：位から 出 I・.した19湖骨器であり 、 l~ 12サ慕として検出した，， ただし 、辿梢．の

項I」で述べたように、実際に火葬骨が1}、]蔵 されていた 7り船と 、壁から崩落した賓料でiJ_lJ肢廿と共fl'.

した 6り硲を除くと 、甘怜内に人骨は検出 さオしていなし‘ぅ桃能ではなく 1．．器形態やセ ッ ト関係から本？t

料を見た場合は、 炭火をii'iし、．/i'iし炭を作るための辿具である「火・ii'j壺」としてf{［四づけられる 、、 し

か し、内 1(1i に i)~の付府 した：）J．晶跡がほぼ認められず、本辿跡においては転用 LIII1」 と してではなく当初から

蔵骨器として利川 された可能性がi',9:jいJ いずれも」:|,:iIi質で、身と器が見受けられる。身には大きく分

けて小盟、"']利、人悲'1/＼が (f•(［し、 そ ~Lぞ1 しに！特徴をおfつ。

11、13、17、19、21は小)f,！！の蔵骨樅0)身である 小應'1/＼はいずれも｝i1作り成形の一種である堕起こ

し技法を用いて1夜形されており、 II径16.5-17.3cm、器[,9:jが17.1~ 17.8cmと法批にまとまりがある。悩

墜は胴部中ほどに最大径を持つ球形で、頸ifIiに益を受けるための段を介 し、l旱みをすがったII緑部が内

灼する ，） 底部は l|i心部がややずがち 卜がる' |;•底である 。 外面には捌起こしの外刑に押し当てたことによ

る協刻の松＇存文が施される ）この施文された 2本の各松の幹上には型起こしの外型の接合痕跡が縦位

に残っており、外朋が2枚に分かれてし、たことをぷす また、堕起こし部分には粉末状に玄．1:）：が付府

しており ｀・1i'し上の朋離れを容易にするため1成形IIかに祢布されたものと思われるc 型起こしのおよばな

いLl緑部l,tl問はケズリ後ナデによ って調整されており 、内I[Iiは稜ができるほどの強い同転ナデによっ

て最終調吼冬されている，Illlij部と1船祁の檄はケズリによ って1面取り されている。底部外liiは板あるいは

釦醤台などから翡li：し たままの4叫判唸だが、一部に指オサエが見受けられる,I翌112の11サ蔵骨滞一括骰

料をみると 、17、19、2Lの身に対して］6、18、2(）の盗が七ットで利用されていたことが分かる 3

l、15、23、26、27は中型品、 3、5、7、JO、28、29は人型品の1ふ屈骨器の身である ，,iir者は器高

が19.0~21.1 cmに納まり、後者は26.4-30. I cmに納まる 器壁は胴部が張り 、頭部に段を持ち｀似みを

持つ口緑部が1}、Ji内する．，的で小應'II＼と頬似する 最人径が）Jl11J部の中ほどからやや上位に位fli:し、肩部を

持つような形態も 見受けられる また、 II緑部形状は、小邸品が丸みを幣びているのに対し、 7、23、

28、29などは台形を足する。23、26~29は、頚部にヘラ状」：共によ って溝が設けられており 、II緑部

と（本部との培を明確にしている u j 、 3 、 5 、 7 は型起こしの接合痕が確認でき、）月 1•1廿は縦位のナデ

によって調整されているn I 1・1 J¥'.h'山のうち 、23、27は1l1叶部・表面がケズ リに よって般終調整されている。

大．．型品は、内外iiliともに11111転ナデによ って調整されているが、28、29はナデの方向が斜位である。底

3:1 
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図11 1309調査地点出土追物実測図2 (1/4) 

部は未調照のものが基本で、 23、28、29のように底部に敷物によるスダレ状庄痕が残るものや、15の

ように底部外周縁4カ所に）j形状圧痕が残fi：するものがあるc、中・ 大型品は小乱'i111と沢なり、表面に

岩松文を持たないが、例外として26は横並びに1リ文とその上 ドに前線文が施されている。また、胴部

やや上位には四角の枠中に「政」の文字の陰刻がおされている。

12、L6、18、20は小乱＇， i¥の身に付随する船である。口径が20.8~2].5cm、器屈りが3.9~4.3cmと法拙に

まとまりがある。頂部にはつまみが貼り付けられ、 中心部がややドがった天井部と｛本部の境は角を布

しており 、LI縁部に向けて外頻する。内外Ihi、撮みは回転ナデによ って調整されているが、天井部と

1本部の境はケズ リによ って1(IiJ収りされたものがある。天井部外而にはスダレあるいは木l1状の圧痕が

見受けられ、未調屹のままである。

2、4、6、8、9、14、22、24、25は中 ・）g型晶の身とセ ットになる盗である 身と同じく LI径

が25cm前後の脊料と 、LI径が28.7~32.4cmに納まる狩料の 2種に分けることができる ，」 頂部には平坦

な撮みが貼り付けられ、j⑲ |―.j¥i11は中心部がやや下がるか平坦で、「l緑部に向けて外傾する。つまみと

口縁部は内外面ともに回転ナデによって調賂されるが、天井部l|l心付近は撮みを収り 付ける際の櫛H

が残るか、あるいはこ れを利 くナデ梢 している。その周囲にはスダレ状圧痕が残っており 、板などか

ら外して未調整のままである。25は天井部の一部に板に刻まれた1陰刻の「A」のドに「正」の字が逆

字となって映し出されている。また、 4、6、8、9、25は天井部と（本部の燦がケズ リによ って地終

調整されている。

陶器壺．瓶（図14-30~34)

30、31は陶器の壺と盗である。31は8り蒻から出土した狩料で、蔵骨器の可能性があるが人骨は伴

35 
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図12 1309調査地点出土造物実測図3 (1/4) 

わなかった。胴部上半に1立大径を持つ平底の壺で、ほぼ直立した短い口頸部が付く 。表面は白泥化i)1:

士をかけた後に施文され、透明釉がかけ られている。白泥掻き収 りによる柚線文が｝汀部と底部に近い

休部に複数本施され、胴部」→．半には単位の狭い辿続した 2条の波文、底部近くには緩やかな波文が巡

る 全イ本は回転ナデによ って調整されているが、胴部中央やや I ．． 位には斜め）j向のタタキ状の調撒・)l•↓

も認められる。底部はわずかにくびれており 、中央がやや持ら 上がる。底部外面付近にぱ焼成時の 「I

砂が付杓しており 、底部I(liには回転糸切の痕跡が残る。30は大きめの撮みを持つ益で、廃土からの収

り上げだが、31と同質の器休と、同径の受けを持つことからこれに付随するものと考えられる。

32は陶滞の壺の底祁と考えられる。ll1叫部まで釉が施されるが底部付近は無釉で1111転ナデによって仕

上げられている。底部は削 り出しによる。13サ硲からの出土品で、埋土中に接合する土器片がなく、

36 
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枇ざりこんだ可能性が邸い。

33、34は陶器の瓶の完形品である C, 両骰料と

も112号硲の埋土中から出」：しており 、完形品

であることから澗非品と考えられる。揺形は屑

の張らない球形を記し、やや内頻しながらイI.1.lび

る長頭を持つ。II緑部はいずれも外反し広がる

が、 33がより躯みを1寺つ。両者とも底部に高台

を有し、 33は底部に 1~1砂が付沿する。表而は鉄

釉の後、灰色釉を刷毛迩りし、さらに肩部に白

泥を流しかけていな器形からは肥前系陶器の

181l紀後半～19世紀中頃のものとみられるが、

より時期が下る可能性もある n

図14 1309調査地点出土迫物実測図5 (1/4) 

ガラス瓶・瓶蓋（図14-35~38)

35~37はガラス瓶でいずれも臨}II!•土中からの

出土である。いずれも明治以降のものと思われ

る。35はほぼ完形のガラス製ワイン瓶である。

42号土坑易ほから'LI＇,上した。色調は半透明の涙い

緑色であるc l_l縁 ;~:11から頸部にかけて破損が認

められ、外而には鉄鈷らしきものが付杓してい

る。やや外傾する町立した胴部にいかり屑を持

ち、やや内傾した長顎を付す 底祁はキックを

有し、中心部が高く持ち Kがり 中空になってい

る。ガラスの器監中には l111111以ドの細かい気泡

が認められ、表面には胴部から頸部にかけて縦

位の1紡と 、野i部と『j部の税に時計皿りに渦巻き

状の慟が入る。

36は完形のガラス製薬瓶である。119号墓か

ら出土した。色調は半透明のコバルトプルーで

ある。直立した胴部にいかり訂を持ち 、やや内

傾した長頸を付す。17緑部は外反し、明確な稜

を持つ。底部は中心部が持ち I・．が った上げ底で

ある。届部付近に機械製造であることを示す接

合痕跡が縦横に走る。ガラスの器壁中には少批

の気泡が？忍められ、胴部表而には縦位の極細の

慟が入る。

37は完形のガラス製薬瓶である。143号墓土

坑から出土した。色調は-'j'・.透明の茶色である。

直立した胴部にいかり訂をおfち、中央に段差を

持つ長頸を付す。「I緑部は断而三角形状で直立

38 
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する。底部は外縁から 4mm程持ち 1-．がる上げ底で、中央に 「＄」の協刻がある＾頸部下位には縦方向

に明瞭な溝が複故本走っており、 35と同様に類部とナデ部の培には時計1汀lりに渦咎き状の111;が入る。

38はガラス製の瓶盗である。 37 と 1nj じく 143•}｝ |：坑墓から 出 I・.した。色調はコバルトプルーである。

柚長八角形の1蔽みが付き 、瓶と接する部分は光沢のないすりガラス状となっており 、その周問には鉄

片が付浩してし 9る

陶磁器類 ・土師器（図15)

39~62は陶磁器類および土師器である。七坑硲埋土中からII,Ilこしたもの、廃七中から取り lこげたも

のがある。土坑蒻狸土中から出士 したものも多くは破片狩料のため、 42号磁に伴う42のような完形骰

料を除き 、畑』11：などにかかわる近IIJ:～近代の陶磁器が慕の形成時に埋」・ー中に況ざったものと考えられ

ふ辿跡の年代を考察する 1こで図化できるものを栢極的にJ|Y..り 1．．げた。

39は磁器の碗の11縁部片である(「|縁部がやや外反する筒形で、内外面に染付が施される。19号墓

出上だが、破片脊料であり副クド品の IIj能 性は低し 1(, 40は陶磁器の碗の口緑剖切である。形態は朝顔形

で広く立ち上がる薄い17縁部を1茅つ。外而胴部から「l唇部にかけては銅板絵付けによりホiI).：花文が描か

れている。銅板転写の技法は明治22年以降に隆盛しており、近代以降の狩料である。こうした印判手

の狩料が土坑硲J!I[L中に混在することは、 1：坑泌が近代以降に党まれたことを示している 41は紅JIii.

の半欠品である。II径が広く 、器裔が低い。施釉は上半に限り 、1820年代以降のものと考えられる。

42は完形品の磁器の杯である。L|'1苓部は赤 く緑どられ、外而は1.、-［地、内面には山と花文が描かれてお

り、金字で「ーロ」「天下春」と記されている tl2号墓に伴っており、完形品のため副拌品の可能性

がi'，9:j心 43は磁器の碗の半欠品である。外1i11は色絵により山と牝文が描かれている。44は磁器の碗の

底部片である。内外i面に呉煩によ って二訊網I一1文を施している、， 肥前系で18・1||：紀前半に位iiりづけられ

る。45はやや大型の磁器碗の底部）＇1・である l，やや翡い高台を4・茅ち 、呉組で1}、j底にil支文と 1登l線がほどこ

される。46は磁器の碗と思われる胴部と底面に只須により染付されている

47~50は土師器の小l1lLである。底部中心はやや持ち上がり 、底部面には糸切り痕を残すc, 48は1.:::I縁

の一部に煤が付灼しており灯火具として利用 されたとみ られる。いずれも七坑蒻J11［土中からの出士だ

が、破），1．1[国であり、 測葬品でなく混在した可能性が高いu

52~56は陶磁器の碗である いずれも）発十あるいは樅乱からの採集品である。52は磁器の碗で、ロ

緑部が傾斜をつけて兵っすぐ立ち 卜かる。（本部外而に草文が描かれているu .）如割れた製’,1'12片が釉

楽によって1妾合されている。 53は外面令イ本に梅化文が描かれている。スク リーン印刷によるもので近

代と考えられる。54はいわゆる「 fども茶碗」である。外l面に色絵によ って‘が戦と砲台が描かれてお

り、ゴム印版による施文の後、手，杯きによ って芥色されている ，戦時卜.である ］940年代に生旅された

ものと考えられる。55は肥前系磁器碗の破片である。56は陶器の碗破片であるu

57~59は磁器の」Illである。57は「l縁の一部が欠ji［しているu 内面に上絵によ って花文がti',『かれてい

る。112号墓から 出土しており、完形に近 <l,¥ljク柘砧である 11f能性も考應しておきたい。58はll罰ij系で

外而に染付で唐i,t文が施される。59はややLI緑部が外反するやや広口のllllで、内外面は只頻による染

付けである。）発土と攪乱からの収り上げである。

60は陶器の大lIILのII緑部片である。内面にII If)じ象嵌により舟lj菱文を施す。J7・111：紀中頃～後半とみら

れる 61は陶器の小JIU．の破片である。内面に象版により桜花文と渦文を施す、． 19・111：紀頃とみられる。

62はほぼ完形の陶器の火入である （． 胴部中央にi位）＜形を持ち、 17緑部が屯緑となっている，外而三分

の二ほどに白色釉がかかる。いずれも廃土からの収り上げであるu

39 
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図16 1309調査地点出土追物実測図7 (1/2) 

破片面子 ・泥面子（図16-63~84)

63~83は陶磁器を用いた破） ，1•Iil i f•であ る " J・.坑らはJ!I!L：中あるいは畑址から出十．したものがあるしこ

れらが一辿構に大蜻に埋納されていたわけではないため、出土状況からも冴位の形成IIかにiJも人したと み

られ、埋葬との関連性は低いと思われる"

陶磁器片の固縁を打ち割って略円形に吼冬形 したもので、辿続的な剥離:JJ迅跡が詔め られるものも数、点

ある。法械は約2~3.7cm、1展さは約0.3~0.7cmにお さまる。84はガラス製瓶の転川品であるが、整形

方法は陶磁樅転）廿品と同様である 。 85は泥I(I i -f•である 。 J[！！打ちによるもので1呼面は指ナデされている 。

半欠品のためモチーフは不明である。
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銭（図17-97~99)

97は天保通宝である。16サ硲からの出土で、その直下には本質が敷かれた状態であり 、小箱な どに

納められて埋納されていた可能性がある。98は窟永通宝である。 21号蒻からの出土である。｝j£Itriは表

面が荒れ字体判読不能だが、 表面の文字形から新党永通宝と 判断できた。99は「大正九年」製の一銭

である。86号墓からの1111土である。

本廿：北地区1104調査地点では浄-1：真宗仙紺寺にかかわる近代の泌が300基近く発見されており、そ
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0)埋土中から銭が出土する例が複数ある。1104調在地、点では]91炉硲に天保通宝が 1点伴う例があるほ

か、 52号幽や261号蒻でも大正6~12年の l銭、5銭、50銭が1,1.JJ上している。これらは中 1仕求からの埋

非洲俗の一つである六道銭に類似するが、 1谷説ではたばこ銭として渡されたとも考えられている r

銅 ・鉄製品 （図17-96、図18～図20)

96は銅製の板状製品である 。 表而にはスタンプによる陰刻で「じし」と縦讃きされている ＂ また 1 •一

下に小礼が設けられており 、何かに固定して使Illされていたと想定できるc,

l(）（）~104は鉄釘である。鉄釘は土坑群の中から数多</|¥ I・.しており 、和釘とや(・.釘の両タイプが認め

られる。全ての追物を精査すること ができなかったため、代表的な例のみ報告する。100は船釘であ

る。先端は欠け、軸が緩く湾1111している。lOLは断面形態がill!fり11iの和釘である。102は頭部形態から

頭巻釘と息われる。103は方形の頭部形態から平碩釘と考えられる。104は顕部形態と胴部が丸く、首

部に数本の溝が走ることから 、洋釘と考えられる，9

105~ 117は鉄製品であり、 このうち110~117は令て109サ磁に伴っていた。鉄製品として報告する

が、近代以降のスチール製品も含む。105は4奉状製品である")'1-）jの端部には繊維が付滸しており 、

その裏側には木質が付沿していた。 断面が1リ形で 、 1,,j—均ほから出上した106の円形缶の持ち手の可能

性が考えられる。106は平而形態が円形をした缶である,| l緑端部が折り曲げられて1旱みを持つ。表

面には繊維と木質が付沿している。107は平1創形態が1t/）i丸）j形をした缶である。底部と側而部は別々

の金）'外板であり、恨lj面部となる板を湾1lt1させ、底部となる板を端部に巻き込むことで箱刑を足する。

108は平而形態が1J.1形をした小製の缶である。内容物が1計1形化 した状態で残存しており 、ペンキでは

ないかと考えられる。底部には陪読不明のアルファペットが刻印されている。109は環状製品である＂

L本の棒を折り IIllげて成形されており 、{11|―IJJI多の形状から釦などの一部の可能性が高い。110はPl)|ぅ

のかしめ缶が略莉角形に折りたたまれた状態のものとぢえられるt,llll「hiとなる部位の一部に人工的な

甜みが設けられている 。 111~117は輻 2cm程の板を）IJ いた製品で延板状のものと塚状に折り 1.II•I げられ

たものが詑められる。いずれも表面の狭い範間に繊維状の痕跡が認められる C 111-113は輻2cm禾品の

板が環状に折り血げられたものである。このうち113は鉄板を折り 1111げて二皿にし、環状に整え、そ

の屈llilした端部に別の鉄板を差し込み折り Illlげることで1判じている"114・ 115 ・ 117はいずれも 2枚

の鉄板の端部を1妥合した状態が認められ、部分的に屈折させ稜を作る。板の幅や屈折部などからこれ

らの鉄製品は同一の機能を持つと考えられるが、用途についてはイ渭明である。

その他の追物（図17-86~95、図版19)

5」は縄文」器の口緑部片である。器聖内外Ihiがミガキによって泣終調整されている。縄文時代晩期

の骰料とみられる。

86は土製の）廿途不明品である。型起こしによ って約1多された花形で、製而には指頭圧痕が残る。裏

ihi中央には孔が設けられており 、機能に1」Al辿すると息われる。87は爪製の用途不明品の破片である。

直）j（本を呈し、片1!！Il長辺に近い部悦に訓転穿孔に よる孔が2カ所設けられている。88は黒曜石の班片

である 9) y,•i(iiは自然而を残す。 89は磁器製の鍔イ・lO)liし｝竹である、） 90はプラスチック製の櫛である。

91 ~94はプラスチック製の釦である。 全て砒坑J!I!•: I ：中 から 出 上しており 、 19号墓からは同形状のも

のが3、1団得られた＂いずれも 4つの孔が設けられている ，95は具製釦である。71号蒻から出上した。

中心に 1つの孔とその周囲に 4つの孔が設けられている ，全体が風化しており貝種は不明であるc

118はガラス製の数珠玉である。19号蒻から出」；した。FI-1:.. 8.I!f．以上と、1・・且玉97点に分けられる。119
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は112号幕に伴ったハマグ リ である ＾ 風化し部分的に剥離している。 12(）は石製の —Eである 。

小結一蔵骨器に関する一考察

本調森地点の東半で検出された土坑秘群は熊本監獄 ・刑務所の泌と考えられる。蔵骨器はこれらの

上位から検出されたため、当初、近代に火珍ドが1径盛した時期以降の蔵廿器と捉えていた。 しかし、類

例を調べたところより時期が上る可能性が出てきた。

熊本大学梢内辿跡の本荘北地区04J l調査地、点では、近世末以降とされる溝内のピッ トから口径27.5

cmの撤みのついた士f:iIi質の盗が出土している（松田 ・大坪編2017)。また、 1dl地区1104調査地点では

近代とされる墓坑中から形態と調整の類似した土師質の盗と壺身が別辿構から出土している （大坪紺

2013)。また、古町辿跡 IのB-3区の156号上坑からは土師器の盗が出上している。こちらも口径

25.7cmと大きく、天井部が未調整で内而が回転ナデによるなどの特徴が本辿跡出土品と類似する。同

一土坑内からは瓦質土器の壺身も 出土しており、球形の胴部を閑し、頻部に牝品を受けるための段を有

するという器形状の特徴やi却 している。この156号から出土した

陶磁盛類は18世紀から19憔紀中tiiにほぼおさまり、近代の骰料を含まない（）以111・芙浪口編2004)。

本質科は近枇中期から後期にかけて江戸辿跡などで出土する「火・ii'i’,:＇：t」と形態や壁而調整が類似し

ている。火消壺は、通祁砲や炉のI協に附き、火付きのよい哨し炭を作るのに）IJいる盗つきの壺である

（江戸辿跡研究会絹2001)。この火ii'i壺は、火葬骨や改葬、飼い）ミや幼児のJ_lllJf.において蔵骨器の代用

品として用いられることがあり、本辿跡出土骰料•も人骨を内蔵する 例があることから蔵骨器として使

Illされていることがわかる。本米火梢壺は、内部に入れた炭などが1氏を辿して熱を伝えぬように三足

を有していることが多い。 しかし、本辿跡出土品にはこの三足が認められず、火朋壺としての機能を

柏なうように思える。

このような三足を持たない火梢礎とされる狩料が埋葬に用いられた例がある。以都市埋蔵文化財研

究所による西岸寺玉日姫御廟所'11の調介では、江戸時代後期の火哨壺と焼骨が出上している（吉崎仲

2013)。本来蔵骨器の代）+l品として11lいられていた火消壺が、蔵骨器として機能を持つにいたって、

不淡となった三足が梢失した可能性もぢえられる。また、民俗（り1]などから近代にも火i肖壺は使用され

ていることは分かるが、現時点では明治以降の編年は組まれていない。以上の見解から、本辿跡出十疇

の蔵骨器は、江戸時代後期～近代初期の」l|！葬に伴う蔵骨器代1廿品である火消壺の可能性が高く 、熊本

監獄 .J[lj務所の墓が黒髪に設ii/i:される前後に存在した墓が、何らかの理由で近代以降に破壊された際

に、蔵11器と一部の人1すが改めて埋納されたものと考えておきたい。

(5)植物逍体

'）：III址の畝から栽培種の調杏を「l的とした土棋サンプリン グを実施した。サンプリングの祉は各地点

で1滋袋 1袋分ほどである。種子のIrij定は山野がおこない、熊本大学文学部の小J:III弘己教授のご教示

を受けた。

185サ畝、 190畝において」．．壌サンプルを実施した。ウォーターフローテーションを用いて、 2IIIIn、

1 mmのメッシュで賽料を取り上げた。顕微鏡を用いて小石や根、不製な絨維なとをビンセットで収り

除き、種子のみを選別した。種-（-の観察は USBマイクロスコープ Dino-LileEdgeを使用し、パソコ

ンに連結して簡易与項を記録している。

採取できた資料にはカャッリグサ利やタデ科、スペリヒ工科など、 l (llnlに満たない小型の種子が多

く認められた。雑草姐の種千であるが、いずれも炭化しておらず、今但1のft料はコンタミネーション
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一
図21 1309調査地点出土植物迫体
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を受けている と判断した。この他、炭化していると 息われる種子が185号から 1点、 19(）号畝から 2.Iば

得られた。当該府料は上記の未炭化物と混在しており 、コンタミネーションの可能性があるが念のた

めに写真を掲載しておく 。イネ科に似た狩料で辰さ 2111111程の11,IIイ本も認め られるが、しヽずれも種を同定

する ことができなかった。

(6) 本調査地点の土地利用に関する考察

a.近世の畑について

調壺によって本調査地点周辺では、近 1リ：中期の畑→近 111：泌群 · 近枇後期の•J:III→近代 1-．坑募／作のll|i［に

辿梢が形成されていった様子が見て取れた。それでは文献や地図から当該地、し応の土地利用について調

べていく 。

本調壺地点は、立出山の南西祝と白川右岸に挟まれた苦状に広がる 平野部に位附している。この一

俯は滞時代の飽1111賂黒嬰付に含まれる。文化2年 (1805)の 「熊本之1又l.i をみると 、調壺地、1位周辺に

あたる白川右岸：一帯は「上河脱」と記されており、周辺が｝．．！l|に利用されていた状況が(i、(1：認できる（新

熊本市史紺篠委員会編1991、大坪編2010)。また、天保3年 (1832)、IJじ子木維善が藩命で著 した 「勝

公追業記，！ には「立HII I白川筋 I淋．河原に大成洲あり初ll);［開のよIllあり或は蒻所あり ・・・ 」との記載が

ある （武）l湘他1909: pl49)。このことから少なくとも ］91せ紀1iij半には 「上河駆」の地がすでに畑ある

いはふ羞域として利用されていたことがわかる ，， このこ とを裂付けるように9909凋爺地、点では近枇蒻が

53余基検出されており 、0203調杏地点，では文化 (1804~1818年）・文政 (1818~1830)年の年号を持

つ石碑が見つかっている。 また、調査地点の枠iiilll、大学敷地に隣接する熊本／fij務所之廟には熊本監

獄 ・刑務所に関辿する石碑が祀られており、この中に党政11一年 (1799)、文化6年 (1809)、大保4年

(1833)の銘を(i(1甘忍できる'1・1。いずれも瀾在地、1¥-；閤が181II：紀4辺から19111：紀前‘|＇-.頃まで臨地として利

IIlされてきたことを示している。他方、9909調奔地，1知［から検出されたJ:IIIJ-北からは1690年代～1739年以

降の近 1且辿物が出土し、 1309調1t地点の調壺ではJ:III:I北か ら 18·1| |•紀前半- 19-jll:紀初頭の陶磁器片が出-1 •一

している。切り合い閲係からも当該地域では近IIt磁よりやや先行、あるいは一時期瓜複しでj:IIIが営ま

れていたとift測でき、文献や古地I図との整合‘性が収れる。
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b.熊本監獄・ 刑務所の墓地について

次に、当該調在区における熊本監獄 ・刑務所の蒻地としての利用開始と経綽についてまとめたい。

熊本監獄は、明治5・年 (1872)に現在の熊本市中央区手取本町に所在した熊本藩既跡に創設さiした。

明治10年 (1877)の西南戦争によって被街を受け、それ以前の記録は残っていないという 。明治13年

(1878)には熊本県に手取本町の土地がり1き細がれ、以後、監獄本署、監獄培、熊本監獄、熊本監獄

署などと名称を変えながら、敷地を拡張、建物を増設し、明治33年 (1900)に司法省の所管に移り 、

明治36年 (1903)4月には熊本監獄と改称 された。その後、熊本市街地の発展に伴い、大正 4年

(1915)には現在の熊本市中央区大江渡鹿に移転し、大正11年 (1922)には熊本刑務所と改められた

（熊本刑務所編1932)。

熊本監獄のJ.ill葬硲地については、少址ながら文献や地図による記録が残されている。熊本県立図瞥

館所蔵骰料である 「熊本県t令料2-169」の中に 「熊本縣監獄署官有財産目録．Iがあり 、「その他の敷

地」中に 「飽ll1郡黒嬰村の埋非地 （明治18年）」 の記載がある（伊藤他2009)。このこ とから、明治18

年 (1885)には本地に熊本監獄の硲地が存在していたことがわかる。また熊本刑務所之廟には、明治

14年 (1881)建立の石碑や、明治15年 (1882)から明治18年 (1885)の埋葬者609名を埋葬した明治

38年 (1905)熊本監獄建立の石碑が認められるため、熊本監歓が本格的に機能し始めたとい う明治13

年 (1880)頃には、調査区周辺が監獄ぷは地として利川 されていた可能性が高い。

さて、1309調査地点および既存の調布で確認された近代土坑締群の山来は、熊本大学の施設部財廂

管理課が保行している 「昭和lIL| |—三年炭～四十七年股 熊本大学敷地 （南地区）と熊本刑務所硲地敷
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地所笠換I払l係綴』1)、1の貸料によ って、熊本監獄 ・刑務所の臨地であることが明白となってし 9る＾4咋'f

料によれば、熊本大学工学部の前身である熊本高等 L業学校 (1906年fillI'i.）が敷地を拡張していく過

程で、従米から学校の南西にあった熊本）flj務所の総地を囲む形になったとされている(|公l22にそし

て昭和30年代以降になると 、熊本大学では敷地利）llにおいて支1館があり、熊本刑務所では墓の符J咀に

おいてイ叶史となったため、両者1iijで硲地の移設と敷地の所笠換について協議が行われたという経綺が

記されている。紆余IIII折 を経て、昭和47印炭に現在の熊本刑務所之廟の放地を残し、）｛lj務所磁地の大

部分が熊本大学の敷地へ所管換となった 図 8 と 1·~122を比較するとわかるとおり 、 この際大学に組み

込まれた刑務所磁地の一部が1309他調1t地．1位の 詞＇砂坪1作の分布と対応するのである ，

資料には昭和47年当時、硲地雌葬辿体35名の改ク囮と 旧石碑の移動を大学が夷施したことも記載 され

ている 、， 現存の熊本刑務所之Iiijには 打l11(1{|J20年 7)l咽昭和,17年4月j!I！ク肘者35名 II{｛和47年5月熊本

刑務所建 I9/..j のイi碑があり、これが敷地所竹換時に設・Viされたものだとわかるc また、廟内には 1；述

したとおり湘1時代や明治期のIII、{_j(i料の移設と、石(il¥囁設が確認できる。ここで1!cil題となるのが、発掘

調壺で見つかった近代墓の埋．作者の存在である 3 熊本）flj務所磁地の範岡内に残されたこれら2001本以

上の埋非人骨は、 II(｛和47年）文の改葬の際に計 L:. されておらず、 認知さ ~lてし、なかったことが分かる 。

同時に本迎跡のJ限診柏者が、少なくとも熊本監獄墓地のIJH始期である明治10年代以降から 、蒻が認識さ

れていたII{｛和20年より前に熊本監獄． lf•IJ務所で死亡した囚人であることもわかる 以 F、熊本刑務所

之廟に現（＋する石碑と、当時の監獄法などの法1こドの内容を碁に、且ll珍ド[1が期をさらに検討していく ↓）

監獄における死亡者の埋；クドについては、明治初期から法律で規定が定ま っている,,明治22年 (1889)

の 「監恥IIl」中の f監獄則施行糸Ill日」 には、監獄における死亡者又は刑死者の埋非までの手順がi平細

に規定されている 。 このうち4:.,lり記すべき）j i•項を列拳すると以下の通りである (Fl i._［編1889) 。

• 第七 1 ～じ條 「死亡者又ハ）［·ll 死者アルトキハJl：年月 H 時ヲ，記シ典獄ヨリ親）硲二迎知スヘシ」

• 第L•-1 • •)し條「死者ノ親）叡',:クハ故約二共追骸ノ F付ヲ許シタルトキノヽ共者ヲシテ剛Ill• 二署名捺印

セシムヘシ ＼器署二於テ辿骸ヲ i1距葬スル ト キハ ·柏二入テ之ヲ J.用 メ其」 •'..」（1f=: ,J•辰．：尺五寸二過キ

サル氏名標ヲ建ツヘシ」

• 第八1條「在監人ノ辿骸ハ iI斐葬シタル後卜批lt ド付ヲ請フ者アルトキハ之ヲ許ス 」

• 第八 トニ條「 i1品非シタル死亡者刑死 者· ノ辿骸ニシテ満三箇年二至ルモ 1J 111又人ナキ トキハ更二合非

スルコトヲ得{It合非シタルトキハ其磁椋二石ヲ川ユヘン」

上記を＇災約する と、①監獄で死亡者あるいは刑タヒ者が出たときは、その年月日時を記録し、典獄よ

り親族へ通知すること、 ②死者の親族も しく は親しい久II人にその辿骸のド付 を許可するときは、その

人に署名と捺印をもらうこと 、（③）監獄において辿骸を仮非するときは、棺に入れてJIIlめ、その!・.に名

前を入れた蒻標を建てる こと、①囚人の辿骸は仮非した後でも 1汀寸を詰う人がいるときは許すこと 、

⑤仮葬した死亡者や／flj死者の追｛筏についてii:li3年経って も引き収り人がいないときは（辿骸を）合葬

すること、ただし合クドしたときはその硲椋には石を）IJいるこ と、が記載されている。ここでいう 「仮

刷とは、後に殺族あるいは祓しい知人が辿イ本をり 1 き収る可能•I’Itを考樹して設定されたもので 、 柁桶

などに人れて「土葬」すること を指している，これに対して「合非」が 「本珍ド」にあたり 、監獄法に

注釈を人れた 「監獄法購義jでは 「合併トハ死者堺硲ノ地ヲ永久二保在スルノ｛義式卜謂フノ義ナリ 」

と説明されている （小河1912: p645)。ーガ、明治22年の改定 ［監獄則，lに先行して明治］4年に発布

された 『監獄則』 には 「仮葬」はあるものの「合1i;」の記載がみあた らない（和1111881)。後にこの

粂文が追加されたのは、「監狐甘lJjに1，しづき 1人1人埋葬を実施する際、因人の培加により全国各監獄で

蒻地の敷地上の問題があり 、その改蒋のためと考えられる。
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その後、明治41年 (1908年）に公布 ・制定された 『監獄法jおよび 『！監獄法施工規則jには、区1人

死亡時の対応について 「監獄則jを一部踏製しながらもより具体的な内容が組み込まれ、期限の追加

変更もみられる。以下に埋葬にかかわる特記すべき条文を列拳する（小河1912、辻1928)0

• 第七十三條 「在監者死亡シタルトキハ之を l1虻非ス 死悦ハ必要卜認ムルトキハ之ヲ火葬スルコト

ヲ得 死骰又ハ辿骨ハ11支葬後二年ヲ経テ之ヲ合葬スルコ トヲ得」

•第七十叫條 「死亡者ノ親族故狗ニシテ死閥又ハ辿骨ヲ諮フ者アルトキハ何時ニテモ之ヲ交付スル

コトヲ得但合葬後ハ此限二在ラス」

• 第百八トー條 「死亡後二—| •四時間ヲ経テ死骰ノ交付ヲ訥フ者ナキトキハ第百七十九條 (ifJ印剖に関

する項目）ノ楊合ヲ除ク外之ヲ監獄ノ硲地二恨葬ス可シ 火葬二付シタル楊合二於テハ其辿骨

ニ付キ亦同シ 仮非ノ場所ニハ死亡者ノ氏名及ヒ死亡ノ年月 Hヲ記シタル木栗ヲ立ツ可シ」

• 第百八十二條「夕じ閥又ハ辿骨ヲ合葬シタルトキハ合葬者ノ氏名及ヒ死亡ノ年月 II ヲ合葬節二記載

シ合非ノ場所ニハ蒻標ヲ立ツ可シ 硲椋ニハ石ヲJI]ウ可シ」

上記によれば、明治22年の 「監獄則Jと異なる点として、 ①必要なと きは辿骸を火ク伶することがで

きる こと、②辿骸あるいは姐骨は仮葬後2年を経過したら合夕臼することができること、③仮葬の蒻椋

は木製、合非の墓標は石を用いること、などが読み取れる。仮葬から合併までの期間が3年から 2年

に変更となったのは、硲地の敷地不足によるものと考えられる。 また火非についての条文追加は、敷

地不足だけが理由ではなく、伝染病死者による上J襄汚染など衛生法からの影懇！も強い（檄1111901)。

では、熊本監獄・刑務所において合非はどのように実施されているか、石碑から読み解いていく 。

現在熊本刑務所之廟には、近代以降の銘が刻まれた石碑として「明治14年 2月21:1建立」、 「自明治

15年11月至明治18年 7月狸葬者609名 明治38年12月建立熊本監獄」、「自明治18年至明治35年12月埋

診胆者481名 明治38年建立熊本監獄」、「自明治36年 3月至明治38年11月t!I!，葬者□十／＼名 明治□十二

年11月建立熊本監獄」、「自明治38年12月至昭和 6年12月埋葬者60名 II[｛和9年 3月熊本刑務所」、「ILi

昭和20年 7JJ昭和47年4月埋葬者35名 昭和47年5月熊本刑務所建立」を確認でき る。石碑から、手

取本町に熊本監獄が設附されて以降、明治14年頃から昭和47年まで合非の石碑が祀られたことがわか

る。このうち明治15年～明治18年の死亡者の合非碑は明治38年に建立されている。建立された年代が

埋葬者の死亡した年から20年以上も経過している理由は定かではないが、続く明治18年～35年までの

死亡者の合葬(il|！が同じく明治38年に建立されていることから、当初の石碑が損壊あるいは紛失したた

めに改めて石碑が製作されたと想定できる。少なくとも当初、熊本監獄では監獄法に1，にづき 2年ある

いは 3年経過した （）反汐紐辿骨について、合葬をおこなっていた様子がうかがえる。 しかし、明治38年12

月～昭和6年12月までの死亡者の合葬碑の「」！I!葬者60名」については疑間が残る。明治から昭和まで

の熊本県 ドの統計を記した 『熊本縣治一班］ 、 f熊本縣統計苫」 から囚人の死亡数をI~}： 出 したところ、

明治39年 1 から昭和 6 年12月の間に309名が死亡 していることが分かった（表 3 ) 。 •11時、囚人の家族

や知己が辿体あるいは辿骨の交付を望むことは少なかったため（吉野1910: p376)、石碑の埋葬者数

と記録に20(）名以上の誤弟があることは沼過できない。そ して昭和 9年建立の合葬碑の後には、 Il(1和

47年に熊本大学により Ill意された1I(1和20年から47年の埋葬者35名の合作(i庫しか確ii忍できない。上述し

た通り 、1309他調壺地、1位における幽地に残された近代秘の存在は、ある時期から仮タドした埋非者を全

て把梱できていなかったことを示している。

以上、イ＿i碑や文献なとから、本調杏地点で出土した熊本監獄の近代硲の年代は、明治39年～昭和20

年 (1906-1945)前後までと1(t定しておきたいn
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表3 明治13年から昭和15年における熊本監獄 ・刑務所の死亡人数一院表

和暦 西歴
男性 女性

総数
女性の割合

備考
病死 変 死 刑死 計 病 死 変死 刑死 計 （％） 

明治13年 1880 !;! 

゜
l(） 22 2 （） 

゜
2 24 8.3 

明治14年 1881 ] 7 

゜
4 21 3 

゜
（） :{ 2,1 1 2.5 

明治］5年 188l 18 I 

゜
19 

゜゜
（） 

゜
19 0.0 

明治IG年 1883 138 17 （） 155 I 

゜
（） I l56 0.6 

明治17年 1884 236 4 3 243 2 （） （） 2 245 0.8 

明治18年 1885 明治18-22年の熊本縣

統北lドを得られず

明治19年 l88(i 
明治20:11'・ 1887 l ] 4 ， 2 125 I 

゜゜
I l26 0.8 

明治21年 1888 84 5 4 93 （） （） 

゜
（） 93 0.0 

明治22年 1889 51 3 6 60 I (l 

゜
I 61 l (j 

明治23年 1890 51 

゜
3 和1

゜゜
（） 

゜
54 0.0 

明治24年 1891 36 

゜゜
36 I 

゜
（） I 37 2.7 

明治25年 1892 63 

゜
I 64 2 I 

゜
3 67 4 5 

明治2(i年 1893 18 4 2 2,1 3 

゜゜
3 27 I I.I 

明治27年 1891 19 

゜
2 21 2 （） （） 2 23 8.7 

明治28年 1895 75 4 2 81 2 （） （） 2 83 24 
lリl治29.｛|: 1896 73 

゜
（） 73 2 

゜゜
2 75 2 7 

明治30年 1 897 62 8 I 71 I 

゜゜
l 72 I.I 

明治31年 1898 89 6 

゜
95 2 

゜
（） 2 97 21 

この年から「刑死」な

くなる
明治32年 1899 28 2 

゜
30 3 （） （） 3 33 9.1 

明治33年 19(J(） 30 4 

゜
3,1 （） (J （） 

゜
34 0.0 

明治34年 1901 22 2 

゜
24 11 （） （） 4 28 l •‘1. 3 

明治35年 1902 36 

゜゜
:16 

゜
（） 

゜
u 36 0.0 

明治36年 190:3 31 

゜゜
:11 2 （） () 2 3:3 (ii 

明治37年 1904 -12 l 

゜
・13 I （） （） 1 44 ~.:l 

明治38年 1905 46 I () 47 I （） 

゜
1 48 2.1 

りlifi39年 1906 42 

゜゜
42 I （） 

゜
I ,13 2.:l 

明治IO年 1907 20 I 

゜
.!l I （） 

゜
I 22 1.5 

明治41年 1908 ， 
゜゜

， I （） 

゜
I JO 10.0 

明治42年 1909 22 

゜゜
22 () 

゜
（） （） 22 0.0 

明治43年 1910 21 

゜
（） :dl 2 （） 

゜
2 23 87 

明治44年 l9l l 29 2 

゜
:>I I （） 

゜
I 32 3.1 

大正・)じ年 1912 11 

゜゜
II （） (I （） (J 11 （）．（） 

この年から女性の死者

なくなる

大正2年 1913 12 

゜゜
12 

゜゜
l) 

゜
l2 o.u 

大正3年 191<1 13 l 

゜
14 （） 

゜゜゜
14 0.0 

)<iF. 4年 1915 12 l 

゜
1 3 

゜゜
() （） 13 （）．（） 

人• 1E5 年 1916 8 1 

゜
， 
゜

（） 

゜
（） ， 0.0 

大正6年 l9 l 7 8 I 

゜
， 
゜

（） u 

゜
， 0.0 

大正7年 1918 lo l （） 11 （） 

゜
（） （） 11 0.0 

大正8年 1919 8 

゜゜
8 （） （） （） 

゜
8 （）．（） 

)<IF.9年 1920 3 

゜゜
5 

゜
（） （） 

゜
5 0.0 

k1El0年 1921 I 

゜゜
I 

゜
（） 

゜
（） 1 （）．（） 

大 1[!I年 1922 6 I （） 7 （） （） （） 

゜
7 0.0 

大正］2年 l923 3 2 （） 7 

゜
（） （） 

゜
7 ()．(） 

大正13年 1924 8 1 

゜
， 
゜

0 

゜
（） ， 0.0 

大Ji：：・14年 1 925 6 1 

゜
7 （） （） （） （） 7 ().() 

人・正15年
l926 7 I 

゜
8 （） （） （） 

゜
8 0.0 

昭和｝じ年

昭和 21ド 1927 ,1 

゜゜
II （） （） （） （） 4 0.0 

昭和3年 1928 7 

゜゜
7 （） （） 

゜゜
7 0.0 

昭和4年 1929 3 

゜゜
3 （） 

゜
（） 

゜
3 (）．（） 

昭和5年 l930 4 l 

゜
5 （） （） 

゜゜
3 (）、()

l l{1和 6 り・・ 1931 6 l 

゜
7 （） （） 

゜゜
7 (）．0 

昭和7年 l 932 7 I 

゜
8 

゜゜゜゜
8 OU 

昭和8年 1933 2 

゜
2 ・1 （） 

゜゜゜
4 （） （） 

昭和9年 19311 統計拌得られず
I IB和 1(）介', l935 6 

゜゜
(i （） （） （） 

゜
6 0 (） 

昭和11年 1936 15 

゜゜
15 

゜゜
（） 

゜
15 0.0 

昭和12年 1937 I 

゜゜
I （） （） （） 

゜
7 (）.(） 

昭和13年 1938 5 （） 

゜
5 （） （） 

゜゜
5 0 (） 

ll(1利114年 1939 7 I 

゜
8 

゜
(~) 

゜゜
8 0.0 

II{｛ ｛1 1 1 5年 1940 8 

゜゜
8 （） （） () 

゜
8 (）．0 

昭和16-23年の熊本県

統,ll邪 ~（f在せず
※本表は 1郎l ~ 1 94(）年(/)「熊本縣統、ii表」と 1891 - 1的5年の （熊本縣治 • I)［」を）II いて作成したっ ―KI I O) 「一」はf，'i根を 1りることができ な
かったもの
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c 発掘調査成果との比較検証

以上の見解を念頭におき、文献と発掘調究成果との比較検証をおこなっていく 。本調壺地、1虹のIlk汁

は熊本大学焦嬰南地区の白川に近い調杏地、1ばで頻繁にみられる（沙Ii,1である。従前の乱',l在からII{i和28年

6月26Hに発牛した1こl川大洪水によるJIi：積砂とみて111]辿いない。よってそれよりも下位から検出され

た近代」こ坑幽群が、 II(｛和28年以前であることは明白である。また近代臨の一つである86号硲からは大

正 9 年 (1920年 ） の 1 銭が出 —| ： した 、しせについても碑文や記録との関係に整合性がある このほか、

七坑硲内から出七した銅板転写の磁器碗片、 プラスチッ ク製釦やガラス瓶、 1il}管 などはいずれも明治

20年代以降のものとみられる。追跡の状況から、明治後半から昭和28年以前が近代搭の年代とみるこ

とが可能である，う

調究地点に2(）（）（本以 I.:.の近代硲が仮葬のまま合葬されずに残ったJ哩由は不明である。 しかし、本地

は白川右岸に位四し、南側に突出した土地にあるため、白川の洪水あるいは冠水被祝を類賂に受けて

いた。11{1和28年の水忠時には、工学部の広い範囲が水没したことが記録に残っている （熊本大学60年

史編鉦委員会組2014)C-昭和28年の洪水以前にも 1リj治33年や人．Jl:12．年に白川で大洪水が起きており、

熊本邸等工業学校の一部も冠水している。こうした水害被告により熊本監獄 ・刑務所の蒻地も一時水

没するなどし、硲の位1社が不明確となり 、仮葬された逍骨を合夕伶するこ とができな くなったのではな

いだろうか。近代袋のiI'.！：上に堆梢する lV府は、砂質で辿物がほとんど含まれない。大正 9年の 1銭が

IVIi4にパック された土坑硲JJIし1：中より 出土する ことからも、 LVI習は大正9年以降の堆柏陪 と判断でき

る 。 また 、 近代の整地土leの lU 陪はこうした水害により運ばれてきた堆秘十，を撤去、造成 した際の」••

と1i（改定される，、、

以上、戦跡の調究成呆と文献、地図、熊本］fIj務所之廟の石碑を総合的に検討した結果、近代函の多

くが、明治後半から）ゞ正頃の熊本監獄 ・刑務所の囚人の募であったと：tf(［測 した。

d. 近代土坑墓について

次に、埋葬施設である土坑幽の形態や人骨、副拌品について、辿跡の状況と文献から実態をみてい

く。4ゞ調杏地．1位で検出された十坑磁は、直径 lm程の［リ形プラ ンを呈し、底がすぼまった「り柱状の抑！

方を持つ。残りのよい上坑盛の掘方の統計をとると 、検出而からの深さは1.8m程が多いことがわかっ

た。）＼骨は半徘の状態で埋葬されており、周IJt-1からは木や布の繊維が検出されている。そのため、辿

体を木製の桶あるいは布などに人れてJ.lli葬 したことがうかがえる。また、内部から釘が出七している

例も 多く 、木柏臨に納められていたものも一定屈あったとみられるu -）；で97号船や106号墓など七

坑内に人骨がほとんど残っていないものや、53・ 57号墓など人骨が検出されない例もあった．

明治期以降、囚人は地葬についても法律によ り一般人との差別化が図られていた。例えば、明治17

年の 國一地及皿非取締規則施行方法糸IIIHIl標準」では、第3条に「但死刑二l返セラレタル者ハ・蒻地ノー

隅ヲ 区両シテ共内二JII！葬スルモノトス」とあ り、一般の人々とは敷地を分けて埋非するこ とが義務付

けられている （熊本県野察部1895)。尖際に明治34年 (19(）]年）に調製された 「熊本縣肥後図飽託郡

黒髪村字占｝冦敷』の 『熊本県監獄署附属J叫葬地[i'i1』iI'をみる と、「1:111地」と「人民硲地」に収り囲まれ

た 「死亡囚硲標」が確認でき 、南側には 「111藩刑死者合葬塙標」もりljに区両されている （図23)。

明治18年に布逹された 「幽地及J」I!，葬取締細llIl』には、臨地や火葬楊の設i性や管理、狸葬の規則や）j

法などの項日が並んでいる （熊本縣狩察部紺1911)。この中で第九条には 「硲地ノ深サハ六尺以上 タ

ルヘシ粋シ上地ニョリ六尺二至 リ難キモノ及ヒ火非ノ 辿骨ヲ埋蔵スルモノハ格別ト ス」とある。蒻地

の深さを六尺、約l.8111と規定したのは、明治34年 (L901)の罪ii生法jに、 「大二｝死体ノ分解ヲ辿二
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l. （!．I見えtt.ilI』I祭り’,.th技術1,/|•究拠．＇•I!．施，没新＇蒻その他 l?lt1.:.f’I'• う発拙湛lfi' ( 1309調査地．＇•Lf. ）

シ且ツ臭気ノ離散ヲ助クルノ幼益アルガ故」と記載があり、衛生上の理由とされている (/tit中l90J―

167)。本調杏地点の土坑磁の深さが約1.8mと深いこともこれに起因すると思われる，， また、人骨の

所見によるとわずか女•|• の割合はわずか 6 ％程度であることも 、当時の囚人の割合と救合性がとれて

いる （表 3)。

そもそも、日本では條末期以降の神道の思想に影押し、明治6年太政官布告において、「火葬ノ i義

自今禁止（I災此旨Ai;［候事」というように一般の火葬を拮じている。 しかし、公衆衛生や敷地の問題か

ら、たった2年後の明治8年太政宜布告においで）＜珍ドの禁止を解いているのである。熊本では明治22

年の県令第四十ー号において「飽LIii恨黒嬰村字上河原伝染病者死屍埋葬場ハ衛生上危宮アリ ト認ムル

ニヨ リ自今狸非ヲ禁止ス」と辿逹が出されており、当該調究地周辺における土穣汚染があ ったことを

生々しく伝えている （熊本縣•f哨餐脊IH9ll : pl79)。明治政府は埋葬方法として火葬を奨励していたの

だが、火非場のイ湛足や火拌のための質金支払いなどの問題もあり、大正14年 (1925)にいたっても全

国の火葬率は43.2％で、枯本的に十一拌が多かった （）］券出紺2012)。熊本監獄 ，刑務所の墓におけるJJll

葬方法はほぼ上珍ドに限られるが、蔵骨器の7号硲や、96号墓、105号墓などに一部焼骨が認められる。

本調究地点の成果は、近代のJ!!！拌）j法の変容過程の実術を知る上でも重要と思われる。

(7) まとめ

本調森地、1位一幣は緑地としてitiJIJされており、これまでに大型構造物が造られたこともないため、

辿跡の保存状況は極めて良好であった。辿構面は地表下約2.5mである。調査区西側で近世後期と息

われる1:IIIJ1|：が、調ィ枢東側では熊本監獄 ．）［lj務所の土坑蒻が確認された。また、土坑臨の上位からは

蔵骨器が検出された，3

本調．1tl凶周辺では9909調壺地、1!,1:、0203調究地点、 1418調引t地点がこれま でに調壺されている＂各地

点の土陪を粕究したところ 、 l ~ VI屑について対応がとれた。ただし、 9909・ 0203調杏地点で発兄さ

れた少Ill」J|：は出十．i1i1から近1仕中期と報告されており、本調査地、点の畑址は出土品によればやや時期が下

ると息われる。各地点で確認された畝は1njihll)］|｛ijで営まれており 、各辿構の距離からも同時期にJillが

使） ll されていた可能性がi'，~j い 。 本調引汎地．点の畑址からは陶磁悩片や破片而子などが出十． したが、 年代

を決定づける狩料が出土していないため、他地．1.'.(の土ll'i'iとの対応関係も含めて今後の課題の一つ とい

える。また、栽焙植物の復元を 1-1的とした上穣サンプリングとフローテーションを実施したが、現代

の種子が混人しており、まとま った炭化物など明確な成呆は得られなかった。

調査区東側の近代七坑蒻群の I．．位から出上した質料として蔵骨器が複数得られている。これまで熊

本県下でも放例の報告••が認められるが、 本調査地点からはまとまった良好な府科が得られた， 2 例に

ついては焼骨が伴っており、蔵骨器としての機能を有していたと思われるが、出土状況からは、その

多くが一度取り 1-．げられた後、廃菜されたものとみられる。その形態から、火泊壺の転用品あるいは

火梢壺から変容した骨壺と思われ、江戸時代後期末から近代の狩料と考えられる。

調査1凶梨側一常からは近代土坑磁群が100:)，り以上検出された。本埋葬は、発掘調森の成果だけでな

く大学の所符関係骰料や地図 、 文献などから明治後半から大正頃の熊本監獄 • -）fll務所の囚人の盛であ

ることが判明した。上坑浴はほぽ全てが円形プランを呈しており 、深さが約1.8mである。木材や絨

維が残存している例もあり 、鉄釘も地ヒ中から出」；することから早桶や木棺墓が埋葬施設に用いられ

たと想定できる"J_lj揚ドに共伴する辿物として、陶器瓶、磁器杯、ガラス瓶、銭、釦、鉄製晶、数珠、

貝殻などがあげられるり近代磁の例には、隣接する0203調査地点ではガラス瓶が、また、熊本大学構

内辿跡本荘北地Iiの1104ji/,',j杏地、！！．i:では杯や1}｝l元通定、天保通宝、1銭などの銭、 二枚貝が出土するな

5LI 
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どの共通．I!．［が認められる ．． 人骨1ft4•I は134体得られている 。 埋葬姿勢は外を作で焼竹を含む例がある 。

また、人骨が一部抜き取られた例やわずかな骨片しか出土しない例が少数みられたが、これらは本埋

舶バ監獄 ・刑務所における仮葬であり、後に合葬されたかあるいは人骨の1JIき収り手があったものと

考えられる。人骨のうち 9割近くがリ月牛で久性はわずか8体であり、 こうした男女比も囚人の蒻とし

ての特徴を示す。

熊本県のみならず、全国的に近代の繕の』1,1j-1tは類例が少ない。それがl}盆獄 ・刑務所の磁地であるな

らば悦 更である 。 本調査においても辿跡の年代や調壺期間の短さから 1•分な他l1r:を実施することはで

きなかった。 しかし、発掘調壺の成果と文献や古地図との比較検証により、少なからず本調杏地点周

辺における近枇から近代にかけての寸：地利）廿と熊本監獄 ．Jflj務所の1人1人硲地について複元 し、その実

（本に迫ることができたと思われる。あまりり：IIられていないが熊本大学と熊本監獄・刑務所は歴史的に

関係性が深い。近年の調査によ って、熊本大党の前身である第万高鈴中学校 （後の第五高等学校）の

赤煉瓦建築に使用された陳瓦は、その製造に熊本監獄の囚人が1剥わっていたことが確実となっている

（松田・大坪編2017)。監獄は明治維新以降、近代化の波の中で．、免罪も含めて罪を犯した人々の更生

の楊でもあり 、煉瓦建築を代表とする近代建築の発展に深く関わっているのである。今後、近代の辿

跡の発掘調査と研究は、明治以降の近代化を促巡した熊本の地域史の復元をおこなう 1-．で重製な分野

となりえる。

注

l. 大坪編2003の図 3の調査区両殿」＿：／1'1I訴面図の LHは 「20.00111」 と記されているが、他の訓壺区

との整合性が取れなかったし原図を確認したところ 「19.00m」の記載ミスであったことが判明し

たため、本魯で訂正しておきたいti

2. I:．日姫とは鎌倉時代の公卿九条兼実の娘であり、我慌の妻と伝えられている。ー嘉永 5年 (1852)

に改葬された記録があり、発掘調オtでは年代的確証は紺られていないものの、火梢珈の年代観とは

整合性がとれている。

3.熊本刑務所廟の調森においては熊本）fll務所用）文課の許可を得た。

4. 本狩料は熊本大学施設部財組在且I.！課が保狩 している r昭和1ILI十二年1文～1!..YI• L年 1文 熊本大学敷

地（南地区）と熊本刑務所磁地敷地所竹換関係綴j内に所収されていた
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ター

吉崎仲 2013「西；怜寺］：H姫御廟所調査」 「第2431可政都市芳古rtfl・fil'i文化財講l叫骰料 plO 京都

市埋｝l返文化財研究所

吉野徳ー 1910「第 1-二卒 死亡」 「袖珍監獄芙務洋解 ：法令辿牒対照Ipp.373-383 Iリl倫館

和Ill篤太郎 1881「改定監獄flll」 春I傷宜
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熊本市巾央I公開嬰町辿跡／作1309瀾介地点出土の近代人‘ti

熊本市中央区黒髪町遣跡群1309調査地点出土の近代人骨

松卜真実＊ • 松下孝幸＊＊

［キーワード］：熊本県、近代人骨、坐葬

熊本市中央区黒嬰2J且39番1号に所在する規髪町追跡群1309調壺地点の発掘調査が国際革新技術

研究拠点施設の建設工事に伴って、 2013（平成25)年におこなわれた。この地点は、明治5年に設砒

された熊本監獄の埋葬地として使用された場所である。熊本監獄はその後、渡鹿に移動し熊本刑務所

と名称を変えたが、熊本大学の構内に取り込まれるまでその墓地は使用されてきた。

明治5年に熊本監獄が手取本町に建設され、そのときから熊本監獄の墓地として使用され始め、熊

本大学の敷地となった昭和47年まで使われたようである。今回検出された人骨は熊本監獄と熊本刑務

所に収監中に亡くなった人たちの人骨である。被葬者は比較的若いものが多いので、牛年は明治が大

部分と思われる。

熊本県では大江辿跡群第68次調壺区（松下、 2002) と出水国府跡（松下呉実 •他、 2008) から出土

した近代人骨の報告があり、本庄辿跡1104調査地点からも多数の近代人骨が出」：しているが、近代の

辿梢そのものの調査例がかなり少ないので、近代人骨の研究は辿んでいない。

大tl.：追跡群第68次調査区からは92体の近代人骨が出上 している。男性の頭型は長頭型であるが、女

性は短頭型である。男性の頻而は高・狭顔であるが、女性は低 ・広頻で、歯梢性突顎は男女ともに認

められない。四肢骨は細く、男性は低身長で、女性は高身長であった。

出水国府跡からは甕棺 1基から 1イ本の男性骨が出土した。頭盟は過長頭型で、広額傾向を示し、 lA.

根部は扁平ではなく、四肢骨は長く 、太く、高身長であった。

上記2辿跡の近代人骨は甕棺から出土した人骨であることから、被葬者は旧士族ではないかと箪者

らは椎測している。男性の碩盟はいずれも長頭型であることが共通しており 、熊本市域の近代人男性

は長頻型と考えてもよさそうであるが、頗而や四肢骨の！特徴と椎定身長値などが両者で異なっており、

さらに検討が必要で、このような寇味からも本調査地点出士人骨の特徴が注目される。

本調森地点で検出された埋葬追樅の平面プランはおおむね円形で、慕坑は大きく、深い。埋葬姿勢

は坐位である。墓穴は整然と並んで検出された。検出された人骨は表4に示すとおり 134体である。

成人骨は1331本で、そのうち男性骨は1161本、女性骨は8体、性別不明9体で、未成人骨が1イ本である。

各人骨の性別 ・年齢などは表6に示した。また、年齢区分は表5のとおりである。現在、人骨の整理、

復元、保存処理をおこなっており、 一連の作業が終了した時点ではイ本数などに若千の修正が生じる可

能性がある。

近代募地や近代人骨の研究調査に恵まれることはきわめて稀なことである。本人骨は受刑者という

特別な環境下にあった人々の骨とはいえ、近代という歴史を生きた人たちの骨であり、 1:1本人の形質

の時代変化を探る上では貨煎な費料となるものである。
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表4 資料数 (Table1.Number of materials) 

成人 未成人 合計

男性

116 

生1

8

 

女 ~
 

＂＂ッ
・

ー

9

-‘
 

ォ

134 

表 5 年齢区分 (Table2.Division of age) 

却成）＼

成人

年齢区分 イ1: 齢

乳児 1歳未満

幼児 l歳～5歳 （俯 •大1:-1 1ずjlりj出直前まで）

小児 6歳～15歳 （第一大fl歯前jII］から第二）＜臼仰叩j~完成ま で）

成年 16歳～20激 （蝶後頭軟骨結合癒合まで）

壮年 2]［餃～39給t ('10,:戌才咋曲）

熟年 401伐：～59沿t (GO沿と叶対箇）

老年 60歳以上

.ti:．） 1成年という IIl語については 1:J I:Il• 浜辿跡第 1,1次発掘調査報岩占 ( 1996) を参照 されたいっ

く参考文献＞

l. 熊本大学埋蔵文化財調杏室、 2008:熊本大学梢内辿跡発掘調壺報告IV （熊本大学狸蔵文化財調査

報告内第 4狛）

2.松下孝幸、2002:熊本市大江辿跡I!i'：第68次調脊区出土の近代人骨。）＜を1,．辿跡群IVー大江辿跡群第

68次調査区発掘調査報告書：— ： 62-97.

3.松下孝非、 2006:長崎県近 ・現代）瀾澤計測値。土井ヶ浜追跡 ・人類学ミュージアム研究紀要第

l号 ：21-24.

4 松↑孝幸 •他、 2013 ' 熊木巾本｝七 11 04調介地点出土の近代人骨。 熊本大学構．内辿跡発掘調在報告

IX （熊本大学埋蔵文化財調介ミ報告礼隣第9集） ：116-122. 

5. 松下真実 •他、 2008: 熊本県熊本市出水国府跡出土の近代人4む 上 JI： ヶ浜追跡 ・ 人類学ミュージ

アム研究紀要第3号 ：1-17.

*Masami MATSUSHITA、 *＊Takayuki MATSUSHITA 

The Organization of Anthropological Resea！℃h〔NPO法人・人類学研究機構〕
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熊本1|i中央I,<..！！．凜町追跡群1309調麟．1.'nl¥I-．の近代）vti•

表6 1309調査地点出土人骨 ・埋葬迫構一究表

迎構 取上
鉄製品

追構 性別 年齢 埋葬姿勢 顔の向き 人骨備考 重足 備考
番号 番号 内容 (g) 

l M52 II.••.t. •,1 .1 ,・'9)9'斤’ 人11・なし
身が 1•:F逆転した状態で検I I',
Fi、‘r．より24り俗4灸II¥

2 M.1 1 ,,"北9,I1n),'面）"r 人・ttなし 一身酪を検II＇,

3 M9 祓i料器 人骨なし ー身社を検／1',

Iヽ M68 I戚..9.11、J1. I1}99 iF 9 廿）tあり
身益を検Ill
l、1立より71り・汲’!；検出

5 M38 蔵•\'\•:-::1 人4'｝なし 一身滋を検Il',

（う M53 蔵•ti・悩 不叫 ィ道1り 心リj 4道IJ II-り1)し・•t i• 釘．哀 14 5 益片0)み検II¥ 破からJii裕
状製品

7 M39 1政99 9,’1’1 ’・ '1)9',~’ 男性 不i!JJ 心り 心Ul 火拌骨 釘 1.6 
材下半分を検出
-Fi立より97ザらふ1食II¥

8 Ml4G 巌i1•:f;; 人'ti・なし 釘 1.7 
益と1淘悩壺を検tlI
1て『立より 102り・ら計食II¥

， Ml8 蔵骨器 人tl・なし
身のみ検111
下位より 103サ俗検出

l (） M5S ，，，・ • lc.9 ‘9 I•l 9．tり9し’s 人骨なし
身と益を検／li
下位より 1 1 3•サ裕検／I\

II M5(j 祓骨器 Jvti・なし
身名tを各3.1・＇f.を検出
Fi立より 118りん計釦li

12 
M 6(i. 

I改'.J<,!1'J!• 匹I99r lvi'}なし
身5点． i:t3 !.'.(を検出

69 ・ 70 ド（立より 132り俗ki:I I i 

13 tvl71 蔵骨器 lvitなし 一陶器壺底部）ヤを検出

l 11 M85 I;．坑硲 男性 熱年 1tf1): 北東

15 M82 上坑硲 男性 .ti : iド 1<IVl 不明 釘 68 

16 M78 +．ht硲 男性 熟年 ,i;1り イ叫1リl ー大保通窄． l．Ì＇f.. II［ドに木i't検{|',

17 M94 t坑裕 男性 不明 坐位 I ti 船釘 48.8 

18 M92 I．．坑染 男性 .tt:1ト 坐位 1Jlj 釘 61.3 
叫i3t，忍なし． 1: 

19 M90 I．．坑蒻 男性 小1リl 外^．位 北西 肢は‘・迎•i1·から ー数珠 プラスチック限邸113,1.l.ì 
分離

2(） Ml'15 I・.」j砂＆ リ）性 熟年 坐位 求 釘 8, 2 

21 M87 砂'L沿 男性 熟年 坐位 I lり /,: 1--1)文1'i•Jit,fL 釘 20.2 9立水通‘1・'：1.I!.i,

22 M8'1 」:））t硲 男性 •1 1 ：年 l̂t位 l'り？ 釘 2 3 

23 f¥181 1：坑硲 男性 91J. •年 屯f{i. が明 釘 19 

24 MGO 上坑硲 男性 熟年 外｛位 .It東 (4i) 釘，板
20.6 

繊維検出
状製品 kiヽ［より 1サぶ姜ti:｛li

25 M93 I：坑必 男性 不明 I^̂．位 西 釘 2.0 

26 M91 l．坑俗 男性 壮年 坐位 東 釘 162 

27 i¥189 |．．坑・込 男性 小11/l イ遺IJ I 5 

28 M8(i 土坑硲 男性 熟年 坐位 西 g I 6.0 

29 M8:l l：坑総 男性 壮年 Ît位 東 釘 154 

30 M80 l：坑俗 男性 壮年 坐位 西 ー木片

31 M76 |：坑硲 未成人 坐位 Illj 未成人．骨端
釘 35 

分離

32 Ml25 上坑俗 男性 :It年 外5.f立 西 釘 33 

33 M36 」：坑硲 '))ヤI:- •1 1 •年 ,1q,,: 西 釘 25 

34 M88 +．坑硲 男性 i I ：介：． 坐位 l刈 人札r 釘 4.7 

35 MIS l：坑硲 男ヤl・・ 壮介'• 坐位 西 ⑱r 5.0 

36 M14 1：坑菜 男性 札：年 坐位 1llj 釘 2.6 

37 M79 上坑硲 男性 、11：年 畢位： 両 釘 0.7 

38 M75 -I••I，'砂＇（； 男性 i |：年 恨位 I’り 釘 1.0 木片

39 M7 I:坑硲 男性 壮年 不明 イ<1リ） 釘' 1.1 
4(） M23 l：坑岱 男性 熟年 イ~Iリ 1 ィ<IIJJ

,11 M30 七Jj砂； 男性 不明 イ逍IUI イ道1り

42 M16 k坑硲 男性 ~ I：年 ィ;11/] 釘 18 ワイン瓶 l!・＇f. 杯 l.'.'.(、

•13 i¥122 土坑硲 男性 不明 外を（、、［ 東 釘 7.7 下位より4,1りぷ計灸11,1

Iヽ≪I Ml31 」：坑俗 男性 壮11 : 坐位 両 3 91i',t 釘 0.4 
下位より43サ俗検IIi
リjf‘I：・イく1リJ、リ｝ •rt.1 1.. ｛，: 

45 11157 k坑岱 男性 .1 L・年 ィ~Iリ l ィ<lリ1 ー下位より46り叫・灸IIi

46 1\114•1 土坑硲 男性 不明 ,i;1リj ィ道lリl 多l. 9.2 l．．位より45::]・ら［検1，Ji 4叫屯欺維

'17 M13 l；坑硲 女性 不明 イ道1リj イ消lVl

18 M8 k坑裕 男性 壮介： イ遺ll イ澗j

49 MIO ヒ坑袖 男性 熟年 坐位 I’り ーフラスチック9没9Ill.I!i. 

50 M28 ヒ坑俗 男性 壮年 坐位 西
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ll ．リ慧ぼ！ti地区(/),J：，j1f

追構 取上
鉄製品

番号 番号
追構 性別 年齢 埋葬姿勢 顔の向き 人骨備考

内容
重紐 備考
(g) 

51 M44 j・坑俗 男性 i tイ1,. 外!.（、9/: 西 釘 3.6 
52 i¥112 I ・・ht硲 男性 熟り： 恨位 両

53 :Vl59 上坑硲 人骨なし
みl f¥,1139 上坑裕 男性 熟年 1̂を位 曲・ 釘 l.4 
55 Ml38 l ・ー坑俗 男性 熟年 1̂1：位 l’Lj 釘 23 
56 Ml37 I．．坑俗 男性 熟年 外i：位 lILl 釘 8.4 
57 i¥ l ・‘1 8 |；坑硲 人・ti・なし

58 M46 j；坑泌 男性 .1 1 : fI : イ渭}J イ道1りl 釘 9.2 
59 M43 I...t}'L俗 男性 イ淵I! 坐位 l'り 釘 08 土坑 FJ-易，9t'.5.Mなし
60 nl41 1 ：坑硲 男性 心I)I 1!: (、[ .It 釘 3.3 
(il 1'111 | ・. Jii俗 リJt'I: .1t年 ィJI)j ィ道1リl 釘 l.7 炭化物
62 i'vll23 l:JjL硲 男性 熟年 外i(、•,： 西 釘 1.8 
63 Mll6 L ht俗 男性 •1 1 ：り＇・ 坐位 1ti1’り 釘 6.0 
64 MIOS ー！：坑硲 男11 ・. ,11:年 外i:位 1!i11り
65 M,17 1 •．坑沿 男性 熟年 Ali:位 西
66 M45 I.坑俗 男性 ;| l：ィ，：． 半位 I’り
67 iVM2 I・.坑硲 男性 熟年 畢位 南Ilり 釘 4 4 3 木製教維 炭化物
68 i'v[40 上坑硲 男性 成年 坐位 114 1 1・端分離 釘 1.6 
69 Ml21 +．坑硲 男•l'I: .1 1 ：年 ィ<lUI 4;11）1 釘 6.7 
70 M49 I・．坑ぶ苫 女性 :If:年 ，，I~ 位 東 $ l' 23 
71 Mll7 l:ht硲 女性 イく1リl 外を位 北両 釘 7 5 ki立より 4り塙斗灸／1，'
72 MI06 上坑h'§ リ｝fl: 91 1 ：イ1：. 坐位 114 釘 3..l 
73 M33 I・坑 硲 男ヤI: イ<lUl ィ＜！リj 不1/Jj 釘 168 
74 M24 I:坑硲 男性 -11:イI：． I，|t位 北

75 M6 I’．坑硲 男性 熟り'• 外を位 1Jり J,J 
8冒゚76 M25 I.坑硲 男ヤI: •1 I· イr. イ澗l イ澗l

77 tvll30 土坑硲 男性 ••I I : ｛| ： 半位 1'り
78 Mll9 1 •. h'［俗 男性 :I I. i :. 外{iV: 北

79 MI07 | •. h'L硲 男1’I•. :II:り： 坐位 l ti 
80 M:{7 i・．坑硲 男性 :I 1:1r 恨位 西 釘 l.II 
81 M32 I •．坑硲 リ」性 :11:/j' I• I ̂ f立 西 釘 87 
82 M2l I・.坑硲 男性 :11.w I•I ．̂ (、•I: 111/ 釘 j0 4 
83 M50 I・．坑沿 男性 :11:11, 半位 叫 一 人11ート部より 木質の繊維検II',
84 lvl51 i")J'（俗 男性 .1 1 :．1| ; 外:l••I. 西 一人骨 l吋'f|；より 本質の繊維検ili
85 MIJ6 1 ：坑必 男性 熟年 小lリ1 イ;IIJj 釘 3.1 
86 M I IO I -．坑硲 女性 .1 1 : ｛l :. 恨位 I }i」£ - 「大正）L年」一銭
87 MIiヽl上坑硲 男性 熟り―. 人1:i、•I.. Itii’lj 釘 2 7 
88 M:l1l 1-．坑沿 男性 イ洲l 'I'； （立 西
8~) iVl4 1-.坑硲 男性 熟11 :． 外'.• (、91: 西 釘 48 
90 M3 I・.坑俗 男性 ,1 1 • {, i 9•I: 位 . Iヒ1’り 釘 07 欽袋の,,,に人・廿

91 M27 上坑裕 男性 i 1 : （I : 坐位 西 釘 28 
92 i¥163 I-．坑硲 男性 .1 1：年 ’It it 1ii11り ー プフスチック製釘11.'.1.¥. ~..:}\· 
93 M29 1.ht俗 男性 イ;fリj 心リ］ イ,Iリl
94 1115 K坑硲 男性 イ＜！リj ,i;1リj イ：II)I 釘 14 鉄袋の中に人骨

95 Ml22 上坑ぷ，； リ）ヤI: イ,Iリ1 イ渭/J 不明 釘 26 

96 Ml09 土坑硲 tf~Iリl イ遭IJ イ澗j イ;IVl 骨・n・．焼骨あ
ー改ゑ柘かI) 

97 i¥1108 上JJ(裕 男性 イ道！l イ；11）1 イ;1リj 11•ltのみ 改作か
l:.f立より 7•号必計灸i1i

98 ?-135 l •. h'L K'： 女性 熟年 半．位． l,fi東
99 M20 1：坑硲 男性 .i I• 1I : ィ；11/l ィ道/J
l{){) M6•1 t. jji裕 女性 イ渭j 半位 J?i 釘 0.9 プラスチック製釘1l.'ぜ，木）「
101 Ml50 t．坑沿 男性 イく1リl イ淵IJ イ;nJJ

102 MI1I() +．坑浴 男性 .1 1 ：り：． 9•l : f{f. 北
板状製

1500 t位ょ ：/8-',｝俗検出
" Ill! 

103 i¥114<! ← t．坑硲 男性 イ<IVJ がlり1 ィ叫/J ー上位より 9り硲検出
l04 l'vll9 I・．坑俗 男性 イ道1りl 'I'，i立 束

l (）5 MI118 .I・.坑俗 イ<lUl イく1リl イ;1リl 4遁11
,ti• J,1-.火拌ヽ ti・

ー 改葬かのみ

106 Mltl9 上坑硲 心りj イ遁ll ィ<lリl ィ道lVj 歯． 竹· } ,1•(l）み ー改併か
l07 !Vll04 I:坑硲 男性 熟年 坐位 束
108 M]47 !・.坑硲 男-t'I: イ珊j 心Ul イ＜lリj ⑱ ]― 8 5. 5 

109 l'vll4I l.l),i硲 リj•I1 1 : 不lリj 4<luj イ~Iリ l
缶，板

6750 ＇：坑Jlj!I・. 1・./11より板状鉄製品など
状製品
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熊本市中央区’.I!，嬰町遺跡It間309,J,J1f.J叫',1:1,1,1I・.(J）近代）vi'i・

逍構 取上
鉄製品

迫構 性別 年齢 埋葬姿禁 顔の向き 人骨備考 頂紐 備考
番号 番号 内容 (g) 

110 M98 I・．坑俗 イ~Iリj イ道IV! +1リ］ 不明
大腿，i1・ • }＜ 板：1)：製

2 7. 4 改拌か廿 ．、It}「のみ II 1111 
Ill Ml7 l-．坑硲 男性 熟年 坐位 .It東 釘 23 炭化物

112 Ml I・.坑俗 リ）ヤI:' 、11:年 坐位 I ti 釘． [Ii:w1.o 陶器It1i2.I.’f. Iヽマグリ 5.I•II.
缶 1,1位 1201)・硲をりJる

113 Ml27 土坑硲 男性 熟年 4 :．i、i： 北 釘 7 2. 5 t i立より 1(）サ裕i灸lli

114 Ml35 土坑硲 男性 不明 不明 心リl
115 M129 i ：坑砧 男性 熟年 外祁'L 求 釘 18.6 阪状銅嗅品

116 M133 」：坑硲 男性 :I L• 1I :． 坐位 西

117 M I 56 上坑硲 男性 4<lリl 4澗l イこIリj

118 i¥11155 上坑臨 不llfj 不明 4遺ll 小lリ1 I4i.,tt l tのみ ー改非か

119 M26 土坑硲 男性 烈i年 坐位 東 釘 32 ガラス製必瓶 l点

120 M65 土坑浴 易性 熟年 坐位 東
釘．仮 ~8.8 11 2•り説にりJ られるi k製1,1，',

121 Ml26 士坑以 男性 熟年 坐位 東

122 Ml32 |：坑硲 男性 .1 J : 1ド 坐位 | tI 一人1'tfii

123 Ml28 t坑硲 男・tl: 熟年 坐位 両 釘 26.6 i)雌 ir-炭化物

124 Ml24 上坑函 男性 4道1Vl I.lら．位 ItI 
125 M97 七坑裕 男性 不明 不明 4遭IJ
126 i¥199 l_：坑俗 リ）ヤ1: 4道）j 坐位 北東

127 M95 上坑砥 男性 壮年 坐位 東
板状製 6.7 LI 

nu 

12.S M71I i：坑硲 男性 、ti：年 坐位 西

129 i¥1152 J：坑俗 男性 .ti:年 邸^i: .It西
130 t-1118 上坑硲 男性 熟年 半位 I’り
131 M120 上坑硲 男性 不明 坐位 北

132 Ml54 上坑硲 が明 イ逍IJ ,j~Iり l 不明
J< •ti·. 11• I「の 改非か
み l:｛、'，：より I.!サぶ計itilI

133 M96 t坑必 女性 熟年 イく1リl イ道1リJ 釘 l. 2 
134 Mll2 土坑硲 女性 イ~IIJj 4渭If 小1リ1

135 Mill I」坑硲 男性 熟年 坐位 哨

136 MI03 上坑硲 男性 イ道1りj 不明 ィ‘:lり］
137 Mll3 +．坑俗 利リJ 不明 イ苅/J イ遭l9l •ti•)ヤのみ ー改拌か

138 MI()() +．坑俗 男性 不明 ,i;1v1 4淵/J
139 MI02 l:．坑硲 男性 ィ遁ll 坐位 求

l40 !¥172 上坑給 男性 不11JI ,,i位 求

141 M69 
」：坑硲 男性 ,f,Iリl 坐位 ••I t 釘，板

23 
-A 状製品

l42 M62 上坑硲 男性 -11:ィ，： 坐位 怜i()り

143 M54 追物梨中区 ki'i・なし 釘．｛Ii、342.0ガラス製品2.'.'.(
ド位より l:3り俗倹出

144 ?-167 批乱—I•• 男性 不明 -jU『/1位ii'し、記録なし

145 MIO! 1：坑硲 男性 +1リj 坐f立 束
頭益と 1‘•Il支ヽti•

ー辿:!//Ifヽ',:1閃，；じ録なし
なし

1 46 l¥11151 樅乱l・・ イ遁lll-l イ道l![J がlリl 不明 竹｝「のみ ー辿f/1/位i花，じ録なし
※表中の「Jri(1：番号」は現場での人1'｝の取り 1：げ番号である 保竹• されている人fi•O)屹理番・サやj且物の'it；氾番JI}•はこちらに対応

している。「辿梢番り」は整J'I！作菜後に付した排りである，tii店，'rにはこららの番けで，必載している p

※表の人骨の所見は松ド孝一't―; • 松下真実による 鉄製品と iiii會号は1l園、柴111による
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u 焦嬰li・i地lべの，J｛,jft

表7 1309調査地点出土逍物一fを表
図 1砂 I 遺物 I擾類（粒Ill)| ；却a(cm)1 9長存塁

10 I I L[5邪 .;i (It) 

ゥ『 i：巧岱 もな'il

U径 195
爬径 J78 
器店 l!9,II 

nけ：ll:I
KII・ i f28 1 
路岱 59 

色 罰 I 出土遺構 偽 考

上的；岱 屯 If-/)

J：師器 壺 （社）

l_l if. 26 11 
底if. 240 
路布 264 

「lit 公1,¥1
天Ji'i!,27,5
器高 ，13 

土師岱
2

A

5

 

祁

れ

祁

仔

托

窃

n
底

器

）
 ””

 ”四

屯づくりぷ分に，？t―id)jif•! t 
外1bjU) 芯に粘 1：のなさ•nとnt9』

くりの!I.SIiが残る

は9船
11径ぷ）．II

"≪,, I和 1i:t21i.8
諾，名 ti.11

I涅忠船 屯＼f,;9
口往 245 
底注 21り
器1,;:，271

上師岱

L師器

益｛五I

油欠Ill

-~砂；lII

な 形

I t lJ'~形

～形

.̀ 
,
1
 

一祁9くりl

特 徴

,,、I,Jul ♦:1•デ

外： n，Jづくり． ケズリ
I人ll lur IOYR(;LI 
外 ・Jiu,・ IOY!l8・,1 .‘̀

―
 
＇ 
9‘
、

9
9
 

，＇ 
11つ・くりもi,'tiこ・ぶ1む0)fり付rf
クト1葡1:{がづくり 0)，，tざ91カ9曳る

!llみ貼 •lf,j:/

天井郎外IhIにスダレiKII9J（あ；，

咽づく i)，ii；分に:i11U)t)9.J沿

内外血に li;Jづくりり）なさ• 11 がりしる

外血1こ‘'川、 r.l!fi

内tC1，しにij.flがtlr, 
外面に't1づく＇）のなさ IIが残る

，'（ふ）

LI ft 28.7 
)； J t• 1 •f 24 5 
苦~ 13 

I I ! f. 3 2. • I 
Jく）1：ff.
器/,Ti

．、り．．．
 

，
 

Iり [991t..Iう‘
外 I,9l 転•}•テ・ 1内 llue 7.5\•K7 1 

外． 1111,• i5YRli 6 I -
|.，砂

(II・茄未，コ”

内 ' 1991転•I• •r. Ih 1 9)工，

ナ•i, 1 V•I: I I919• IOYR8 f.1 
外 9I’fくり． 1,£,l f史外． llueIO¥'Rli I 

| 2りな

,.,'．蟷ト，わ・

内・ i"I転ナデ
外・ 1991わナ・デ． クズ 1J.

l’、1: I l uc• 5Y R6I(i k)虚;:~; ;(IJ I外 llu,. 7.3YRI; （i 1 :lり・!,!;

内 1991転・rデ

外 ~Jづくり ， Jul!I,,/・デ．
内 llur7.'i ¥'JU Ii クス•『) ，;,\祁 Ii渭飲 1外 IIlit, 75YI!6/（i 

1 :！サ硲

l’•I Ihl帆：ト・ア

外 1991転＋デ．ケ人 9)．Ii’1 11999• IOYR7 1 1 I ;; g. 5 :; U 
,、 ,III,l"ill, !、井外 llut• I(）YR6 1略 l一括

I缶 II It1li.;9貼り付It 

~I：ょ，』整

11,1 ・ lul+,.-1う‘

外 炉i く •;:/;:似•I テ‘·| 1勺:::~し・ 11)YR7 :！ 
ヘ-，4k」:lHil. I贔＋外・ llue IOYR7 I 

| 1 ;;g 

7' 

II•I I9 91 代： •Iヴ＇
外 1991,FJ. •}・デ． ’r ズ'I I内 ． 1 19』c7 5YR7/、115りa

曲[1. KIt.祁 i．週¢・クi l lu\• I nY R7.i 

搬み¥1/,I) f.f'I t 

Li!,部i;・
I},1 199]＋ぶトナ'
外'i"I令公ナ・ア． ヶ •I. リ，

KII:i11；未刈杯

内： ::::じ 75YR(i ii | (iサ袋 <ii.I
り卜.I I I I,．7 5 Y R(; r(; !,9 

梯H後柑み貼り付け

10 ＋坪器

Iii II tt5笞 壺 Jt)

ー2 
U述器 立り<l 

う

3 I:~雌：;

屯 IIt)

もい．ti

n伶

底if 21,i 
船晶

1 欠

ntt 
,；，iT- 1:; i 
器窃

．、り

II径 ll)ト
天Itit178
諾高 ；11 

完彬

5
8

＂̀ 

6
rふ
7

往
抒
；
＂

17
底
器

I t1i'んIr;

内 lull,. ・I・テ． 1 f. I. 

闊 l |＇’1 1 1I’`• I OYR8 :！ 
外； 1況ケスリ， Ii!;祁外 lilll'2.:,¥'7・I 

| 5サ，＇，g

I喝佗， ！似~IIし Ii(

IJ-1 19919砂・テ’

クt.1’，づく l)·りべ '';~I内 11t99• 7 5YRO I; 
., .. ,-,,;s;叩 19i 41 J.，外 1/rn・7,5¥'ll7 I 

| 7 i;g 

Iり・li茫， ナ・r
f’•I I99/ b:•I・デ
外 '1991転ナデケ―<,1 内 l/III• 7 5¥'1i6 1 

9、It祁・”'月P
. I外、 ::::::;.'i¥’Rli1 1トり仕泣

内 ．／"i転'1’デ，＇）・’,,

外 ；、人',iり→りり／•J i、1乳：：：：： ：ば悶:| Iりサ必

’’•(;：9に 1{•ik l.j!兜F、`りしら
内而 FtI:（こ l..j !1jif4•9しる

松岩波とり
り＇！づく I)t1；分に文 1.jd)印•I 行

底部に以Hl1ii• Ii形iKIIikあり

外血に1り・）く りの公ざIIが残る

援みlり； lif.JII
天jHt砂Mniこノ、グレiKII.dtあ1/

松加1,{代

聞づくり部分に公1‘id)り(,1行

外Iiiり） ・祉にthJ.1/)？ヽ IIと'ilヽ9
＜）ヽの父ゞ IIが残る

14 t.t5器 ，5,む／
「l{f
1eJI,i冷
船，:·~

U
J
-

上幻器

12 I 16 !:t酎む

必 IJゎ

.，せ 1み｝

1_Jlf. 
r,n令 19l 

器窃

LI tf: 21 5 
J<jHf 
荏，勾 1.3

｝く）l．nt 1 t 

lしり；

IlIr・ん彫

Iり 1999わ， •I·デ
外 '|991島； r;ア．仰II.尺IV•I . I lu9• 75YR7/ii 

lt tI；北、＇閂fを
タト： l l l lし•7.5Yli611i

|l(）i澤

内 i"I転•/·•ア

/1\;11';中央•}-·,·

外ケズ＇）後 1991(t..Jプ＇

11・1 ' 1")+,.ー）・デ
外 1991転・Iーテ． k）悶；

K.l119 

内 llu1・7.oYRfi I 
外 lll]9• 75YR'， i 

|191り仕

1~ 111たm.み.1りi り (·t 11

Ii(i；；；外Ihir,rズ＇）＇しる
,,.,:15ク>I「111. • I ケ 1行）i n;11、ILUしあり

内 'l•IIIし• IOYR7 1 | l l :；・店ふ11. I肋lJItulみ貼り付'/
外 llue 75Yll7 I I 1~ I 1< 'I•部外町にスダレik91．復あり

t1
 

は咀岱 戒（!J'l
U径 17.2
Ii.C i f. 1 5 1 
路店 175 

はぼ完II;

内， Il 9l転•J テ 1 1 :; !).);,, ・I・ 
外 ：＂lづくり 、i991i'，: •/·デ， iJ•J : l ll99• 5Yl.i7バ i;'8-1(1 ・ J.1. 

盆波碍,,“;い?•9; I、 ,Ill 祁I外 IIIIt• 75YR6、4 }悶;~>'·: 1~ばぶ悶醤雷ふ
18 k阿器

l ] f t 2 1,3 
壺 i&， 1 kJI・/_f.17,7 

器高 4、()

ー・
内 Inl會とがr'

”ん形 1 外： l"lt紅•7',,, ズリ
kitti収遇笠

1勺'1111,・ 7SYR5/•I 
外 ：I I 1 1 9 • 7 5 ¥’R5/4 

| l l :; ;｝ 掛J叶か11•J It 
尺）「部外I(IIにスダレ4911:I/iあり

19 kt;2; 

公） l：店訟

n径 lIin
底径 l；；り
！；窃 17:

II径 21.11
天iH至17.!)
器な， 3．り

21 l:f.1Vi各

壺 (f?

店ゞ （必）

1;1: r・ん：9 ； 

ほぼiH;

r l if. 1 7 3 
る (JrI |l詞 l!iH

岱，(:j 17:! 
ん II;

l'・J― l991 9/. •I• 7‘ 
外．＇＼りつくり 9 ,r入,'） | V•I . l im• 7.5¥'R7 4; 

'外： llu<• IIJY!/:,1,t 
111サ砧出1.-，

: :・:;［ : 1 1 71:: ：［uc □ :I :：1 :？ I〗：／口［口~:
{とづくり tI；分に＇ぷ 1れ）0）ifr(,ti?
外uilliiflii(、1近に 1¥,iパくりの”}

「Iが残9:,
柑I,,.L

13 I 22 上師糾 壺（~,

口tf 24.4 
J<-!t tfll :I 
器店 、1.（）

ーt沿'1;11l
li・l [•9l,i． ナ・ア

外 ：Iヽ ，I +砂•デ． じl ll
内 IIし19• 7.,YR6 1 
外， II t u • 7 5Y Ii(; 9、II I~ り it b¥iIJ1&lt，み11が1付け

23 日；糾器 屯，ft,
nlf l89 
爬径 18(I 
罪窃叫7

2•I t臼忍

お 上的器

せ t石9

壺（必）

ーt:；；欠111

rm 
反iFif
a;r5 

だ）IlH;!i

U径 252
)<1ttt2 1 •I 
蔚窃 152 

一郎欠！t1

内 1;919:, •I· デ， Ii( ぶ；指 •t

心

外 'l99/＇9,1•デ．ヘッ ik 」-|＇り 11’’`, 75YR7 l; 
外： I I 91t• 7.5¥'R5 b '. I 12サg

)！ 1Jt， ケズ‘lf屯Illい

・I 1', I邸 I;4:m

,1,1 . fal虹•9• 9‘, •I・デ

外 r•91♦;． /-r. I、II・tt lり llucIOYR6 :! 

i.Aヤ
|りi: 11919• 1(IYR6 :i 1 12サぽ

内 ：1..1,,..,• デ
外： I991 れ， •9 デ， ケズ ') 1 内 ' [lut• 75YR7/•I 

＇外 II999• 7 5Y R6 •I I 12り北
ぬII hJH名Kぶ？

/iC;,；外 ~IIにスダ日IJl:1!tふり

!ilみ貼り f•III

仙ni友搬み貼り (,jIt 
印t•祁外1{tiにスダレ41J I•Il（あり
i:;;,,J I,¥ I u)上に「 I1•J O)巡rr
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熊本市,1,央Iメ・・1'嬰町迎跡群13(）！）J.1ft地．，．＇．，：出 1．．の近代／I.＇ft

因 番岳 遺 物 種類 （器！I） 法量 (cm) 残存 量 付 徴 色 謂 出土辺渭 偽 考

「Iff．以J.7
，1.9. 阿転•/·i', _[． J !，狼

13 2(； j. Mi沿 ,,；:,, (it) 底if， 18(； は11完II;
，，>, l"I令／； •/• 79 ,I・ズ リ． l/•I'1 1 99e 7.5¥‘I≪i/4 

12サ仕
内1f1iに1)HK残る

叫ih6 :X1!) 
9、.-,l/1J:Jしり！， IK[li り卜 lluc 75YI{6 (； 円線よ． E沢lj•「政」
919りい；属笞

n!f: ~17 
内 l•I転・）••i‘

外 l•Hi.·J ・i', ケズ '1 I’、I: llue 7.5\'l<7'•I 
27 tr..!,/,:； ,，：} 9身） 底If 公）2 一郎ク:ttl

ヘ・ii)、I.Jし，I/It.IiI、外 'llue7.5¥'Jaが1
l 2 :；・ •1,' 

岱/,Y, 21 I 
,9：1ヤ

l lif 215 
l'J ・ I、999.i/．．9’. fH'ヤ0)。1響，

1. ！ ！収 l/•I IIuc 75YI!7 6 閲由1,'l;t,出よ接介りiあり
2h I・凶岱 ..，'（fr) 底if 凶，8 (l(9,;:1i; 

外 I,tl転・，．r.ヘラikl. 外 IIuc 7,5Y I<7 6 
12:; g 

,'~祁外 lfiiにスダレi)J.LII9,J,, ；1 
席料おり

lし／ii

nt怜と6(1
内 ． l«I転•I• f. ＄1位の•I •,, 

公） 1:t!It; v,;i (ftl 11.£ i f 2 1.2 は 1 1•,;:ij,
·/•j, ヘラ41し1―.I! i( 内 ．llue7.5Yl<li 4 

1 2サ・t‘ ,KI,以外l/99（こ・人グレ状II1/！ふり
外： II91,^  •J.r，ヘゥ il、 1 外 llu(• I(l¥'1くr,,1

沿高 ：i）1 
1[1/(. ,,~郎 1工胃竺

I Itt 125 V•I, I991転1デ
1'・1, lluc 邸YR•I I 

！はみfll；と｝妍IiU)2片がl"I・Jillfl-
14 :;r, 困：！｝ ，,：；9 しみ） 底tt ’I' ，I; 外 'llue5Y Ill 1だ1・・•• I,\ 

'，'"＇’'''ヽ、1・ 
外 'r，91転1’'r•

lluc 5¥ 8/2 
外雁に1'1泥なハケ凍り (I991化；）

内 19•I t•• I• f．カキ II.
n{f H.:l 岳r.II ’’i Huc 7.5YI{3 2 8 ;;• i¥．u5 \;• 5. 1"? t u'滋かさ取り I I'<文（白

31 rり硲 壺 1身l fii:tt 12(） 吋",K111 外 1991転・） •9’ , タタカ; ,，ト 11uc5YI{5 2 ,1とと1'111蒻・さI｛くり）
粉t:,2{ ;.5 拍伯 I I l 1 (• 2 5 ¥ I< : }, 2 

上層 I{CI, •M 
底部外1l11.t1 11出部に砂IH」，＇t

底祁''"'転糸り」I)注し

1.Jif 1,.1・1111會d・，，4 ！祖： IJ•I I lue 25Y7 4 
32 囚む 故 I;t 沢If 82 /it;il i 外．!!'I転I・，， ヶか）IIi l. 13サ“

岱店{l.7' ，，ii』
外， 1191c2 5¥＇7 •I 

I l i呈：I~7 I1、I !"!転 •I •i‘ 内 'lluc7.5¥'H:! 3 
鉄袖の1iIii色伯をハ＇r中I)し．,.,

:i:1 r-1J 沿 Hl 底ff 71) 完形 •クト 'I9911：り、・Ji'. タタキ49uii り卜： l lu(• 7.5Y l<3/3 112サな
t.111こLIirtuJ;lしし掛It

辟it 18.75 祁白ケズ’JIiiし Ilue 25Yb’2 
謁台に2カ19i‘IaIIJの扶IJふり
嵌祁1こ砂llf,J.rt

I Ift :｝ 5 内・阿転十デ
11・! ・ llur 7.5'ill3 ~ 柏伯

3 i 囚 'i:; lk 底托 66 完 杉 ク1-·,,,,転へう ＇r ズリ． ~:ir貞 112り．g
硲高 185 /1·~tl；ケズ '1 /11 し

外 'lluc 2、5(；Y(iII 底部に砂II付し

「1m
内． 内 ．llue7;,)＇、113 宙吹さ!ti)` （な（池が人1.,)

茄 ガラノ•R品 『／ （ン瓶 fi(ff 6l はll尤形 ,,~. 外． Hue75Y I :1 
912り8 頸祁1:11-r.rのような：Ji料あり

t5,f., 内面に内f；物の1i！灼あり

I l[f :U 
内 ： 1'・1:プ1レー

l1f1<¥.11l¥ (1'11'の公泡J.， 1/i
3(i 1/,,.製品 りj ik liflf 7,1) 1.111・,;：形 I 19サり Iト1部(,j近に合わせIIあり

悩，n; IX.8 タト・ 外：プルー
底部f.J近に1,ふh1の損阿あり

I ilf :Jll 
内、 Iし1.lluc 7,5Y l{3 8 

全体にtく＇ヽ(i包を含む

37 ガラ，'う！品 t.R ,i(｛f lu l!i 屯 9;
外 外 lluc7.5Yl/o H 113サ" A部的，・,l["Iりに沿をさik人ジ

匹r..11.:1 咲記1こ［；りJrs.l 

lとさ 4,I(l 
I I•I II•I : I I ll (• I (X ; l.7 / 1 

鴻 ガうス製品 肌必 船 1&3 完 Iii 113り・i‘ 鉄（寸ri
I’'（さ 1ぼ

外 外： l luc l(K; 1.7II 

I l if 
内． !iif自 11・1 ilue 5GY8 I 肥1-,,,系， ¥l:IJII

15 :~) 伝岱 椀 I&if. 「P~nPi· 19りじ
岱茄 (,IU5) 外 ．施伯 外 'lluc双；YMI 内面，＂9/t 外面出祝・張久？

I lit 
内施'(III I'、I.llue IOY811 紺ItiMi1り． 1，hF彩 ( Iた（~)•1 1) 磁沿 碗 底ff l l ti糾1:・ 切り・が

岱科
外 ・泊i,h 外・ lluc IOY8 I 外[!l1:lll-lE t 

u t t.1.7 
内 ＂gこし'

I'•9. l luc l(）Y8 1 
内曲からりはi.I:'トに泊袖 ((I袖I

,11 切ぶ tl．皿 /if.if I I 1e k 外・ lluc i,,YK :J 16,J 1;•畝

岱/,l; 1.7 
外:!り起こ L

lluc IOY8/J 
l•I人あり

紐硲
l l i/．7 1 内 ＇出糾む：Hit

内． lluc10¥'9 I 
色枚 ('.C.¥'j..'.I.¥・，が1

ll 
色 9?

{ f 1,k往 24 9,;: n; クト 村と1,h．硲台r，t1:..tt
外 Hucl(）¥’!） 1 

4 2サ•A¥ I1.l lfu lllとIEk t't: r >、卜 I,」
むれ 27 'ヽi色品あり 「｛こ」

姶料
I l!f (8.l5i 

内．！釘袖． t合付け lり lluじX811 色仕 ,,か ．,.,.粒9
913 小悦 底ft :i05 ‘I＼ 欠 祁り・,!

色粘
糾，：’i :95 

クt: l6 i:l．P;： i•J I } 外： llueN8,(I 外ilii.I•,. [ I’•I Ihj •が1りl

I l if 
染i・J I i 

11 迅荏 祝 /j（if 18 l,i:t.tli 
I’•l. !b 1自 内・ II19C只；＼＇WI

67り心
II•IIRI •9fr網U 文

硲高
外． £ili 外： lluc双；YXI 外曲．ー，r¥網U文

I ll(c 
1'-1 が吐11 内： lluc5GYRII 

染f・H1
15 出硲 碗 底if. I !） IKllIi1i 

外． J屯i"II 外 lluc叩 Y81 
&I号が μ、Jilii I叫丸波文

器ぶ 13II ，，t曲： lei椋

uif 
内←柑 l'J, llue 5GY8 I ，ヽi•t: ｝ 

t6 紐店 速？ 底tf 2 :: IIし郎I¥・ 167り沿、
"99•'9 '9,9 .9,. 9 外 'hli釉 外： lluc!iGY8 I 外いi.Id楳． L・1文

l l if 内： II:1転ー／デ
11・1: lluc 7$¥'117'6 

＂ 
i f9茄 小じ1 底If

'''"砧
，，ト． l9919J. •I· •i. 1991良sA’: UJ 20りI‘

むぶ 1/霞I-
外 IIuc75¥＇l{7/6 

I lff Iii 
I II~糾ヽ

内 1«1転•I•デ
l,.I I Iup i.5YR7 1; 

・18 I・節岱 9」、 IItl 底If •11) 
底郎／i• 外， 1"1~:-1· デ．， 1!9 | し糸 1/J

外・:l111e 7.!iYR7/G 
27,; ¥" I―II;.の —•111：にスス 9,t ィ，

硲／符 l,I り嶋 I,

I ilY: 内 I991贔9.I..,, 
Iり II叩 75¥'H7I 内 1釦,,．し部に if•ね焼さ V)1/， J••1/g,

•19 l.f5む 小旧 ,,:rn :i3 r,xI,t1; 外•し91|：, •i f. Jnl転糸UJ •19り＆ I !ti 
硲ん (l.3, り拷し

外 llue7:iYll/1,J り

I ltf 5.S 内： lu1,J••I 7' 
内： llucIIIY1171•1 

50 1••印 ,,1 小 In 底1,(,:l.7 1'， 1，; 外： 1991WJ. I況 10凡：糸U) 75サ位
岱1:1』 (l!I りはし

り卜'lluclllYla//4 

I l i f 
内<•If4 内 liuclo¥’I<7 3 

51 縄 t• I i: 9;`  ? Kit l litt59i 94りが
岱，岱 {•1.｛1)

外:~1/．ヤ 外 llueIし1Yll73 

64 



11 .'!．＼唸南地区の調査

図番号 辺物 柚類（器梗） 法Ji!(cm) 伐存虻 特徴 色 訊 出土辺構 協 考

11/f 9.0 
内・社iill 11・1 11111·.-~,\'~ I 

、i:f,1 1 } 
15 52 磁 t；； 碗 底rt 12 1.，1; 

外刈袖 り卜 1 1 I I I • 3(； Y8 1 
吃 I：一括 外1fII t t' 

"'99 '9 ft 9•』, 5 1 1＆合11I悦ふり

Iiiを 8[I
11・1 ¥!I伯 I‘i I’l色 1.'Iり ン1:llid フヽ ルヽト ）泣 伍む 社 ，,そ径 3 1 .i ![； 唸 L→;，r,

，吐ぃ9，い．，』・ 16 外出伯 'Ii ; i'I色 り卜1’l "i lt L． ぇ•i' 予1!1J

I I tt !9.2 
I’・J 出1J! ",I I lu,．NH i 1 1!1111;1 It fと・ 1,999 A.，t屯ふI 姑む 仮 吸it 32 l 欠 撹乱

芯，灯 i.2
外 （iJ,性 外 llu,•.、.8 t1 外1!11 じ1)、べt/,!l;. I~紺

II径
Iり出,J, l1,I I Ittt'2 3G ¥ h 1 屁li9／糸

o．, ． fi¥；l：； 悦 I;（ff,1公 Il,t'，1;1'， 
外 地祉1 外 II ul'2 3(;¥'8 1 

沿村一括 内1f11';)IL t. Allf.. llll恨
999’ぃ,し．，， 外1/11 .＇r頃JII!l. ゴン—•，• ク 文

ntt 
I'、I: I1.1. l lu,， l(I¥＇K5 1i 

祁 出，！：； 悦； /9,（if 3災 ’＇℃t；；l i Iit L一括
’＂9と"9’り’）• 

,，ト， I＂ht9.•I デ．ケスリ 外 IIしll'IOYl<iI 

I Itt 12り
内柏社1 11・1 1111,・ :-1~ (J 色 •;: 'll.,', . 11.•か． ：！．I.'--I 迅 ;t; 皿 Iii:径 75 t : : r・.;,:"； 112サa 肛，乱

少99.，99●... ', 2 9; 外比iii 外 1lt1t・:,;ヽ（） II•IIill 1:， iL l.. l..i. r f，こ→

I I :f. 12(） 
I I iゞ.: ;、 11・1 1とf占 1'1 lhu·,,<;\'~ I 

尼99,ht.'；とf,1,i 
ぶ ば佑 皿 底l.t 6.I) 

9,'c:1;1; 外 9釘占 外 11111・「dn・SI 
111;1:.一括 内1f91．団約．i・.{L t 

記，9笞 :J,o 外11ll'1.II f.I t 

11任 18.2
I I9紅19 内柏tti l’、I!111,・ 1'1色

11:,1;1，孔 ’;itl:I
59 磁芯 111 底径 1:i1 

lit li i; I'， 外 μgijI 外 l1911「l色
柑乱 外IIII‘じし

甜高 ；；．5 11・11111 IやIi¥!. r;, il..:C 1なと←

II往
|’•I : 199| fム••}·デ 11・1 1111, :,¥'和 1

1且11]，f，. ：y.i f 
(i(） 因 t:； ), ll!l 底径 11杖郎1’,

外 'l"l~,;-1- デ 外 lluef>YSJ
廃 1.4[， I It如祁11.JIrIII’lilどKIO:

器1.：i II•I IiII'Tljをt

「lit 8. I 
I II~糾 内柘r』 ! I•I I I I L I • 7 5 ¥, 1.'{ I茫,F／ふかlt：ヽ． 1・1I伎朕61 白路 小 llll 底tt :u) I/と上一括

器窃 2ユ5 Jil i b l i' 外栢油 り卜 'II I l《,7:i¥'I:1 11•1if1i I;,It．しと;f,¥t 

ll径
内 1991トニ十ナ l~l lluc IUYRi" I 

62 出料 •)(j、 Iif往 56 ：ぶ:卓.;:1
外 1991t.：→プ ＇rズ11 外 l!u,・ Iii\'II~ I 

遠 t・ ・!!. ,1t11,11 :mに1’l色i,b
むt: 63 

上礼、サ，
i；さ 19 11•1 11・1 Jiu,・ lllYs I 16 (，1 伎)¥1l1i f・ 糾 2.tl;i ,."tsli 3̀;; g ,r¥：,; 2虹

は器UIJ.
1,1さ（）5；； 外 外 IIIÌ, 1 11¥'8 1 

1• 製品
尺さ 1,8 

l'，） 11・1 lhll• 111¥'S l 
6 1 

ぼi路むIIJ)
破1',• Iii f りb'， 2.I I I II~;)1:1: 

外 り>:11,,,・ IIIYM I 
岱りし', ,＂ ht l,8 g 

1,I．さ (,:J

卜賛，：｛，
艮さ 1B5 I 1,1 11,J • lluc WY~ I 岱 代I¥1l1i I'~1,1 lぶ i,1t.1:1', ＇た 1.4{, ,r，:,; 1 (; g 

（磁岱転11/1
収さ ()28 

外 ，1ト 111 99, 1 11¥'H I 

L'I./.,¥：， J!さ 1．応
内 lり 11 9 l 9, I I l ¥＇8 1 

r"； 磁硲t:.li!,
代1ヤiII(• 

“ 
I 7.1 胴郎1',

外 り卜 1 1’’̀，11 1\'~ I 
"'；柑一括 ,t 1,； l.i k 

1,Iさ 11:l

l:H品
Jとさ 2 13 

内 l'i I Iし1,.I (l\• 8 1 
67 

磁硲転IlI
沢11ri1i f'I:. 2ゞ 柑，1ぶ ，1,・ り[ llu,・ Ill\'~ I 

折り Q, ,r, :,： I!ぼ
1.， さ [95

上製品
！↓さ 2,15

l勺 l'・J llrn・ IIJYH:l :; 
liS l:.J['；t:,1111 

既I,1f11 f・ !,i 2 65 阻f.lili
外 り[ lh1<・ l!IYld、1

I(1サ仕 if, :J I ~:ば
Iりさ l.25 

I.WI,/, 
尺さ ~ I 

11・1 11-1: 11111• Ill¥ l<lit:¥ 
69 r皮I:• Ihl f・仔', l 4 9 ルJ;¥lil'， I"り・i‘・ irしが 19 2 ;： 

ti/Jii転911)
J91さ 11り

外 ，，ト： l lt99'•3YH 2 

I・製品
Jk：： 225 I !，1 I I•I'1 1 t1t• 2 3¥'r; 2 

70 
t i9!!LりltぼH’!JII)

［引'，iiiii.“ 2 !5 1:111:1',• 
外 外， II119J5¥ Ii :i 

13り・位 Jr＼ぶ叫メ

mさ r16.3

1•N祉，
艮さ 2設

I’ヽ 11・1 IIし1e!¥I¥:¥ I 
7 1 屯I; ['，I i 

’“ 
.-) -‘’ - !A t:;I', -、9-9•9,·" ’‘- ,[,;.; Hig 

（囚お+:.1111
：ゾさ 093 

，，ト 外 II119'•3\I; 2 

上N品
仕さ 2 1 

l'•J 11・1 1111<• I I I ¥ • R 2 1 
72 代｝i11iif

“ 
~ 15 '.H部I¥・ &w;[し 1（虻，：ig 

（出料転111,
i'1さ (1,75

外． 外 II I 19心 l(I ¥'1{2 2 

j・):t品
！とさ 255 

11・1 内 Ilù，7 5¥＇1<5 : 
73 破It OII J~• 船 285 '1:1,i|;/¥・ 112りら｝ •T\:" 1:Hiu 

(困:iH.9、11!1
I'，（さ I~5 

外： 外 1111<・7WH~ I 

I~＆晶
Iとさ 1,95 ,,、J 内 11ll9, 2.5Y7 2 

71 
9困路転｝III

1M:・1111 f 似 1,95 11-1;:1:1¥ 
外 外 III It• 2,3¥＇7 2 

IR)i・畝 ,r,:,; :1!11, 
I9'（さ 0.75

1• ，，俎，
仕さ 2(1.3 

11・1 11・1 IIし 1t• I II¥'R5 ;｛ 
75 fli.1| l’ii i •' ’’ 2,2 」'lt,i.l,1 Iゆサ畝 )r国 1¥1,'.

t内む転／11,
I•/ さ (l6

，1ト ti ll19, 111¥1 :i 

Lh品
J~とさ 23 

11・1 I‘1 1 1919• 7 3¥'i(2 1 
祁

けりど虹Ill
fが；IIii f ¢り ゥ--・-99― 出応li

外 り卜 1 19u: 11)¥1 3 
1711;畝 ,＂ :,： 5 . .，g 

19iさ 11ぷ

I・製，｝｛，
Jとさ ：!.I 

il・l: I’、II I I Ir 2 5¥＼i 2 
77 (！: ! ; 1(1i f ¢:J 2.9 ，，,ir.lili 172リ・,11- r̀¥Jd 沢lit

（凶窃船1111
,,;さ 1)65

り[: り卜 1 1 9 9 9, 1 1 9 ¥’I< : i : ｝ 

，．．製品
J・とさ ふ•I I1、1' I)、II l 9 1 9 • 2 5 ¥'5 /： I 

78 
11'1J?.:；令,;/Ill

1,)t 1'，'nIi (' 凶 2 8 月1郎1',
外 外 I I919• 5¥＇R5 : 

I/a l •話 ll, hi I l)よi!
"iさ 117.i

I'/1,¥!, 
！とさ 37 

l'・J. 11・1 IIし"'7fi\'ll~ I 
79 

＇は外転 1911
伎li IIII I. ；』 :t2 5 柑t:：Ii

外 外 l1119• 7 5YR2 2 
22リ・な ,f,;i: 121i,： 

,i :. 0 7] 

65 



熊本市中央lぶ．t!,りさIll]逍蹄群1 309湛l4t地点出 1この近代人•l'l·

図 番号 逍物 植罰（器種） 法皇 (cm) 残 存量 特徴 色 訊 出土切格 岱 考

」；製品，
J乏さ 205 I1、J: l,.1. I IIlc 7.5¥'R512 

16 8(1 
It硲卜転JII)

破)¥・1f1i(・ 4~ 2.、1 服祁It
り,・ 外： lluc5YI!5'2 

75りり 重祉 ，lg 

印さ 05 

j：沿甘，
長さ 2.（i 11・!, IJ4 1 1ut,'，YR.C，‘2 

81 
（償外に1Ill

r.々94血 I―•は 1.8 内郡1i
外 外 'llu9• 2 5YIi5 3 

6りサが、 ，T（元 6.28
II1さ〇．7

I••N品
及さ 2.15 111 内 lluc2.5¥'7 i 

紐
（囚出に1fl)

ttil血 f• は 2ん15 射郁1',
外 外 lluc2 5Y7 2 

,h給ー！，r, ;J'（B 29g 
収さ（｝．15

I•閲品
Jとさ 1.9ぅ

内 IAl lIu《.l(）YI{：v:｝ 
邸

l出岱柘，lll)
1.t片iif• 糾 1.9 制郡1:・

外 外 llucIOY1<7 I 
iii／か一括 紐 3.8じ

/1/.さ 0.&3

長さ 245 l1、1: 内 Hue7:,Y,J/:l 
&I ガラ 9．化，：1， 破）ヤIhlf• 糾 I.¥) t:4 111i lヤ

り>・ 外 lIlIc 7 5¥’91/3 
19~サ畝 爪址 4g 

1収さ 1)．45 

Jとさ 1和1[i itt •I• デ II•I, 11lII• 1(lYI(（;/4 
85 上,1,¥/, 泥lfllf• ¢M 2.0 .,, 欠

KIIi : igirら 外 4I Itll• 7 5YR7/91 
訟3りが 収品 ：3g 

rりさ ().8 

iをさ 3.0 
内 衷血中心部に1L 111 ・ Hll¥'7 :,YRfi,; 1E{Rli 

17 郎 I••白百 nlj3心凡甘， 拙 ・必93 ・え り；
外 ． Ll,•による成形 外 ：IIuc 75YR6 1i 

叱 I・ -/l, 
~I紺1こiL, 11iりl11．棋と1l9があり

/1/.さ Ilo 

J~ さ (2.3)
l'•J. 内． llue

貨iii ~g 
87 (， u,:;, It1迄小叫品 む (3 1) 絞 I¥

りf. 外． II91C 
I 12りg 2+所？礼がμ;』llる

1,1さ (1.S) 欠川のblll正4逍IJ

Kさ 2.9
内 内： lluc

&3 !!¥直打 ,1)¥・ 似 23 ィ、明
タf' 外： llttc・

172サ畝 Iは＃ ＆J u 
1,tさ 13

［とさ 42 
Iり・ 内 'IIしICN8/0 

89 磁岱 碍秤 ¢g 2.3 ，9．じ~． 11;． 
外： 外： llueN8/0 

がJりKし ，R母り!lg
)1/さ 0.3

L之さ (i.I)5 
内： I1、I: llue IOYR5 f, 

!10 プ-,;,,,,.1ク関，サ， 紐i 紺 '1とり；
外 タト 11¥IP l(）Yli5/6 

,だ:Jー→括 1tht,I g 
収さ ()25 

只さ 1.0 
内 内 IIしII• N8 0 

91 プうス・1—ック x，晶 鉗 紐 1.0 丈彫
外 外 IIuCN8 0 

19りg .，即.l 0.5,; ,,り形4人がf也2.,}
riさ（以5

l~と さ I 15 
内＇ 内 II 91t• 

92 プラス•I IクN品 卸

“ 
1.15 尤粘

外 外． llue
19サA w五 i1•ig

収さ 03 

長さ 1汲｝
内， 内， IIし1eN8 11 

93 プウス←f1クN晶 fn 

“ 
1.38 完形

外 外， lh,cNMl
¥)lり!,¥ ＂凶t 0.!11! 

JI/'.さ 0,35

長さ 1.35 
11・1' 内 'lh1eN$10 

91 プラスチック製品 りII 憫 1 35 'ん形 l(~I\;• 1，¥ Ir，;i (）．8 g 
IIiさ 03 り卜＇ 外 'Jiù、N8I(I

長さ l..15 
内 }i l luc l(W I<8 •I 

95 ll礼I/, $11 ＇日 l ・15 は1I:,ui; 7 1 }；・；＼ 前址 0.5~ 
刀さ 0.35 

外・ IJl llu,• IOY H8 ~ 

艮さ •18 
内 内 1111,・ 重泣 68g 

96 鉗製品 !’<ii、柑品 ば 32 ・.;:形
外 外 11 91t・ 

1151;••り 陰刻「LL
17.さ II.I ヒ下2カ所に{L

！とさ -1.9 
内 1<1 llue •I9 泣 l!l.6~97 lẀA :J盆， ii 紺 3.1 屯 ti; Iiiサら‘

収さ 025 
外 外 Jiu,• 「KIt直~J

Rさ 2.91
11・1 内 'Il I I t・ 煎比 2.8g 98 ,＇I Sll?<品 戟 糾 2.91 ・;,;形 21りtg

/9}さ 01 外 外 11111• 「在永i!CJ:立」

艮さ 2.3 
内 ： 内 '1111c 和d:i.(ig 99 1'ilH,/,/.,：,', 銭 似 2.:l 完形 ＆り4らし

匝さ U.1
外， り卜 l l u t' r・ktJ 4: I 「l"E)し年1「-I

hl tJ 
只さ 9,9 

J'・I― 内 ．IImヽ18 100 炊刊，i;，
，.n卜釘）

糾 1.7 はl!',c形
外 外 lhw

17サ位 市辰 21 ~ 
11,.さ u:1

i:さ 7.65
．t；； ?.： 1 1 l 11、1 内""''IOI 鉄丸：；， HI 釘 ば (1.4 5 15り・g 紐 1\1~

1,1さ 0.35
外 外 ll ut・ 

HI 釘
及さ 5.25 

内 l’、IJim・ II)2 iI製品
（頭をSr¥ “ 0.5 tt幻II

外 外 ！！lll'
2・1りt "（.,- 11 ~ 

／”さ 0..I

111 sr 
Jとさ •1.35 

l kJ • IAl iIt1(' 
103 5入製品

（平頭釘）
¢d 1.25 ’t` 欠

外 外 'IIIII' 
16・1サ畝 重祉ヽI.6t:

I•/. さ 0．45
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Summary 

In l985, Kumamoto University planed a reconstruction of campus. But it was known Lhat some of 

campus are designated as buried cultural assets zone. Inしheliscal year 1994, Kumamoto University 

formed the Archaeological investigation committee andしheResearch Center for buried Cultural 

Propenies in haste. and has been excavating the campus siLes when the superannuated school 

buildings were rebuilt. 

We have two main campus sites at other areas. The one is the Kurokami area where is 

consしiしuteclof faculty of Science and faculty of Engineering (south area). faculty of Education. 

faculLy of Law. and faculty of Letters (norllt area).and locates in Kurokamimachi site. The site is 

located at the foot of Mt.Tatuta on a low terrace formed by the Shirakawa River. The site is 

regarded as an ancient posting-station''Kokai・・. The olher one is the Honjo area where is 

consしiluteclof School of Medicine. Kumamoto University hospital and institutes (north and middle 

area). school of Health Science (south area). and belong to 1-lonjo site. The site localed on a low 

terrace formed by Shirakawa River. similar Lo Kurokamimachi site. It is 2km from Kurokamimachi 

site Lo ffonjo site in a straighl line. 

In Lhe circumstance of Honjo sire, Lhere are large ancient settlement sires like Oe site and 

Shinyashiki site. School of Pharmacy and Oe athletic field (Toroku area) belong to Oe site. 

Kyomachi area where is constiluted Elementary School and Junior High School Allached to faCLtlly 

of Education is belong Lo Kyomachidai sile. The site is localed on the Kyomachi plateau. and is 

famous for as the site of Y ayoi period. 

The result of the No.1309 in Kurokami South area where was investigaLed in the fiscal year 2013 

is published in this reporl. No.1309 is localed lhe edge of southwest in K urokarni South area. The 

invesligmed area is surrounded by the building of faculty of Engineering. such us Venture 

Labobatory. Shock Wave and Condensed Matter Research Building and Tncubation Center. In a 

previous survey. we discovered the field and graves in Edo period and modern graves. So we 

expected that there will be remains what is good condition in Lhis investigation Loo. 

By the result of this survey. we discovered the field remains in Late Edo period in west of 

investigation area on about 2.5m under the ground. And. we r()und over 100 burial pits what is The 

Kuma111010 Prison from middle Meiji period lo about Taisho period in east of invesligation area on 

the same level. The depth of burial pits is aboul 1.8m and was formed cylindrical shape. almost 

human bones was buried silting down. The burial facility was not survived. buL we could think 

there were troughs or wooden coffins because of the modern lit・erature and discovered iron nails in 

some graves. More than 90% of the human bones were males. and females were less than 10%. We 

got some burial goods in lhe grave with human bone. for example. bottles made by glazed 

sLOneware and the sake cup and glass bottles. coins. iron implemenls. shellfish. string of beads. 

These siwations indicated Lhar feature or graves of prisoner in modern. In Kurokami area. the 

grave of r<umamolo Prison had been operated from 1881 lo 1972. While the area of Kumamoto 

Universily is expanding,しhearea of由egrave was incorporaしedin 1972. Now.しhereis the temple 

of Kumamoto Prison whal human bones were gathered al Lhc souしhof tl1e invesligation area. 
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概災

概要

1985年，熊本大学伶ii戊II近塊（：F．校l団的 ,1̂（建JIガえJJ!l1|。然而得知校1元II}、）几介地1人：J止被指ii:的地 1`・文物

的埋蔵地。 1994 年， 熊本大学作)'.)考古研究机約迅辿成吃 j＇文物保iI`r(i) I·究所， •(£屯建老朽化建筑物II寸，

対校尻1地下辿行陀掘i／彫査

大学有恨i介＿じ要的校1凶，第一介）止）属 l^黒友町辿迩II.'（：的！’、1：し及校区。！應友校区由教育学部、法学部、文

学部（北地区）、工学部和理学部（南地区） tll成。辿迩位干 9,LII||l_I的山脚 l‘]｛£LI)11形成的低ll介地位irt,

推断古代的午糾i 「蚕芥」 姑就是•(I：込。

兄一介是）ili,f本庄辿迩群的本庄：l-1:校 \2<~。 本 1七荘 I交区由熊本大学附｝瓜病院（北地区） 、 熊本大学I戻学

部（中地区）、保健学科（南地区） t11成。辿迩位干I'IJ 1 1 的低 {\,l:Ii介地 1-• 9 /i•黒友町辿迩群炎似。 黒友町辿

迩群和本庄辿迩直銭距底相隔 2公I-I_1＿。本）l・：辿迩的h'il|1,19(-「大江辿迩It_、（：和新足敷辿迦，者1¥是|」一人的古代村

落辿迩。熊本人打を的約学部和溢幼J笏（渡鹿地区）都）属 l：：大江辿迩群。教育学部附屈小学校和中学校所

在地京町地区）瓜干京町台辿迩｛！也迪迩是位 1'•京町台地上，作方弥生時代的辿迩非作；有名 c

本振告牛り赳i.“必r2013年度被i},';j杏的 1309ilti査地点的陀掘i)恥査成呆。 1309i)，ij ft地点位1—•黒友南地

区的南西端，足打川河堤自然堤防1点突出的位似。 i],'，lft地点），’；l|1;1足被iII噂i笈鴻念楼和 ・［学部的没施笠，， 在

以往的 i]月査中 ， ｝山周辿及班了江）＇叫代的 \ II地、抵大和近代船地。 預汁（I：送次 1II’•Jil,',1杜中，辿迩会保留1'1勺

根クf•C

淵杏鈷果及槻在阻；地 K•大約 2.5 米，在 ill,l ft 1メ両佃ll及現了被 i人力是近代后期的 \I I 地辿迩。 兄外在i),,J 杏

区糸側同一水、V位似，及現了明治中！り］至人•1EII寸期的作)3熊本賄猿flli!{iii)：所雌地的 100 多座 L坑咄地。

七坑悩 ， 深炭約 I.8 米 I,1’•J|I,,iI柱状，大部分的人廿都址以巳坐ぷ·:|）渇メ被J~＼！タド的。 被及）滉I,1/•J人 ‘l'J· 90％以 I:部

是男性，女性不到 10%，及塊硲地的随糾'，{，ィ［陶器瓶、姿器杯、 J波閣瓶、筏市、鉄制品、念珠、具ヽ；こ等。

）人以 1--91・附兄n［以看出近代1人1犯樅地的特征0 熊本鼎猟、監猟所雄地的溢；吼是）J¥明治 14年到昭和 47年。

在熊本大学不断：『大的辿程中， II(｛和 47年塙地占地被熊本大学牧逍。塊在合多膨晶也集紫在）出里，位！こ

澗杏地点的南辺＾

69 





写 真図版





図版 1 1309調査地点
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近世畑址検出状況（北より）
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図版2 1309調査地点

写真3 調査区南壁土府断面 1 （北より）

写真4 調査区南壁土層断面2 （北より） 写真5 調査区南壁土層断面3 （北より）

写真6 松下孝幸先生指導風景 写真7 松下孝幸先生人骨取り上げ風景
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図版3 1309調査地点

、 s••＇. ?~ 

写真8 1号墓蔵骨器出土状況（方位不明） 写真9 2号墓蔵骨器出土状況（方位不明）

:¼ 
写真10 3号筵蔵骨器出土状況（方位不明） 写真11 4号塞蔵骨器出土状況 （方位不明）

写真12 5号墓蔵骨器出土状況 （方位不明） 写真13 7号墓蔵骨器出土状況 （方位不明）

写真14 9号墓蔵骨器出土状況（方位不明） 写真15 10号墓蔵骨器出土状況（方位不明）
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図版4 1309調査地点

写真16 11号笛蔵骨器出土状況 （南より）

写真17 12号墓蔵骨器出土状況 （北より） 写真18 13号墓蔵骨器出土状況（方位不明）

写真19 14号墓人骨出土状況 （方位不明） 写真20 16号墓人骨出土状況 （方位不明）
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写真21 16号墓銭出土状況（方位不明）

写真23 18号墓人骨出土状況（方位不明）

写真25 20号墓人骨出土状況（方位不明）

写真27 22号募人骨出土状況（方位不明）

図版5 1309調査地点

写真22 17号墓人骨出土状況（方位不明）

写真24 19号募人骨出土状況（方位不明）

写真26 21号墓人骨出土状況（方位不明）

写真28 24号墓人骨出土状況（方位不明）

75 



図版6 1309調査地点

写真29 26号墓人骨出土状況（方位不明） 写真30 29号廷人骨出土状況（方位不明）

写真31 30号墓人骨出土状況（方位不明） 写真32 32号墓人骨出土状況（方位不明）

写真33 33号墓人骨出土状況（方位不明） 写真34 34号硲人骨出土状況（方位不明）

写真35 35号墓人骨出土状況（方位不明） 写真36 36号墓人骨出土状況（方位不明）
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図版7 1309調査地点

写真37 37号墓人骨出土状況（方位不明） 写真38 41号墓人骨出土状況（方位不明）

写真39 42号墓人骨出土状況（方位不明） 写真40 45号至人骨出土状況（方位不明）

写真41 46号募人骨出土状況（方位不明） 写真42 48号墓人骨出土状況（方位不明）

写真43 51号至人骨出土状況（方位不明） 写真44 56号墓人骨出土状況（方位不明）
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図版8 1309調査地点

写真45

写真47

写真49

58号墓人骨出土状況（方位不明）

61号墓人骨出土状況（方位不明）

＇ ,"
~. 
9
 

.r 

iia.や

63号墓人骨出土状況（方位不明）

写真51 65号墓人骨出土状況（方位不明）

写真46

写真48

写真50

写裏52

60号墓人骨出土状況（方位不明）

62号墓人骨出土状況（方位不明）

64号墓人骨出土状況（方位不明）

66号至人骨出土状況（方位不明）
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図版9 1309調査地点

写真53 67号墓人骨出土状況（方位不明）
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写真55 72号墓人骨出土状況（方位不明）

写真57 74号墓人骨出土状況（方位不明）

写真59 76号墓人骨出土状況（方位不明）

写真54 68号笙人骨出土状況（方位不明）

づ

写真56 73号墓人骨出土状況（方位不明）
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写真58 75号笛人骨出土状況（方位不明）

し ~ , 

写真60 80号募人骨出土状況（方位不明）
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図版10 1309調査地点

写真61 81号墓人骨出土状況（方位不明）

写真63 83号塞人骨出土状況 （方位不明）

写真65 84号墓人骨出土状況（方位不明）

写真67 85号墓人骨出土状況（方位不明）
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写真62 82号墓人骨出土状況（方位不明）

写真64 83号募繊維検出状況（方位不明）

写真66 84号墓繊維検出状況（方位不明）

写真68 96号墓人骨出土状況（方位不明）



固版11 1309調査地点

写真69 109号笙鉄製品出土状況（方位不明）

写真71 112号墓逍物出土状況（方位不明）

j 
一ヽ

写真73 120号墓人骨出土状況（方位不明）

写真75 142号募人骨出土状況（方位不明）

写真70 111号募人骨出土状況（方位不明）
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写真74 136号笙人骨出土状況 （方位不明）

写真76 143号募鉄製品出土状況（方位不明）
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図版12 1418調査地点

写真77 近代土坑硲検出状況（南より）

写真78 調査区南壁土層断面（北より）
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図版13 1309調査地点出土遺物 1
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図版14 1309調査地点出土遺物2
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図版15 1309調査地点出土遺物3
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図版16 1309調査地点出土遺物4
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図版17 1309調査地点出土遺物5
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図版18 1309調査地点出土遺物6
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図版19 1309調査地点出土遺物7
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